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「
育
児
休
業
を
取
る
と
言
っ
て
く
れ
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
」

「
家
族
で
過
ご
し
た
１
か
月
は
毎
日
楽
し
く
て
、産
後
の
体
も
と
て
も
楽
に
な
っ
た
」

1
か
月
の
育
児
休
業
を
取
得
し
た
男
性
職
員
の
ご
家
族
は
、
こ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。

男
性
の
育
児
参
画
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
く
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
み
ん
な
で
支

え
る
、そ
ん
な
職
場
、社
会
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

我
が
国
で
は
、女
性
に
比
べ
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
が
ま
だ
ま
だ
低
調
で
す
。男
性
の

育
児
参
画
の
促
進
は
、男
性
自
身
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
の
み
な
ら
ず
、女
性

活
躍
促
進
等
の
観
点
か
ら
も
、極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

◆
令
和
元
年
度
現
在
、男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
は
16.
4
％
（
民
間
7
・
48
％
、自
治
体
８
%
）

第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
を
「
2
0
2
5
年

ま
で
に
30
%
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

令
和
２
年
４
月
か
ら
、政
府
で
は「
国
家
公
務
員
の
男
性
職
員
に
よ
る
育
児
に
伴
う
休
暇・

休
業
の
取
得
促
進
に
関
す
る
方
針
」（
以
下
、本
書
に
お
い
て
「
取
得
促
進
方
針
」と
い
い
ま

す
）に
基
づ
き
、子
が
生
ま
れ
た
全
て
の
男
性
職
員
が
1
か
月
以
上
を
目
途
に
育
児
に
伴
う

休
暇
・
休
業
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、ま
ず
国
か
ら
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
皆
様
の
座
右
に
置
か
れ
、男
性
の
積
極
的
な
育
児
参
画
と
、そ
の

た
め
に
不
可
欠
な
、
上
司
を
は
じ
め
と
す
る
周
囲
の
理
解
を
促
進
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、

仕
事
と
育
児
を
両
立
し
や
す
い
職
場
環
境
の
実
現
に
お
役
立
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ご意見・ご要望は
こちらから

⬇

オンライン限定コンテンツは
こちらから

⬇
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※SDGsとは、2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可
能な開発のための2030アジェンダ」に記載された、2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17のゴール・169のターゲットから
構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。SDGsは発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバー
サル（普遍的）なものであり、日本としても積極的に取り組んでいます。

男性職員が育児に伴う休暇・休業を取得し、家庭での無償ケア労働の分担を行うことは、以下のような
持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）にも貢献するものと考えられます。

SDGグローバル指標 (SDG Indicators)

5: ジェンダー平等を
    実現しよう
ジェンダー平等を達成し、すべての女
性及び女児の能力強化を行う

8: 働きがいも経済成長も
包摂的かつ持続可能な経済成長及び
すべての人々の完全かつ生産的な雇
用と働きがいのある人 間らしい雇 用
(ディーセント・ワーク)を促進する
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。
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男性職員にとって

家族にとって

職場にとって

社会にとって

政
府
で
は
、
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
を「
１

か
月
以
上
」
を
目
途
に
取
得
で
き
る
こ
と
を
目

指
し
、「
取
得
促
進
方
針
」
を
掲
げ
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。
50
歳
未
満
の
男
性
職
員
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
は
「
男
の
産
休
」及
び
「
育
児
休

業
」を
取
得
し
た
い
人
の
割
合
は
８
割
を
超
え
、

男
性
の
育
児
参
画
へ
の
意
識
の
高
ま
り
が
う
か

が
え
ま
す（
右
頁
グ
ラ
フ
参
照
）
。

育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
の
取
得
促
進
は
、

我
が
国
全
体
に
と
っ
て
非
常
に
意
義
の
あ
る
も

の
で
す
。
男
性
職
員
に
と
っ
て
は
親
子
関
係
の

深
ま
り
や
仕
事
の
効
率
向
上
に
つ
な
が
り
、
そ

の
家
族
に
と
っ
て
は
産
後
う
つ
の
回
避
や
妻
側

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
を
支
え
ま
す
。
さ
ら
に
男

性
職
員
を
支
え
る
職
場
で
は
、
職
場
環
境
の
改

善
と
同
時
に
介
護
や
病
気
等
の
事
態
に
も
対
処

で
き
る
体
制
が
築
か
れ
ま
す
。
社
会
的
に
は
女

性
の
活
躍
促
進
、
ひ
い
て
は
少
子
化
対
策
の
面

で
の
効
果
も
期
待
さ
れ
、
国
が
率
先
し
て
挑
戦

し
、
民
間
も
含
め
て
日
本
全
体
を
変
え
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

育
児
を
、社
会
を
変
え
る
た
め
に

歩
き
出
そ
う

○ 親子の関わりが深まるほか、家庭生活との両立経
験により仕事の効率が向上

○ 産後の女性には「産後うつ」発症のリスクがあり、
家事・育児のサポートが重要

○ 取得に向けた環境整備により、業務の見直しやチー
ムマネジメントが浸透

　 介護や病気などの事態にも対処できる体制に

○ 社会全体での、女性の活躍促進、ひいては少子化
対策の面での効果も。

「まず隗より始めよ」。民間も含め、我が国全体が
変わっていくきっかけに！

育児休業取得を歓迎された職場の男性は、「仕事の進め方について職場で見直すきっかけ
になった（36.9%）」「各人が仕事に効率的に取り組むようになった（32.4％）」と回答
出典：民間企業で育児休業取得を歓迎された職場の男性の回答。「父親の育児に関する調査研究ー育児休業取得について研究報告書」（平成
23年3月、公益財団法人　子ども未來財団）

【男性職員の育児参画に関する取組を推進する意義】

「男の産休」「育児休業」を
取得したい男性国家公務員は8 割を超えている

● 今後、子の出生時に取得したいと思うか（※）

潜在的なものも含む取得以降

（※）50歳未満の男性職員の回答。「国家公務員の女性活躍とワークライフバランス
推進に関する職員アンケート結果」（令和元年11 〜 12月実施。内閣人事局）を元に
作成。

男の産休

育児休業

「男の産休」とは
配偶者出産休暇（2日）と育児参加のための休暇（5日）を合わせた合計
7日間の有給休暇。時間単位で休暇取得することも可能。

■「 取得促進方針」についての詳細は内閣官房ホームページへ
    https://www.cas.go.jp/jp/gaiyou/jimu/jinjikyoku/male_childcare/

■「取得促進方針」に関するコンテンツは
　 P.06 へ

イ
ク
ボ
ス

イ
ク
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ン

み
ん
な
で
読
も
う
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ふ
み
出
そ
う

国 家 公 務 員の 男 性 職 員の 育 児 参 画 が
社 会 を 変 える 、日 本 を 変 える

イクメン改革
推進中

変
わ
る
一
歩
を

男性職員の育児参画を通して、
我が国全体が変わる改革を推進していきます。

育
児
を
、社
会
を
変
え
る
た
め
に

歩
き
出
そ
う

イクメ
ン・イクボス

です

○ 親子の関わりが深まるほか、家庭生活との両立経
験により仕事の効率が向上

○ 産後の女性には「産後うつ」発症のリスクがあり、
家事・育児のサポートが重要

○ 取得に向けた環境整備により、業務の見直しやチー
ムマネジメントが浸透

　 介護や病気などの事態にも対処できる体制に

○ 社会全体での、女性の活躍促進、ひいては少子化
対策の面での効果も。

「まず隗より始めよ」。民間も含め、我が国全体が
変わっていくきっかけに！

育児休業取得を歓迎された職場の男性は、「仕事の進め方について職場で見直すきっかけ
になった（36.9%）」「各人が仕事に効率的に取り組むようになった（32.4％）」と回答
出典：民間企業で育児休業取得を歓迎された職場の男性の回答。「父親の育児に関する調査研究ー育児休業取得について研究報告書」（平成
23年3月、公益財団法人　子ども未來財団）

「男の産休」「育児休業」を
取得したい男性国家公務員は8 割を超えている

● 今後、子の出生時に取得したいと思うか（※）

潜在的なものも含む取得以降

■ 利用したい
■ 利用したいが利用できないと思う
■ 利用したくない

（※）50歳未満の男性職員の回答。「国家公務員の女性活躍とワークライフバランス
推進に関する職員アンケート結果」（令和元年11 〜 12月実施。内閣人事局）を元に
作成。

71.3% 18.7% 10.0%

54.2% 28.5% 17.3%
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育児休業

「男の産休」とは
配偶者出産休暇（2日）と育児参加のための休暇（5日）を合わせた合計
7日間の有給休暇。時間単位で休暇取得することも可能。

■「取得促進方針」に関するコンテンツは
　 P.06 へ
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に
育
児・家
事
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
男
性
が
稼
ぎ
、女
性
は
育
児
」の
文
化

は
昭
和
時
代
の
成
功
体
験
か
ら
で
き
上

が
っ
た
も
の
で
す
。
令
和
時
代
を
家
族
が

生
き
抜
く
た
め
の
戦
略
と
な
る
の
は
、「
稼

ぎ
手
・
教
育
・
世
話
」
と
い
う
親
と
し
て

の
３
つ
の
役
割
を
男
女
や
家
族
で
シ
ェ
ア

す
る
こ
と
。「
新
し
い
命
が
生
ま
れ
た
ら

家
族
皆
で
育
児
を
す
る
」
と
い
う
フ
ァ
ミ

リ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
文
化
を
つ
く
り
上
げ
て

い
く
た
め
に
は
性
別
や
職
種
に
関
係
な

く
、
こ
れ
ま
で
育
児
参
画
が
低
調
だ
っ
た

男
性
の
参
画
が
重
要
で
あ
り
、
ま
ず
は
、

全
て
の
国
家
公
務
員
が
育
児
に
伴
う
休

暇
・
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
社
会
を
変

え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

家
族
か
公
務
か
、
ど
ち
ら
か
を
犠
牲
に

す
る
こ
と
な
く
、家
族
も
公
務
も
と
考
え
、

「
父
親
を〝
楽
し
む
〟」に
、社
会
を
変
え
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

今
、
父
親
の
育
児
・
家
事
時
間
は
二
極

化
し
て
い
ま
す
。
共
働
き
世
帯
で
も
専
業

主
婦
世
帯
で
も
育
児
・
家
事
を
し
て
い
る

男
性
は
３
割
。
７
割
は
ま
っ
た
く
し
て
お

ら
ず
、母
親
の
ワ
ン
オ
ペ
と
み
ら
れ
ま
す
※

。

「
７
割
に
入
る
男
性
は
意
識
が
低
い
か
ら

仕
方
な
い
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
原

因
は
意
識
が
高
い
・
低
い
で
は
な
く
、
育

児
・
家
事
の
経
験
が
な
く
、
子
ど
も
へ
の

関
心
・
愛
着
が
十
分
に
湧
い
て
い
な
い
こ

と
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
国
家
公
務

員
の
男
性
職
員
に
よ
る
育
児
に
伴
う
休

暇
・
休
業
の
取
得
促
進
に
関
す
る
方
針
で

は
全
て
の
男
性
職
員
が
１
か
月
以
上
を
目

途
に
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
を
取
得
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ず

は
1
か
月
間
、
男
性
も
母
親
と
同
じ
よ
う

（株）東レ経営研究所ダイバーシティ＆ワークライ
フバランス推進部　チーフコンサルタント。長男
の誕生を契機に2008 年 NPO 法人ファザーリン
グ・ジャパン会員に。2012年理事に就任。2014
年よりイクボスプロジェクトのコアメンバーとして
管理職改革事業を推進。3人の男の子の父親で、
6回の育休取得経験を持つ。

本
人
へ
の
意
識
啓
発
、
職
場
の
取
組
、

上
司
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト IKUMEN Special MESSAGE

NPO 法人ファザーリング・ジャパン理事
塚 越  学さん

３
つ
が
揃
え
ば
、
育
児
休
業
取
得
は
文
化
に
な
り
ま
す
。

イクメン・イクボス
へのメッセージ

イ
ク
ボ
ス

イ
ク
メ
ン

み
ん
な
で
読
も
う
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に
育
児・家
事
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
男
性
が
稼
ぎ
、女
性
は
育
児
」の
文
化

は
昭
和
時
代
の
成
功
体
験
か
ら
で
き
上

が
っ
た
も
の
で
す
。
令
和
時
代
を
家
族
が

生
き
抜
く
た
め
の
戦
略
と
な
る
の
は
、「
稼

ぎ
手
・
教
育
・
世
話
」
と
い
う
親
と
し
て

の
３
つ
の
役
割
を
男
女
や
家
族
で
シ
ェ
ア

す
る
こ
と
。「
新
し
い
命
が
生
ま
れ
た
ら

家
族
皆
で
育
児
を
す
る
」
と
い
う
フ
ァ
ミ

リ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
文
化
を
つ
く
り
上
げ
て

い
く
た
め
に
は
性
別
や
職
種
に
関
係
な

く
、
こ
れ
ま
で
育
児
参
画
が
低
調
だ
っ
た

男
性
の
参
画
が
重
要
で
あ
り
、
ま
ず
は
、

全
て
の
国
家
公
務
員
が
育
児
に
伴
う
休

暇
・
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
社
会
を
変

え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

家
族
か
公
務
か
、
ど
ち
ら
か
を
犠
牲
に

す
る
こ
と
な
く
、家
族
も
公
務
も
と
考
え
、

「
父
親
を〝
楽
し
む
〟」に
、社
会
を
変
え
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

取
得
促
進

方
針
に
つ
い
て

今
、
父
親
の
育
児
・
家
事
時
間
は
二
極

化
し
て
い
ま
す
。
共
働
き
世
帯
で
も
専
業

主
婦
世
帯
で
も
育
児
・
家
事
を
し
て
い
る

男
性
は
３
割
。
７
割
は
ま
っ
た
く
し
て
お

ら
ず
、母
親
の
ワ
ン
オ
ペ
と
み
ら
れ
ま
す
※

。

「
７
割
に
入
る
男
性
は
意
識
が
低
い
か
ら

仕
方
な
い
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
原

因
は
意
識
が
高
い
・
低
い
で
は
な
く
、
育

児
・
家
事
の
経
験
が
な
く
、
子
ど
も
へ
の

関
心
・
愛
着
が
十
分
に
湧
い
て
い
な
い
こ

と
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
国
家
公
務

員
の
男
性
職
員
に
よ
る
育
児
に
伴
う
休

暇
・
休
業
の
取
得
促
進
に
関
す
る
方
針
で

は
全
て
の
男
性
職
員
が
１
か
月
以
上
を
目

途
に
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
を
取
得
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ず

は
1
か
月
間
、
男
性
も
母
親
と
同
じ
よ
う

育
児
休
業
は
、
個
人
の
幸
せ
と

社
会
の
豊
か
さ
を
高
め
る

IKUMEN Special MESSAGE

（株）東レ経営研究所ダイバーシティ＆ワークライ
フバランス推進部　チーフコンサルタント。長男
の誕生を契機に2008 年 NPO 法人ファザーリン
グ・ジャパン会員に。2012年理事に就任。2014
年よりイクボスプロジェクトのコアメンバーとして
管理職改革事業を推進。3人の男の子の父親で、
6回の育休取得経験を持つ。

IKUMEN Special MESSAGE

NPO 法人ファザーリング・ジャパン理事
塚 越  学さん

イクボスに関して
もっと知りたいならこちら

⬇

イクメ
ン・イクボス

イクメン・イクボス
へのメッセージ

※出典：総務省「社会生活基本調査」（2016）
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妻
は
産
後
３
か
月
、
心
身
と
も
に
緩
や

か
に
危
険
な
状
態
が
続
き
ま
す
。
必
要
な

時
期
に
産
後
ケ
ア
に
集
中
で
き
る
よ
う

「
産
後
サ
ポ
ー
ト
型
」
育
休
が
お
す
す
め
。

何
人
目
の
出
産
で
も
大
切
な
時
期
で
す
。

夫
婦
で
話
し
合
う
際
に
は
下
の
7
つ
の

取
得
タ
イ
プ
を
参
考
に
し
つ
つ
、
お
互
い

の
働
き
方
や
保
育
園
の
状
況
な
ど
も
考
慮

に
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
計

画
的
な
対
応
が
必
要
な
予
防
接
種
の
日
に

は
、前
も
っ
て「
子
の
看
護
休
暇
」の
取
得

を
申
請
す
る
な
ど
の
方
法
も
有
効
で
す
。

ま
た
、
夫
が
同
じ
曜
日
の
同
じ
時
間
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
は
、
妻
に
安
心
を
与
え

育
児
に
と
っ
て
も
重
要
と
い
っ
た
視
点
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
を
２
階
建
て

の
「
家
」
に
例
え
る
と
、
制
度
は
２
階
。
１

階
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
働
き
方
、
基
礎
の

職
場
風
土
が
な
け
れ
ば
制
度
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
職
場
風
土
を
つ
く
る
の
は
、
職

場
の
皆
の
言
動
の
積
み
重
ね
で
す
。「
育
児

に
伴
う
休
暇
・
休
業
は
い
つ
取
る
の
？
」

と
取
得
を
前
提
に
し
た
声
掛
け
を
風
土
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
に
「
お
め

で
と
う
！
男
性
の
取
得
は
私
も
応
援
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
ん
だ
」
と
い
う
よ
う
に
、

自
分
の
言
葉
で
伝
え
、
後
押
し
す
る
こ
と

も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

働
き
方
が
多
様
化
す
る
今
、
理
想
と
な

る
の
は
職
場
の
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
大
事
に
す

る
価
値
観
が
尊
重
さ
れ
る
職
場
環
境
。
男

性
の
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
も
大
事
な

も
の
の
一
つ
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
理
想
の

職
場
環
境
と
は

男
性
が
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
を

取
る
こ
と
に
対
し
、
上
司
や
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
が
「
な
ぜ
？
」
と
言
い
た
く
な
る
の

は
、
そ
の
方
た
ち
も
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
か
ら
で
す
。
け
れ
ど
、
育
児
に
伴
う
休

暇
・
休
業
は
病
気
や
忌
引
き
、
長
期
出
張

な
ど
で
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
不
在
に
な
る

の
と
同
じ
。
予
め
取
得
時
期
を
把
握
で
き

る
の
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
む
し
ろ
し
や

す
く
、
支
え
合
う
職
場
づ
く
り
の
起
爆
剤

に
も
で
き
る
は
ず
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、「
部
下
の
働
き
方
の
多

様
性
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

し
な
が
ら
、
成
果
を
上
げ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
が
管
理
職
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
上
司
こ
そ

「
イ
ク
ボ
ス
」
と
い
え
、
今
後
、
誰
も
が
目

指
す
べ
き
上
司
像
で
す
。

イ
ク
ボ
ス
の

立
ち
位
置
と
は

激ボス 育
イク

ボス

ダメボス 得ボス

職場で成果DOWN

職場で成果UP

部下のWLB配慮部下のWLB無視

バトンタッチ型

産後サポート型

期間内取得型

妻の復帰と入れ替わりで取得。

妻の産後をしっかりサポートする
ために出産に合わせて取得。

ママと一緒に育児をサポート。
仕事のタイミングに合わせて取得。

上司→イクボスの推移

日頃から職場の皆がそれぞれ
大切にするものを尊重し、自
己実現できるようにマネジメン
トするのがイクボス。育休に配
慮しても、独身者を含めた職
場の同僚に負担を強いてばか
りではイクボスとはいえない。
また、部下に「うちのボスはイ
クボス」と評価されて初めてイ
クボスといえる。

ママ

ママ

ママ

パパ

パパ

パパ

部下のワークライフ
バランスと成果、両方
を実現できる上司。

部下のワークライフ
バランスを無視してで
も成果を出したい
上司。

部下のワークライフ
バランス重視、成果は
二の次。部下にとって
楽な上司。

部下のワークライフ
バランスは無視、成果
も出せない上司。

イ
ク
ボ
ス

イ
ク
メ
ン

み
ん
な
で
読
も
う
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家
庭
、
職
場
、
そ
し
て
日
本
を

育
児
の
力
で
変
え
て
い
く

IKUMEN Special MESSAGE

妻
は
産
後
３
か
月
、
心
身
と
も
に
緩
や

か
に
危
険
な
状
態
が
続
き
ま
す
。
必
要
な

時
期
に
産
後
ケ
ア
に
集
中
で
き
る
よ
う

「
産
後
サ
ポ
ー
ト
型
」
育
休
が
お
す
す
め
。

何
人
目
の
出
産
で
も
大
切
な
時
期
で
す
。

夫
婦
で
話
し
合
う
際
に
は
下
の
7
つ
の

取
得
タ
イ
プ
を
参
考
に
し
つ
つ
、
お
互
い

の
働
き
方
や
保
育
園
の
状
況
な
ど
も
考
慮

に
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
計

画
的
な
対
応
が
必
要
な
予
防
接
種
の
日
に

は
、前
も
っ
て「
子
の
看
護
休
暇
」の
取
得

を
申
請
す
る
な
ど
の
方
法
も
有
効
で
す
。

ま
た
、
夫
が
同
じ
曜
日
の
同
じ
時
間
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
は
、
妻
に
安
心
を
与
え

育
児
に
と
っ
て
も
重
要
と
い
っ
た
視
点
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

育
休
取
得
の

パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て

妻
の
出
産
後
に
育
児
休
業
や
有
給
等

を
取
得
し
た
男
性
に
「
取
得
後
に
向
上
し

た
こ
と
」
を
尋
ね
た
調
査
※
か
ら
は
、「
父

親
と
し
て
の
自
覚
」「
育
児
に
対
す
る
意

識
」「
子
ど
も
と
の
絆
」
な
ど
の
ラ
イ
フ
面

と
と
も
に
、「
残
業
時
間
削
減
に
対
す
る

意
識
」「
業
務
効
率
化
に
対
す
る
意
識
」
な

ど
ワ
ー
ク
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
も
感
じ
て
い

る
人
が
多
く
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。職

場
は
、
重
要
な
一
人
の
不
在
時
に

チ
ー
ム
で
ど
の
よ
う
に
仕
事
を
す
べ
き
か

を「
学
習
」で
き
ま
す
。
男
性
が
育
休
を
経

験
す
れ
ば
す
る
だ
け
、
多
様
な
働
き
方
に

強
い
チ
ー
ム
に
な
れ
ま
す
。

育
休
の

メ
リ
ッ
ト
と
は

部下のWLB配慮

バトンタッチ型

産後サポート型

期間内取得型

妻の復帰と入れ替わりで取得。

妻の産後をしっかりサポートする
ために出産に合わせて取得。

ママと一緒に育児をサポート。
仕事のタイミングに合わせて取得。

育休取得タイプ

妻が仕事復帰をし、子どもが保育
園に入る場合、「産後サポート併用
型」で復帰前後の期間に取得を。
妻が仕事に集中してパフォーマン
スを発揮するために、環境に慣れ
ずに大泣きしたり、はじめての集団
生活で病気をもらってきたりする子
どもを夫がしっかりサポートする。

ママ

ママ

ママ

パパ

パパ

パパ

産休

産休

産休

育児休業

育児休業

育児休業

育児休業

育児休業

育児休業

出産

出産

出産

8週間

8週間

8週間

引継型

産後サポート併用型

妻サポート型

妻の復帰に合わせて
一定の引継期間をかぶせて取得。

妻の産後＆復帰をサポートするために
二回に分けて取得。

ママが働いていなくても産後と育児をサポート。
家庭の事情にタイミングを合わせて取得。

ママ

ママ

ママ

パパ

パパ

パパ

産休

産休

育児休業

育児休業

退職・専業主婦

育児休業

育児休業

育児休業 育児休業

出産

出産

例：産後に実家からのサポートを得られな
い場合に取得。上の子の幼稚園の夏休
みに合わせて取得。

8週間

8週間

第1子＆第2子制度併用型
子が満3歳になるまでに育児休業を取得で
きるので、第２子の出産に合わせて第1子
の育児休業を取得することも可能。

育児休業

※出典：ファザーリング・ジャパン隠れ育休調査2019

イクメ
ン・イクボス
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NO
育休って

「お祝い」だ！

子育ては
夫婦で協力する
ものだと思う

普段から部下との
コミュニケーションを

意識している

家事は
得意なほうだ

自分自身の子育てや
家族との関わり方を
話すのは照れ臭い

育休を取得した
ことがある（あるいは
取得したかった）

妻の産後うつ
について考えた
ことがある

育休を「取る？」
ではなく「いつ取るの？」

と言える準備は
できている

自分のワークライフ
バランスについて
考えたことがある

育休等の
制度のことは正直
あまりわからない

子育ては
親を成長させる

と思う

休暇制度やフレックス
タイム制の活用は
職場にも子育てにも
プラスになると思う

家庭では
家事をしている

地域にどんな
幼稚園や保育園が
あるか知っている

忌引きや
有給休暇の

申請があると焦る

・リアル育休スケジュール
▶P.12

・子どもと夫婦のステップ
　▶P.16
・出生後To Do リスト
　▶P.32

・イクメン対談／ママたち
の本音トーク／イクボスた
ちの想い　

　▶P.44
・イクボスロールプレイング

 ▶P.50

・育休取得職員を支える　
職場の取組

　▶P.36
・イクメン対談／ママたち

の本音トーク／イクボスた
ちの想い　

　▶P.44

・リアル育休スケジュール
▶P.12

・4コマ漫画でおくるイク
メン・イクボスあるある
▶P.58

・イクメン改革推進中です
▶P.04

・イクメンのススメ 　　
イクボスのススメ
▶P.54

147 1010

258 1111

369 1212

先輩イクボス見守りイクボスフォローイクボス 子煩悩イクメンマネジメントイクボス

YES

START

あなたは

イクボス診断

イクメンイクボス
おすすめ

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う

イ
ク
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断

NO
育休は妻のため
に取るものだ

育休って
「お祝い」だ！

「イクメン」と
聞くとかっこいい

と思う

自治体主催の
両親学級・父親
学級に参加した

家事は
得意なほうだ

新生児を
お風呂に入れる
のはこわい！

育休を取得した
ことがある（あるいは
取得したかった）

「産後うつ」
という言葉を
知っている

妊婦検診に
行きたい（あるいは
行ったことがある）

自分のワークライフ
バランスについて
考えたことがある

ウンチのオムツを
替える自信がない

子育ては
親を成長させる

と思う

チームで働くことを
大切にしている

職場に育児の
相談や情報交換が
できるパパ友がいる

地域にどんな
幼稚園や保育園が
あるか知っている

・子どもと夫婦のステップ
　▶P.16
・出生後To Do リスト
　▶P.32

・リアル育休スケジュール
▶P.12

・子どもと夫婦のステップ
　▶P.16
・出生後To Do リスト
　▶P.32

・イクメン改革推進中です
　▶P.04
・育休だから撮れた！　　

うちの子ベストショット　
▶P.63

・育休取得職員を支える
　職場の取組　
　▶P.36
・イクメン対談／ママたち

の本音トーク／イクボスた
ちの想い　▶P.44

・家庭・社会でのパパの役
割って？　▶P.40

・リアル育休スケジュール
▶P.12

・4コマ漫画でおくるイク
メン・イクボスあるある
▶P.58

ひと言で「育休」といって
も、仕事内容、家庭・職場
環境によって取得の方法や
タイミングは十人十色。必
要な情報も様々です。そこ
で、おすすめのコンテンツ
をタイプ別にご紹介します。

11 4710

22 5811

33 6912

成長中イクメン先輩イクボス 情報収集イクメン気配りイクメン子煩悩イクメン

YESYES

STARTSTART

あなたはあなたは

イクメン診断

イクメン コンテンツ
おすすめ
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　 　 　 　 　 私 たちはこう取 得しました！  – 経 験 者 R e p o r t –

育休スケジュール
育児休業

6か月
取得

★「男の産休」7 日間
★ 育児休業 6 か月

取得の流れ

取得の流れ

育児休 業中の 1 日
  8:00 起床、朝食
  9:00 家事、子どもの世話
12:00 昼食
13:00 妻が運転免許教習所で教習中、子ども

の世話
18:00 買い物
19:00 子どもをお風呂に入れる
20:00 夕食、家事
21:00 子どもの寝かしつけ、就寝

Case -2

2017.8 月

2017.7 月

12 月

10 月

2018
3 ～ 4 月

2018.4 月

5 月

7 月

7 月末

8 月

妊娠（第 1 子） 話し合う
妻に育児休業を取りたいと伝え、
話し合いをはじめる

上司に相談

育 児に伴う休 暇・ 休 業 等の取
得の希望を伝える

9 月

　10 月 職場復帰

フレックスタイム制の活用を検討

出 産 ・育 児のための休 暇 ・休 業を
フルコースで 取 得
産後は妻に安静にしてほしい、子どもと過ご

したいと考え、育児休業を取得しました。上司

への相談時は勇気がいりましたが、「ぜひに！」

と快く了承してくださり感謝しています。息子の

初めての寝返り、初めての笑顔……たくさんの

今しかない瞬間に立ち会うことができました。

妻は産後、体調がすぐれなかったため、自分

が家事全般を担当。レシピ本を頼りに料理をし

て、それまでの妻の大変さに気付けました。こ

の６か月間の経験が、さらなるステップアップに

もつながったと感じています。

今後は妻の復職に伴い、共働き夫婦として、

家事の分担に加えて息子の保育園への送り迎

えも分担するため、フレックスタイム制等を活

用した働き方をしていきたいと考えています。

経済産業省　中小企業庁　経営支援部　
商業課　中小小売商業二係長

松 木  晃 さん

取得した
制度

★ 年次休暇を取る
出産に確実に立ち会うために
予定日の 10 日前から取得

長男誕生

★「男の産休」
配偶者出産休暇を産後の 2 日間、
育児参加のための休暇を5 日間
取得

★ 育児休業スタート
・家事全般を担当
・沐浴は毎日担当
・初めての寝返り、笑顔

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う

イ
ク
メ
ン
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　 　 　 　 　 私 たちはこう取 得しました！  – 経 験 者 R e p o r t –

育休スケジュール
イクメンの諸先輩方は、子どもが生まれることをいつ職場に報告したのか？

育児に伴う休暇・休業をどのタイミングで取り、具体的にどんなことをしたの？
そんなリアルな疑問を、経験談から読み解きます！

育児休業

1か月
取得

育児休業

6か月
取得

★「男の産休」毎日 1 時間（計 20 時間）
★ 育児休業 1 か月

取得の流れ

Case -1

Case -2

2017.8 月

12 月

2018
3 ～ 4 月

5 月

7 月

7 月末

8 月

妊娠（第 2 子）
夫婦で育児休業について話し合う

上司に相談

長男（第 1 子）が 2 年制の
保育園を卒園し、幼稚園に入園

長女（第 2 子）誕生
★「男の産休」を時間単位で
分割し取得

後任者が着任、引継ぎ
長男の幼稚園の夏休み開始

休業前の挨拶回り

★ 育児休業スタート
・長男と過ごす時間が増え、
　好きな人第 2 位に昇格
・長女の寝返りが見られた

育児に伴う休暇・休業等の
取得の希望を伝える

9 月 職場復帰

長男の幼稚園の 2 学期開始

かけがえのない 時 間を 経 験
働き方を 見 直 すキッカケに
長男の誕生時は連日深夜帰りで寝顔を見るだけ

の毎日でしたが、第 2子である長女の時には育児

休業を取得。笑顔や寝返りなどの一つ一つが愛お

しく、何ものにも代えがたい時間を過ごせました。

育児休業前には「男の産休」を使って、長男の幼

稚園の送迎をしました。毎朝 2人きりの時間を持

てたことで、長男との距離も近くなったことを実

感。妻からも「家族 4人で過ごせた1か月はとにか

く毎日楽しく、一生忘れられない時間になった」と

言ってもらえました。働き方を見直す有意義な時

間にもなり、メリハリをつけて仕事に取り組めるよ

うになっています。

育児休 業中の 1 日
  7:00 起床、朝食
  8:00 洗濯、掃除などの家事
10:00 長 男と2 人で、または

家 族 皆で遊びに出か
ける 

12:00 外出先で昼食
15:00 帰宅
18:00 夕食

19:00 入浴
20:00 妻と分担し、子どもの

歯磨きなど就寝準備、
妻が寝かしつけ

21:00 皿洗い、洗濯物の片付
けなどの家事

23:00 就寝

農林水産省　林野庁
林政部 経営課 総務班　課長補佐

西 村  恵 太 さん

取得した
制度

リアル

イクメ
ン・イクボス

RG
15

2
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CC 2017
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■小学校就学までの期間における例

5 ～ 3
か月前

3 ～ 2
か月前

2 ～ 1
か月前

子の誕生
（1 か月後目途）

育児に伴う休暇・休業
等の取得勧奨

「取得計画」作成

「業務遂行計画」作成

取得計画に実績を更新

　 男 性 職 員の 育 休 取 得 を サポ ートする

イクボスのスケジュール
イクボスや職場の仲間からみた

育休取得までのスケジュールをご紹介します。

- 取得開始 -
職員から出生予定の報告

本人の意向に基づき

必要に応じて

「男の産休」取得状況を確認・勧奨

P.48

P.53

・取得プラン作成依頼
・人事当局へ報告

・人事当局へ提出
・代替要員等の検討

・人事当局へ提出

期首面談等を活用して進捗を確認

必要に応じて計画を見直す

取得に向けては業務の引継ぎ等の対応は不可
欠。職場全体で取得をサポートできるように
積極的に関与する。取得意向がない場合、本
人にその理由を確認する。

Point!

育児休業を取得する部下も、引き継ぐメンバー
も安心できるように環境整備に努める。代替要
員が必要な場合、作成時期を前倒しするとよい。

Point!

育児休業からの復帰後に円滑に業務遂行でき
るよう、必要に応じて業務連絡等をフォロー
する。

Point!

まずは「祝福」の言葉で話しやすい雰囲気に。
計画の段階での十分な話し合いが重要。

Point!

（1） 子の成長に合わせ勤務時間を段階的に長くする例

例①

例② 

（2） 配偶者間で分担して制度を活用する例

妻
（民間勤務）

夫

例①

夫
（民間勤務）

例②

イクボス

妻

イ
ク
ボ
ス

イ
ク
メ
ン

み
ん
な
で
読
も
う

15 編集
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■小学校就学までの期間における例

　 男 性 職 員の 育 休 取 得 を サポ ートする

イクボスのスケジュール 以下の活用事例を参考に
育児に伴う休暇・休業をいつどのように取得するかを考えてみましょう。

（1） 子の成長に合わせ勤務時間を段階的に長くする例

育児のための両立支援制度の活用例

育児休業 育児短時間勤務 早出遅出勤務例①

0 歳 1 歳 2 歳 小学校入学

育児休業 保育時間 (1時間)
育児時間 (1時間) 育児時間（90 分） 育児時間（60 分） 育児時間（30 分）例② 

0 歳 1 歳 2 歳 小学校入学

（2） 配偶者間で分担して制度を活用する例

産後期間 育児休業 勤務 フレックスタイム制
（始業時刻変更等）※1

妻
（民間勤務）

配偶者
出産休暇

育児参加
のための

休暇
育児休業

（産後パパ育休） 勤務 育児短時間勤務 フレックスタイム制夫

0 歳 1 歳（保育所入所） 3 歳 小学校入学例①

配偶者間の交替のタイミングについては、保育所入所またはお互
いの職場の定期異動のタイミングに合わせることが考えられる

※1：育児介護休業法第24 条第
1項の規定による努力義務

育児休業 勤務 短時間勤務 ※2 時差出勤
（始業時刻変更等）※1

夫
（民間勤務）

0 歳 1 歳（保育所入所） 3 歳 小学校入学例②

※ 2：育児介護休業法第23 条第1項の規定による措置義務

産後期間 育児休業 勤務 早出遅出勤務妻

参照元：人事院「仕事と育児・介護の両立支援制度の活用に関する指針」

RG
15

2

21/03/23

CC 2017

14 編集
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子どもと夫婦のステップ
そ れを 支 える両 立 支 援 制 度

仕事と家庭・育児を両立するための支援制度は数多くあります。
子どもの成長過程の一例から、どの時期にどんな制度が利用できるのかを考えてみましょう。

6 歳12 歳

育児時間 ▶P.25

育児短時間勤務 ▶P.23

子の看護休暇 ▶P.28

早出遅出勤務（放課 後児童クラブへの送 迎など）

フレックスタイム制（育児を行う職員の特例）

テレワーク
◉その他

深夜勤務の制限
小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員の深夜の勤務（超過勤務、宿日直勤
務含む）を制限する制度
期間：子が小学校就学の始期に達するまで

早出遅出勤務

小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員、放課後児童クラブ等に通う小学校に
就学している子を迎え又は送りに行く職員に、1日の勤務時間を変更することなく、始業・終
業時刻を変更して勤務することを認める制度
期間：子が小学校就学の始期に達するまでの間、小学校に就学している子が放課後児童ク
ラブ等に通う間

フレックスタイム制

公務の運営に支障がないと認める場合に、希望する職員からの申告を経て勤務時
間を割り振ることができる制度。育児を行う職員については、日曜日及び土曜日に
加えて週に1日週休日を設けることも可能
期間：育児のためのフレックスタイム制は小学校6年生までの子を養育する職員
が利用可能（それ以降も、一般のフレックスタイム制は利用可能）

テレワーク

テレワークとは、ICT （情報通信技術）を活用し、場所や時間を有効に活用できる
柔軟な働き方のことです。テレワークは、非常時における業務継続の観点に加え、
育児、介護等のために時間制約がある職員、障害等のために日常生活・社会生
活上の制約がある職員の能力発揮にも資するものであり、ワークライフバランスの
観点からも重要です。

幼稚園
3歳から幼稚園に入る場
合、降園時間が早いた
め家庭保育等が必要。

Topics

中学校入学
部活動をはじめると帰宅時
間は遅くなる。学習塾や習
い事もあり、自宅で過ごす
時間がぐっと減るケースも。

Topics

小学校入学
放 課 後は学 校や自治 体
の放 課 後開放事 業や民
間 学 童、習い事に行き、
送迎が必要なことも。

Topics

小学校卒業
年齢が上がると家で一人で留守番も可能
に。習い事や塾が居場所になることも。

Topics

P.18へ

超過勤務の
免除

3歳に達するまでの子を養育
する職員の超過勤務を免除
する制度
期間：子が3歳に達するまで

超過勤務の
制限

小学校就学の始期に達するまでの子を養育
する職員の超過勤務を月24時間以内かつ
年150時間以内に制限する制度
期間：子が小学校就学の始期に達するまで

0
か
月

1
か
月

2
か
月

3
か
月

4
か
月

5
か
月

2 週間
健診

首
す
わ
り

6
か
月

7
か
月

8
か
月

9
か
月

10
か
月

11
か
月

1
歳

寝
が
え
りお

す
わ
り

ハ
イ
ハ
イ
　

つ
か
ま
り
立
ち

つ
た
い
歩
き
　

立
っ
ち
　

1
歳
の
お
誕
生
日 喃な

ん

語ご

　

お
食
い
初
め

誕
生
！

お
宮
参
り

離
乳
食
ス
タ
ー
ト

 

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
の
流
れ（
例
）

1か月
健診

予防
接種

3 〜 4か月
健診

6 〜7か月
健診

ハ
ー
フ
バ
ー
ス
デ
ー

9 〜10か月
健診

1
人
歩
き

※ここに示した成長の流れは一例です。発達には個人差があるので目安としてご参考ください。 
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子どもと夫婦のステップ
そ れを 支 える両 立 支 援 制 度

仕事と家庭・育児を両立するための支援制度は数多くあります。
子どもの成長過程の一例から、どの時期にどんな制度が利用できるのかを考えてみましょう。

出産1 歳3 歳

育児時間 ▶P.25

超過勤務の免除

育児短時間勤務 ▶P.23

子の看護休暇 ▶P.28

超過勤務の制限

深夜勤務の制限

早出遅出勤務（放課 後児童クラブへの送 迎など）

フレックスタイム制（育児を行う職員の特例）

テレワーク

育児休業 ▶P.20

保育時間 ▶P.27

育児参加のための休暇 ▶P.26

配偶者出産休暇 ▶P.26

深夜勤務の制限
小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員の深夜の勤務（超過勤務、宿日直勤
務含む）を制限する制度
期間：子が小学校就学の始期に達するまで

早出遅出勤務

小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員、放課後児童クラブ等に通う小学校に
就学している子を迎え又は送りに行く職員に、1日の勤務時間を変更することなく、始業・終
業時刻を変更して勤務することを認める制度
期間：子が小学校就学の始期に達するまでの間、小学校に就学している子が放課後児童ク
ラブ等に通う間

フレックスタイム制

公務の運営に支障がないと認める場合に、希望する職員からの申告を経て勤務時
間を割り振ることができる制度。育児を行う職員については、日曜日及び土曜日に
加えて週に1日週休日を設けることも可能
期間：育児のためのフレックスタイム制は小学校6年生までの子を養育する職員
が利用可能（それ以降も、一般のフレックスタイム制は利用可能）

テレワーク

テレワークとは、ICT （情報通信技術）を活用し、場所や時間を有効に活用できる
柔軟な働き方のことです。テレワークは、非常時における業務継続の観点に加え、
育児、介護等のために時間制約がある職員、障害等のために日常生活・社会生
活上の制約がある職員の能力発揮にも資するものであり、ワークライフバランスの
観点からも重要です。

妻の仕事復帰
妻の育休が終わり、子どもを
保育園に入れるケースも。

Topics

幼稚園
3歳から幼稚園に入る場
合、降園時間が早いた
め家庭保育等が必要。

Topics

小学校入学
放 課 後は学 校や自治 体
の放 課 後開放事 業や民
間 学 童、習い事に行き、
送迎が必要なことも。

Topics

P.18へ

超過勤務の
免除

3歳に達するまでの子を養育
する職員の超過勤務を免除
する制度
期間：子が3歳に達するまで

超過勤務の
制限

小学校就学の始期に達するまでの子を養育
する職員の超過勤務を月24時間以内かつ
年150時間以内に制限する制度
期間：子が小学校就学の始期に達するまで

イクメ
ン・イクボス

0
か
月

2 週間
健診

誕
生
！

 

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
の
流
れ（
例
）
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月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

19

12歳15歳18歳22歳
高校入学

就職

大学入学
自宅を出て、ひとり暮
らしを始めることも。

受験受験
親の介護
子どもが巣立った後は、
仕事と介護の両立が新た
な課題になることも。

育児のためのフレックスタイム制から一般のフレックス
タイム制に切り替わる。コアタイムが毎日5時間になる
など勤務形態が変わるため、制度活用の見直しが必要。

Point

Topics

Topics

フレックスタイム制×テレワーク利用者のある1週間のご紹介 コアタイムが10時から14時の部署
に勤務し、単位期間が4週間の職員

7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00

休憩9:30~19:30

休憩9:30~19:30

月・火は夫が子どもの
送りを担当（迎えは妻）

Aさん：子育て中でもフルタイム勤務を実現したい

休憩8:30~16:30 休憩（育児） 20:00~22:00  
テレワーク

休憩8:30~16:30 休憩（育児） 20:00~22:00  
テレワーク

週休日
妻が出張なので、週休日
を設定。その分、別の週
に勤務時間を割り振る。

フレックスタイム制と2
時間のテレワークを活
用し、フルタイム勤務を
実現！あらかじめ休憩
時間を長く設定し、その
間に育児を行うことに。

7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00

休憩7:30~16:30

休憩7:30~16:30

休憩7:30~16:30

休憩7:30~16:30

Bさん：テレワークを活用して、子どもの中学受験をサポートしたい

休憩7:00~15:30  テレワーク
水曜日は、テレワーク後に子どもを遠方の塾まで
車で送迎。通勤で生じていた移動時間がなくな
り、無駄なく子どもをサポートできるようになった！

（30分）

（30分）

早い勤務時間を設
定し、子どものサ
ポートのため夕食
等の支度と時間に
余裕を持たせる。

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う

イ
ク
メ
ン
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通常の勤務

出産12歳

一般の職員

（毎日2 時間以上4 時間 30 分以下）

フレックスタイム制
仕事と育児を充実させる

概要

イメージ

○ 希望する職員から申告があった場合、公務の運営に支障がないと認められる範
囲内において、職員の申告を考慮して、4 週間以内の期間につき、勤務時間を割
り振ることができる。

○ 平成 28 年 4月から適切な公務運営の確保に配慮しつつ、原則として全ての職員
がフレックスタイム制を利用できる。小学 6 年生までの子の養育や要介護者の介
護をする職員は、一般の職員より柔軟な仕組みを利用することができる。

○ 割振り単位期間（4 週間。育児・介護職員については 1 〜 4 週間）の中で、1
週間当たりの勤務時間数が 38 時間 45 分となるように割り振る。（4 週間の場合
155 時間）

○ 育児・介護職員については、日曜日及び土曜日に加え、週休日を１日設けること
ができる。

○ 育児・介護職員については、コアタイムや最低勤務時間を4時間以上とするルー
ルが適用されない日を1日設けることができる（追加の週休日を設けない週のみ）。

Point
○ 9 時〜 16 時の間で各府省が定めるコアタイムは原則全員が勤務。
○ フレキシブルタイム（原則として7 時〜 22 時）は、その範囲内で、
　・勤務時間を早める（遅らせる）こと
 ・1日の勤務時間を短く（長く）して、 その分、他の日の勤務時間を長く（短く）す

　ること等が可能。

1日7時間45分

フレックスタイム制

フレキシブルタイム コアタイム毎日5時間 フレキシブルタイム

フレキシブルタイム フレキシブルタイム育児又は
介護を行う職員 コアタイム

【 1日 】

コアタイムが10時から14時の部署
に勤務し、単位期間が4週間の職員

20:00~22:00  
テレワーク

20:00~22:00  
テレワーク
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Q
５
　
育
児
休
業
の
承
認
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
る
の
？

A
　
育
児
休
業
を
承
認
す
る
場
合
に
は
、
育
児

休
業
を
開
始
す
る
日
ま
で
の
日
付
で
、
期
間
の

延
長
を
承
認
す
る
場
合
に
は
、
延
長
前
の
期
間

の
末
日
ま
で
の
日
付
で
、
人
事
異
動
通
知
書
を

交
付
し
ま
す
が
、
事
前
に
口
頭
な
ど
で
も
通
知

し
ま
す
。

Q
６
　
育
児
休
業
中
の
身
分
は
ど
う
な
る

の
？

A
　
身
分
は
、
国
家
公
務
員
で
す
。
ま
た
、
官

職
は
、
育
児
休
業
の
承
認
を
受
け
た
と
き
に
占

め
て
い
た
官
職
を
保
有
し
ま
す
。
な
お
、
育
児

休
業
期
間
中
に
、
配
置
換
な
ど
の
異
動
の
発
令

を
受
け
た
場
合
は
、
異
動
後
の
官
職
と
な
り
ま

す
。

Q
７
　
育
児
休
業
を
理
由
と
し
て
、不
利
益
な

取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
の
？

A
　
育
児
休
業
を
取
得
し
よ
う
と
し
た
こ
と
又

は
育
児
休
業
を
取
得
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て

職
員
を
不
利
に
取
り
扱
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

Q
８
　
育
児
休
業
中
の
給
与
は
ど
う
な
る

の
？

A 

　
育
児
休
業
の
期
間
中
は
、
給
与
（
俸
給
及

び
諸
手
当
）
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
共
済
組

合
か
ら
一
定
の
育
児
休
業
手
当
金
が
支
給
さ
れ

ま
す（
Q 

10
及
び
Q
13
参
照
）
。

　
収
入
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
は
内
閣
人

事
局
Ｈ
Ｐ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
自
動
計
算
式

入
り
の
シ
ー
ト
は
、
各
府
省
人
事
担
当
課
Ｗ
Ｌ

Ｂ
担
当
を
通
じ
て
各
機
関
・
部
局
人
事
・
Ｗ

Ｌ
Ｂ
担
当
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
各
府
省
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
確
認
頂
く
か
、
所
属
部

署
の
担
当
者
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

Q
９
　
育
児
休
業
か
ら
の
職
務
復
帰
後
、
昇

給
、昇
任
•
昇
格
は
ど
う
な
る
の
？

A
　
昇
給
、
昇
任
•
昇
格
に
つ
い
て
も
、
育
児

休
業
を
取
得
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
益

に
取
り
扱
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
具

体
的
な
取
扱
い
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
昇
給
に
つ
い
て
（
昇
給
と
は
、
俸
給
表
の
同

一
の
職
務
の
級
の
中
で
号
俸
が
上
が
る
こ
と
。

※
例
…
３
級
１
号
俸
↓ 

３
級
５
号
俸
）

　
育
児
休
業
を
取
得
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

勤
務
成
績
判
定
期
間
（
昇
給
日
前
々
年
の
10
月

１
日
〜
前
年
の
９
月
30
日
の
１
年
間
）
中
に
勤

務
実
績
が
あ
る
場
合
は
そ
の
勤
務
成
績
に
応
じ

て
原
則
通
常
ど
お
り
昇
給
し
ま
す
。

　
な
お
、
勤
務
成
績
判
定
期
間
の
全
期
間
に
お

い
て
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
場
合
に
は
、

勤
務
成
績
の
判
定
が
で
き
な
い
た
め
昇
給
し
ま

せ
ん
が
、
原
則
育
児
休
業
期
間
の
全
て
を
勤
務

し
た
も
の
と
し
て
号
俸
の
調
整
が
行
わ
れ
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
職
務
復
帰
の
日
、
職
務
復

帰
後
最
初
の
昇
給
日
（
通
常
は
１
月
１
日
）
又

は
そ
の
次
の
昇
給
日
に
お
い
て
、
標
準
の
昇
給

を
し
た
の
と
同
様
の
号
俸
の
調
整
が
行
わ
れ
ま

す
。

②
昇
格
に
つ
い
て
（
昇
格
と
は
、
俸
給
表
の
職

務
の
級
が
上
が
る
こ
と
。
※
例
…
行（
一
）３
級

↓ 

行（
一
）４
級
）

　
昇
格
の
要
件
の
一
つ
に
、
在
級
期
間
（
１
級

下
位
の
職
務
の
級
に
在
級
し
た
年
数
）
が
あ
り

ま
す
が
、
育
児
休
業
期
間
も
在
級
期
間
に
な
り

ま
す
。

　
※
昇
任
と
は
、
職
員
を
そ
の
職
員
が
現
に
任

命
さ
れ
て
い
る
官
職
よ
り
上
位
の
職
制
上
の
段

階
に
属
す
る
官
職
に
任
命
す
る
こ
と
（
例
…
係

長
↓
課
長
補
佐
）
。

【
育
児
休
業
】

育
児
休
業
と
は
、
養
育
し
て
い
る
子
が
３
歳
に

達
す
る
日
ま
で
休
業
で
き
る
制
度
で
す
。

Ｑ
１
　
ど
の
よ
う
な
職
員
が
育
児
休
業
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
?

Ａ
　
子
を
養
育
す
る
職
員
が
、
任
命
権
者
の
承

認
を
得
て
、
最
長
で
そ
の
子
の
３
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で
、
そ
の
子
に
つ
き
原
則
と
し
て
１

回
に
限
り
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
男
性
職
員
の
妻
が
育
児
休
業
中
で
あ
る

場
合
や
専
業
主
婦
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

男
性
職
員
は
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Ｑ
２
　
育
児
休
業
を
す
る
に
は
、ど
の
よ
う
な

手
続
が
必
要
な
の
?

Ａ
　
育
児
休
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
日
の
1
か

月
前
ま
で
に
、「
育
児
休
業
承
認
請
求
書
」
に
出

生
（
産
）
証
明
書
・
母
子
健
康
手
帳
の
出
生
届

出
済
証
明
書
等
を
添
付
し
、
所
属
長
を
経
由
し

て
人
事
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
３
　
育
児
休
業
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
？
　
で
き
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な

手
続
が
必
要
な
の
？

A 

　
原
則
と
し
て
１
回
に
限
り
延
長
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
期
間
の
延
長
の
請
求
時
に
予
測

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
り
再
度
の
期
間
の
延
長
を
し
な
け
れ
ば

子
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
場
合
に

は
、
再
度
の
延
長
が
で
き
ま
す
。
延
長
を
希
望

す
る
場
合
は
、「
育
児
休
業
承
認
請
求
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
所
属
長
を
通
じ
て
人
事

担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「産後パパ育休」の具体例

妻

出生の日

産後期間

夫 ①

②

③

産後パパ育休

産後パパ
育休

■育児休業の分割取得

イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う
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Q
５
　
育
児
休
業
の
承
認
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
る
の
？

A
　
育
児
休
業
を
承
認
す
る
場
合
に
は
、
育
児

休
業
を
開
始
す
る
日
ま
で
の
日
付
で
、
期
間
の

延
長
を
承
認
す
る
場
合
に
は
、
延
長
前
の
期
間

の
末
日
ま
で
の
日
付
で
、
人
事
異
動
通
知
書
を

交
付
し
ま
す
が
、
事
前
に
口
頭
な
ど
で
も
通
知

し
ま
す
。

Q
６
　
育
児
休
業
中
の
身
分
は
ど
う
な
る

の
？

A
　
身
分
は
、
国
家
公
務
員
で
す
。
ま
た
、
官

職
は
、
育
児
休
業
の
承
認
を
受
け
た
と
き
に
占

め
て
い
た
官
職
を
保
有
し
ま
す
。
な
お
、
育
児

休
業
期
間
中
に
、
配
置
換
な
ど
の
異
動
の
発
令

を
受
け
た
場
合
は
、
異
動
後
の
官
職
と
な
り
ま

す
。

Q
７
　
育
児
休
業
を
理
由
と
し
て
、不
利
益
な

取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
の
？

A
　
育
児
休
業
を
取
得
し
よ
う
と
し
た
こ
と
又

は
育
児
休
業
を
取
得
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て

職
員
を
不
利
に
取
り
扱
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

Q
８
　
育
児
休
業
中
の
給
与
は
ど
う
な
る

の
？

A 

　
育
児
休
業
の
期
間
中
は
、
給
与
（
俸
給
及

び
諸
手
当
）
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
共
済
組

合
か
ら
一
定
の
育
児
休
業
手
当
金
が
支
給
さ
れ

ま
す（
Q 

10
及
び
Q
13
参
照
）
。

　
収
入
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
は
内
閣
人

事
局
Ｈ
Ｐ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
自
動
計
算
式

入
り
の
シ
ー
ト
は
、
各
府
省
人
事
担
当
課
Ｗ
Ｌ

Ｂ
担
当
を
通
じ
て
各
機
関
・
部
局
人
事
・
Ｗ

Ｌ
Ｂ
担
当
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
各
府
省
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
確
認
頂
く
か
、
所
属
部

署
の
担
当
者
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

Q
９
　
育
児
休
業
か
ら
の
職
務
復
帰
後
、
昇

給
、昇
任
•
昇
格
は
ど
う
な
る
の
？

A
　
昇
給
、
昇
任
•
昇
格
に
つ
い
て
も
、
育
児

休
業
を
取
得
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
益

に
取
り
扱
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
具

体
的
な
取
扱
い
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
昇
給
に
つ
い
て
（
昇
給
と
は
、
俸
給
表
の
同

一
の
職
務
の
級
の
中
で
号
俸
が
上
が
る
こ
と
。

※
例
…
３
級
１
号
俸
↓ 

３
級
５
号
俸
）

　
育
児
休
業
を
取
得
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

勤
務
成
績
判
定
期
間
（
昇
給
日
前
々
年
の
10
月

１
日
〜
前
年
の
９
月
30
日
の
１
年
間
）
中
に
勤

務
実
績
が
あ
る
場
合
は
そ
の
勤
務
成
績
に
応
じ

て
原
則
通
常
ど
お
り
昇
給
し
ま
す
。

　
な
お
、
勤
務
成
績
判
定
期
間
の
全
期
間
に
お

い
て
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
場
合
に
は
、

勤
務
成
績
の
判
定
が
で
き
な
い
た
め
昇
給
し
ま

せ
ん
が
、
原
則
育
児
休
業
期
間
の
全
て
を
勤
務

し
た
も
の
と
し
て
号
俸
の
調
整
が
行
わ
れ
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
職
務
復
帰
の
日
、
職
務
復

帰
後
最
初
の
昇
給
日
（
通
常
は
１
月
１
日
）
又

は
そ
の
次
の
昇
給
日
に
お
い
て
、
標
準
の
昇
給

を
し
た
の
と
同
様
の
号
俸
の
調
整
が
行
わ
れ
ま

す
。

②
昇
格
に
つ
い
て
（
昇
格
と
は
、
俸
給
表
の
職

務
の
級
が
上
が
る
こ
と
。
※
例
…
行（
一
）３
級

↓ 

行（
一
）４
級
）

　
昇
格
の
要
件
の
一
つ
に
、
在
級
期
間
（
１
級

下
位
の
職
務
の
級
に
在
級
し
た
年
数
）
が
あ
り

ま
す
が
、
育
児
休
業
期
間
も
在
級
期
間
に
な
り

ま
す
。

　
※
昇
任
と
は
、
職
員
を
そ
の
職
員
が
現
に
任

命
さ
れ
て
い
る
官
職
よ
り
上
位
の
職
制
上
の
段

階
に
属
す
る
官
職
に
任
命
す
る
こ
と
（
例
…
係

長
↓
課
長
補
佐
）
。

仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
制
度

【
育
児
休
業
】

育
児
休
業
と
は
、
養
育
し
て
い
る
子
が
３
歳
に

達
す
る
日
ま
で
休
業
で
き
る
制
度
で
す
。

Ｑ
１
　
ど
の
よ
う
な
職
員
が
育
児
休
業
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
?

Ａ
　
子
を
養
育
す
る
職
員
が
、
任
命
権
者
の
承

認
を
得
て
、
最
長
で
そ
の
子
の
３
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で
、
そ
の
子
に
つ
き
原
則
と
し
て
１

回
に
限
り
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
男
性
職
員
の
妻
が
育
児
休
業
中
で
あ
る

場
合
や
専
業
主
婦
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

男
性
職
員
は
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

育
児
休
業
等

Q
＆

A

Ｑ
２
　
育
児
休
業
を
す
る
に
は
、ど
の
よ
う
な

手
続
が
必
要
な
の
?

Ａ
　
育
児
休
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
日
の
1
か

月
前
ま
で
に
、「
育
児
休
業
承
認
請
求
書
」
に
出

生
（
産
）
証
明
書
・
母
子
健
康
手
帳
の
出
生
届

出
済
証
明
書
等
を
添
付
し
、
所
属
長
を
経
由
し

て
人
事
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
３
　
育
児
休
業
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
？
　
で
き
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な

手
続
が
必
要
な
の
？

A 

　
原
則
と
し
て
１
回
に
限
り
延
長
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
期
間
の
延
長
の
請
求
時
に
予
測

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
り
再
度
の
期
間
の
延
長
を
し
な
け
れ
ば

子
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
場
合
に

は
、
再
度
の
延
長
が
で
き
ま
す
。
延
長
を
希
望

す
る
場
合
は
、「
育
児
休
業
承
認
請
求
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
所
属
長
を
通
じ
て
人
事

担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
４
　
一
度
育
児
休
業
を
取
得
し
た
け
ど
、

も
う
一
度
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
？

A
　
育
児
休
業
は
原
則
と
し
て
一
度
し
か
取
得

で
き
ま
せ
ん
が
、
職
員
が
子
の
出
生
の
日
か
ら

産
後
休
暇
の
期
間
（
57
日
間
）
内
に
育
児
休
業

を
開
始
し
終
了
し
た
場
合
（
産
後
パ
パ
育
休
）

や
、
最
初
の
育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
時
に
育

児
休
業
等
計
画
書
に
よ
り
任
命
権
者
に
申
し
出

て
、
そ
の
育
児
休
業
の
終
了
後
３
月
以
上
の
期

間
を
経
過
し
た
場
合
等
に
、
も
う
一
度
育
児
休

業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イクメン

「産後パパ育休」の具体例

妻

出生の日

産後期間

出生の日から57 日

夫 ①

②

③

産後パパ育休 再度の育児休業が可能

産後パパ
育休

再度の育児
休業が可能 × 

× 

特別の事情がな
い限り、再度の
育児休業をする
ことができない

■ 育児休業の分割取得

〈協力：人事院〉
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Q
14
　
育
児
休
業
終
了
後
、
職
場
復
帰
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の
支
援
は
あ
る
の
？

Ａ
　管
理
者
等
は
、
育
児
休
業
中
の
職
員
が
希

望
す
れ
ば
、
定
期
的
に
職
務
に
関
連
す
る
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

管
理
者
等
は
、
必
要
に
応
じ
、
育
児
休
業
を
取

得
し
た
職
員
が
職
務
に
復
帰
し
た
直
後
に
、
休

業
期
間
中
に
お
け
る
業
務
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
等
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。な
お
、

育
児
休
業
中
の
職
員
で
も
、
職
員
の
希
望
に
基

づ
き
研
修
、
説
明
会
等
に
自
主
的
に
参
加
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

【
育
児
短
時
間
勤
務
】

育
児
短
時
間
勤
務
と
は
、小
学
校
就
学
の
始
期

に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
た
め
に
、
常

勤
職
員
の
ま
ま
、
い
く
つ
か
あ
る
勤
務
の
形
態

か
ら
選
択
し
、
希
望
す
る
日
及
び
時
間
帯
で
短

時
間
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

Q
１

　ど
の
よ
う
な
職
員
が
短
時
間
勤
務
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
?

A
　小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子

を
養
育
し
よ
う
と
す
る
職
員
が
育
児
短
時
間
勤

務
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
男
性
職
員
の
妻

が
育
児
休
業
中
で
あ
る
場
合
や
専
業
主
婦
で
あ

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
男
性
職
員
は
育
児
短
時

間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q
２

　ど
の
よ
う
な
勤
務
の
形
態
を
選
択
で

き
る
の
？

Ａ
　一
般
の
職
員
は
、
左
の
表
の
4
つ
の
勤
務

の
形
態
か
ら
選
択
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
適
用
職
員
や

交
替
制
等
勤
務
職
員
は
、
別
途
、
勤
務
形
態
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Q 

3
　育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
手
続
が
必
要
な
の
？

A
　育
児
短
時
間
勤
務
期
間
の
初
日
•
末
日

及
び
選
択
し
た
勤
務
形
態
に
よ
る
勤
務
の
日

•
時
間
帯
を
明
ら
か
に
し
て
１
か
月
前
ま
で

に
１
月
以
上
１
年
以
内
の
期
間
に
つ
い
て
任
命

権
者
に
請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

任
命
権
者
が
求
め
る
場
合
に
は
証
明
書
類
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q 

4 

　
育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
を
延
長
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
?

Ａ
　養
育
す
る
子
が
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達

す
る
ま
で
、
育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
を
複
数

回
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
請
求

で
き
る
延
長
の
期
間
（
１
月
以
上
１
年
以
下
の

期
間
）
を
始
め
、
請
求
の
手
続
き
及
び
承
認
の

基
準
は
初
回
の
場
合
と
同
様
で
す
。
延
長
を
希

望
す
る
場
合
は
、「
育
児
短
時
間
勤
務
承
認
請

求
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
所
属
長
を

通
じ
て
人
事
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
５

　同
じ
子
に
つ
い
て
何
度
も
育
児
短
時

間
勤
務
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
？

Ａ
　前
回
の
育
児
短
時
間
勤
務
の
終
了
の
日
の

勤務日･時間 週休日

1
月～金に
３時間55分
(計19時間35分)

土日(週休２日)

2
月～金に
４時間55分
(計24時間35分）

土日(週休２日)

3
７時間45分を３日
(計23時間15分)

土日と月～金のうち
２日(週休４日)

4

３日のうち、
２日を７時間45分、
１日を３時間55分
(計19時間25分)

土日と月～金のうち
２日
(週休４日＋半日)

■ 育児短時間勤務で選べる勤務時間

Q
10

　育
児
休
業
後
の
期
末
手
当
と
勤
勉
手
当

は
ど
う
な
る
の
？
（
両
手
当
と
も
、６
月
１
日
、

12
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、年
２
回
支
給
さ

れ
る
も
の
）

A
　期
末
手
当
は
、
休
業
期
間
の
１
／
２
を
除

算
し
て
支
給
（
た
だ
し
、
休
業
期
間
が
１
か
月

以
下
の
場
合
に
は
全
額
支
給
）さ
れ
ま
す
。

　
勤
勉
手
当
は
、
休
業
期
間
の
全
て
を
除
算
し

て
支
給
（
た
だ
し
、
休
業
期
間
が
１
か
月
以
下

の
場
合
は
全
額
支
給
）さ
れ
ま
す
。

　
※
基
準
日
に
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
て
も

基
準
日
以
前
６
か
月
に
勤
務
し
た
期
間
が
あ
る

場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
基
準
日
以
前
６

か
月
の
全
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
取
得
し

た
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

Q
11
　
育
児
休
業
を
取
得
す
る
と
、退
職
手
当

に
影
響
は
あ
る
の
？

Ａ
　退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
休
業
期
間
の
う

ち
、
子
が
１
歳
に
達
す
る
ま
で
は
１
／
３
、１

〜
３
歳
に
達
す
る
ま
で
は
１
／
２
の
期
間
に
つ

い
て
、
勤
続
期
間
か
ら
除
算
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
勤
務
日
（
休
暇
の
日
を
含

む
）
が
１
日
以
上
あ
る
月
は
、
除
算
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

Q
12
　
育
児
休
業
取
得
後
、通
勤
手
当
や
年
次

休
暇
の
取
扱
い
は
ど
う
な
る
の
？

A
　通
勤
手
当
は
復
帰
し
た
日
又
は
そ
の
翌
月

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。年
次
休
暇
に
つ
い
て
は
、

年
の
途
中
で
職
務
復
帰
し
た
場
合
で
も
、
そ
の

年
の
年
次
休
暇
は
20
日
付
与
さ
れ
ま
す
。

Q
13

　育
児
休
業
手
当
金
や
共
済
掛
金
な
ど
、

共
済
組
合
関
係
は
ど
う
な
る
の
？

A 

　共
済
組
合
員
の
資
格
は
、
育
児
休
業
期
間

中
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

　
育
児
休
業
手
当
金
に
つ
い
て
、
子
が
１
歳
に

達
す
る
日
ま
で
（
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
場

合
等
は
１
歳
６
か
月
ま
で
。
更
に
６
か
月
（
２

歳
ま
で
）
延
長
可
）
の
間
に
取
得
し
た
育
児
休

業
１
日
に
つ
き
、
標
準
報
酬
日
額
の
50
% 

（
育

児
休
業
期
間
が
１
８
０
日
に
達
す
る
ま
で
の
期

間
に
つ
い
て
は
67
%
）
に
相
当
す
る
金
額
（
雇

用
保
険
給
付
相
当
額
を
上
限
）
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
手
続
が
必
要
で
す
の
で
、
人
事
担
当
課
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
子
が
１
歳
に
達
す

る
日
ま
で
の
間
に
職
員
の
配
偶
者
が
育
児
休
業

を
取
得
し
た
場
合
、
子
が
１
歳
２
か
月
に
達
す

俸給 支給されない

期末手当 基準日から過去６か月に勤務していた場合には休業期間の１/２を除算して支給
（休業期間が１か月以下の場合は全額支給）

勤勉手当 基準日から過去６か月に勤務していた場合には休業期間の全期間を除算して支給
（休業期間が１か月以下の場合は全額支給）

退職手当 休業期間のうち、子が１歳になるまでは１/３、１～３歳に達するまでは１/２を除算

諸手当 支給されない

共済制度 ・組合員の資格は継続
・申出により掛金は免除
・子どもが１歳に達するまでの間に取得した育児休業1日につき、標準報酬日額の
50％(育児休業期間が180日に達するまでの期間については67％、雇用保険給付
相当額を上限)の育児休業手当金を支給
※子が1歳に達する日までの間に職員の配偶者が育児休業をしている場合、子が
１歳２か月に達するまでの育児休業期間のうち1年分を上限として支給

■ 育児休業中の給与等
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Q
14
　
育
児
休
業
終
了
後
、
職
場
復
帰
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の
支
援
は
あ
る
の
？

Ａ
　管
理
者
等
は
、
育
児
休
業
中
の
職
員
が
希

望
す
れ
ば
、
定
期
的
に
職
務
に
関
連
す
る
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

管
理
者
等
は
、
必
要
に
応
じ
、
育
児
休
業
を
取

得
し
た
職
員
が
職
務
に
復
帰
し
た
直
後
に
、
休

業
期
間
中
に
お
け
る
業
務
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
等
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。な
お
、

育
児
休
業
中
の
職
員
で
も
、
職
員
の
希
望
に
基

づ
き
研
修
、
説
明
会
等
に
自
主
的
に
参
加
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

【
育
児
短
時
間
勤
務
】

育
児
短
時
間
勤
務
と
は
、小
学
校
就
学
の
始
期

に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
た
め
に
、
常

勤
職
員
の
ま
ま
、
い
く
つ
か
あ
る
勤
務
の
形
態

か
ら
選
択
し
、
希
望
す
る
日
及
び
時
間
帯
で
短

時
間
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

Q
１

　ど
の
よ
う
な
職
員
が
短
時
間
勤
務
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
?

A
　小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子

を
養
育
し
よ
う
と
す
る
職
員
が
育
児
短
時
間
勤

務
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
男
性
職
員
の
妻

が
育
児
休
業
中
で
あ
る
場
合
や
専
業
主
婦
で
あ

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
男
性
職
員
は
育
児
短
時

間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q
２

　ど
の
よ
う
な
勤
務
の
形
態
を
選
択
で

き
る
の
？

Ａ
　一
般
の
職
員
は
、
左
の
表
の
4
つ
の
勤
務

の
形
態
か
ら
選
択
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
適
用
職
員
や

交
替
制
等
勤
務
職
員
は
、
別
途
、
勤
務
形
態
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Q 

3
　育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
手
続
が
必
要
な
の
？

A
　育
児
短
時
間
勤
務
期
間
の
初
日
•
末
日

及
び
選
択
し
た
勤
務
形
態
に
よ
る
勤
務
の
日

•
時
間
帯
を
明
ら
か
に
し
て
１
か
月
前
ま
で

に
１
月
以
上
１
年
以
内
の
期
間
に
つ
い
て
任
命

権
者
に
請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

任
命
権
者
が
求
め
る
場
合
に
は
証
明
書
類
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q 

4 

　
育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
を
延
長
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
?

Ａ
　養
育
す
る
子
が
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達

す
る
ま
で
、
育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
を
複
数

回
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
請
求

で
き
る
延
長
の
期
間
（
１
月
以
上
１
年
以
下
の

期
間
）
を
始
め
、
請
求
の
手
続
き
及
び
承
認
の

基
準
は
初
回
の
場
合
と
同
様
で
す
。
延
長
を
希

望
す
る
場
合
は
、「
育
児
短
時
間
勤
務
承
認
請

求
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
所
属
長
を

通
じ
て
人
事
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
５

　同
じ
子
に
つ
い
て
何
度
も
育
児
短
時

間
勤
務
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
？

Ａ
　前
回
の
育
児
短
時
間
勤
務
の
終
了
の
日
の

Q
10

　育
児
休
業
後
の
期
末
手
当
と
勤
勉
手
当

は
ど
う
な
る
の
？
（
両
手
当
と
も
、６
月
１
日
、

12
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、年
２
回
支
給
さ

れ
る
も
の
）

A
　期
末
手
当
は
、
休
業
期
間
の
１
／
２
を
除

算
し
て
支
給
（
た
だ
し
、
休
業
期
間
が
１
か
月

以
下
の
場
合
に
は
全
額
支
給
）さ
れ
ま
す
。

　
勤
勉
手
当
は
、
休
業
期
間
の
全
て
を
除
算
し

て
支
給
（
た
だ
し
、
休
業
期
間
が
１
か
月
以
下

の
場
合
は
全
額
支
給
）さ
れ
ま
す
。

　
※
基
準
日
に
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
て
も

基
準
日
以
前
６
か
月
に
勤
務
し
た
期
間
が
あ
る

場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
基
準
日
以
前
６

か
月
の
全
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
取
得
し

た
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

Q
11
　
育
児
休
業
を
取
得
す
る
と
、退
職
手
当

に
影
響
は
あ
る
の
？

Ａ
　退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
休
業
期
間
の
う

ち
、
子
が
１
歳
に
達
す
る
ま
で
は
１
／
３
、１

〜
３
歳
に
達
す
る
ま
で
は
１
／
２
の
期
間
に
つ

い
て
、
勤
続
期
間
か
ら
除
算
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
勤
務
日
（
休
暇
の
日
を
含

む
）
が
１
日
以
上
あ
る
月
は
、
除
算
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

Q
12
　
育
児
休
業
取
得
後
、通
勤
手
当
や
年
次

休
暇
の
取
扱
い
は
ど
う
な
る
の
？

A
　通
勤
手
当
は
復
帰
し
た
日
又
は
そ
の
翌
月

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。年
次
休
暇
に
つ
い
て
は
、

年
の
途
中
で
職
務
復
帰
し
た
場
合
で
も
、
そ
の

年
の
年
次
休
暇
は
20
日
付
与
さ
れ
ま
す
。

Q
13

　育
児
休
業
手
当
金
や
共
済
掛
金
な
ど
、

共
済
組
合
関
係
は
ど
う
な
る
の
？

A 

　共
済
組
合
員
の
資
格
は
、
育
児
休
業
期
間

中
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

　
育
児
休
業
手
当
金
に
つ
い
て
、
子
が
１
歳
に

達
す
る
日
ま
で
（
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
場

合
等
は
１
歳
６
か
月
ま
で
。
更
に
６
か
月
（
２

歳
ま
で
）
延
長
可
）
の
間
に
取
得
し
た
育
児
休

業
１
日
に
つ
き
、
標
準
報
酬
日
額
の
50
% 

（
育

児
休
業
期
間
が
１
８
０
日
に
達
す
る
ま
で
の
期

間
に
つ
い
て
は
67
%
）
に
相
当
す
る
金
額
（
雇

用
保
険
給
付
相
当
額
を
上
限
）
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
手
続
が
必
要
で
す
の
で
、
人
事
担
当
課
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
子
が
１
歳
に
達
す

る
日
ま
で
の
間
に
職
員
の
配
偶
者
が
育
児
休
業

を
取
得
し
た
場
合
、
子
が
１
歳
２
か
月
に
達
す

る
日
ま
で
の
育
児
休
業
期
間
の
う
ち
１
年
分
を

上
限
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
共
済
掛
金
に
つ
い
て
、育
児
休
業
期
間
中（
子

が
３
歳
に
達
す
る
日
ま
で
）は
免
除
さ
れ
ま
す
。

手
続
が
必
要
で
す
の
で
人
事
担
当
課
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
免
除
さ
れ
た
育
児
休
業

中
も
医
療
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

俸給 支給されない

期末手当 基準日から過去６か月に勤務していた場合には休業期間の１/２を除算して支給
（休業期間が１か月以下の場合は全額支給）

勤勉手当 基準日から過去６か月に勤務していた場合には休業期間の全期間を除算して支給
（休業期間が１か月以下の場合は全額支給）

退職手当 休業期間のうち、子が１歳になるまでは１/３、１～３歳に達するまでは１/２を除算

諸手当 支給されない

共済制度 ・組合員の資格は継続
・申出により掛金は免除
・子どもが１歳に達するまでの間に取得した育児休業1日につき、標準報酬日額の
50％(育児休業期間が180日に達するまでの期間については67％、雇用保険給付
相当額を上限)の育児休業手当金を支給
※子が1歳に達する日までの間に職員の配偶者が育児休業をしている場合、子が
１歳２か月に達するまでの育児休業期間のうち1年分を上限として支給

■ 育児休業中の給与等
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合
や
専
業
主
婦
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
男

性
職
員
は
育
児
時
間
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

Q
２

　育
児
時
間
は
ど
の
よ
う
な
取
り
方
が

で
き
る
の
？
ま
た
、手
続
は
ど
う
な
る
の
?

Ａ
　１
日
の
正
規
の
勤
務
時
間
の
始
め
又
は
終

わ
り
に
お
い
て
２
時
間
の
範
囲
内
で
、
子
を
養

育
す
る
た
め
30
分
単
位
で
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
請
求
し
よ
う
と
す
る
時
間
は
、
朝
と

夕
方
に
分
割
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
１
歳
未

満
の
子
を
対
象
と
す
る
保
育
時
間（
１
日
２
回
、

そ
れ
ぞ
れ
30
分
以
内
）
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場

合
は
、
保
育
時
間
と
育
児
時
間
と
合
わ
せ
て
１

日
２
時
間
以
内
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
「
育
児

時
間
承
認
請
求
書
」
に
期
間
及
び
時
間
等
を
記

入
の
上
、
所
属
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
事

後
の
請
求
は
不
可
と
な
り
ま
す
）
。
育
児
時
間

は
日
単
位
で
何
回
で
も
取
得
で
き
ま
す
が
、
必

要
な
期
間
を
一
括
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

Q 

3
　
あ
る
期
間
ま
と
め
て
育
児
時
間
の
承

認
を
得
て
い
る
け
ど
、
そ
の
う
ち
の
一
部
に
つ

い
て
育
児
時
間
を
し
な
い
こ
と
に
す
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
手
続
が
必
要
な
の
？

Ａ
　包
括
的
に
育
児
時
間
を
承
認
さ
れ
て
い
る

期
間
の
う
ち
、
一
部
分
の
育
児
時
間
を
し
な
い

で
勤
務
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
育
児
時
間
を

し
な
い
日
又
は
時
間
に
つ
い
て
承
認
の
取
消
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
で
も
、
取
り
消

さ
れ
た
日
•
時
間
以
外
の
承
認
は
有
効
で
す
。

な
お
、
育
児
時
間
は
、
勤
務
す
る
こ
と
を
前
提

に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
育
児
時
間
に
引

き
続
い
て
年
次
休
暇
を
取
得
す
る
場
合
に
は
、

育
児
時
間
の
承
認
は
取
り
消
さ
れ
ま
す
（
育
児

時
間
が
取
り
消
さ
れ
た
時
間
は
年
次
休
暇
を
取

得
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
）。

　
育
児
時
間
承
認
請
求
書
の
裏
面
に
育
児
時
間

を
取
り
消
す
日
、時
間
及
び
時
間
数
を
記
入
し
、

所
属
長
に
提
出
し
、確
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

Q 

4
　
育
児
時
間
中
の
給
与
は
ど
う
な
る

の
？

Ａ
　給
与（
俸
給
、
地
域
手
当
等
）は
減
額
さ
れ

ま
す
。
減
額
さ
れ
る
額
は
、
育
児
時
間
を
取
得

し
た
時
間
数
に
勤
務
１
時
間
あ
た
り
の
給
与
額

を
乗
じ
た
額
と
な
り
ま
す
。

　
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
等
は
減

額
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
期
末
手
当
も
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

俸給 勤務時間数に応じた額を支給

期末手当 勤務しない時間の１/２を除算して支給

勤勉手当 勤務しない時間の全てを除算して支給

退職手当 短時間勤務をした期間の１/３を除算

諸手当 生活関連手当は全額支給
俸給月額等に基づく諸手当は時間割で支給

共済制度 育児休業手当金は支給されない

■ 育児短時間勤務中の給与等 翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
場
合
に

は
、
再
度
育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
１
年
を
経
過
し
て
い
な
い
場

合
で
も
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
再
度

育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q
６

　育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
の
途
中
で

勤
務
す
る
時
間
帯
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
?

Ａ
　現
在
承
認
さ
れ
て
い
る
育
児
短
時
間
勤
務

の
承
認
を
取
り
消
し
、
新
た
な
育
児
短
時
間
勤

務
を
承
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q
７

　育
児
短
時
間
勤
務
を
始
め
る
際
に
、年

次
休
暇
の
残
日
数
や
繰
り
越
し
日
数
は
ど
う
な

る
の
？
ま
た
、
育
児
短
時
間
勤
務
が
終
わ
る
と

き
に
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
　育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
の
前
後
に
お
い

て
、 

１
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
数
又
は
勤
務

日
数
に
応
じ
て
換
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Q
８

　育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員

が
、
そ
の
他
の
育
児
の
た
め
の
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ
　「育
児
時
間
」
に
つ
い
て
は
、
育
児
短
時
間

勤
務
と
同
様
に
、
育
児
の
た
め
に
勤
務
時
間
を

週
38
時
間
45
分
よ
り
短
く
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

  「
保
育
時
間
」に
つ
い
て
は
、
利
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
１
日
の
勤
務
時
間
に
よ
っ
て
は
１
日

１
回（
30
分
以
内
）と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
早
出
遅
出
勤
務
」
に
つ
い
て
は
、
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
育
児
短
時
間
勤
務
は
、
職
員
の
請
求
に

よ
り
勤
務
す
る
時
間
帯
を
定
め
て
い
る
も
の
で

あ
る
た
め
、
こ
の
勤
務
す
る
時
間
帯
を
変
更
し

た
い
場
合
は
、
現
に
承
認
さ
れ
て
い
る
育
児
短

時
間
勤
務
の
承
認
を
取
り
消
し
、
新
た
な
育
児

短
時
間
勤
務
を
承
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q
９

　育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員

の
給
与
は
ど
う
な
る
の
?

Ａ
　俸
給
月
給
•
俸
給
の
調
整
額
•
俸
給
の

特
別
調
整
額
•
初
任
給
調
整
手
当
•
本
府
省

業
務
調
整
手
当
•
地
域
手
当
•
広
域
異
動
手

当
•
特
地
勤
務
手
当
等
•
研
究
員
調
整
手
当

は
、
１
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
数
に
応
じ
て

定
め
る
額
と
な
り
ま
す
。

　
扶
養
手
当
•
住
居
手
当
•
単
身
赴
任
手
当

•
寒
冷
地
手
当
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
時
と
同

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
通
勤
手
当
は
、
原
則
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
時
と

同
様
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
交
通
用
具
に
係
る

手
当
額
は
、
平
均
１
か
月
あ
た
り
の
通
勤
所
要

回
数
（
往
復
回
数
）
が
10
回
未
満
の
場
合
は
半

額
と
な
り
ま
す
。

　
超
過
勤
務
手
当
•
休
日
給
•
夜
勤
手
当
•

宿
日
直
手
当
•
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
•

特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
職
員
と
同
様
、
勤
務
実
績
に
応
じ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
期
末
手
当
•
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
、
そ
の

基
礎
額
の
計
算
は
、
俸
給
月
額
等
を
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
時
の
俸
給
月
額
等
に
割
り
戻
し
て
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、
育

児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
に
よ
り
短
縮
さ
れ

た
勤
務
時
間
の
短
縮
分
の
１
／
２
に
相
当
す
る

期
間
が
在
職
期
間
か
ら
除
算
さ
れ
ま
す
。
勤
勉

手
当
に
つ
い
て
は
、
育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る

こ
と
に
よ
り
短
縮
さ
れ
た
勤
務
時
間
の
短
縮
分

に
相
当
す
る
期
間
が
勤
務
期
間
か
ら
除
算
さ
れ

ま
す
。

　
退
職
手
当
に
つ
い
て
、
育
児
短
時
間
勤
務
を

し
た
期
間
の
１
／
３
が
勤
務
期
間
か
ら
除
算
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、フ
ル
タ
イ
ム
の
勤
務
日（
休

暇
の
日
を
含
む
）
が
１
日
以
上
あ
る
月
は
、
除

算
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
昇
格
•
昇
給
に
つ
い
て
は
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
職
員
と
同
様
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

【
育
児
時
間
】

育
児
時
間
と
は
、小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す

る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
た
め
、
勤
務
時
間
の

始
め
又
は
終
わ
り
に
２
時
間
を
超
え
な
い
範
囲

で
勤
務
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

Q 

1
　ど
の
よ
う
な
職
員
が
育
児
時
間
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
?

Ａ
　小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子

を
養
育
し
て
い
る
職
員
で
あ
れ
ば
取
得
で
き
ま

す
。
男
性
職
員
の
妻
が
育
児
休
業
中
で
あ
る
場

イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う
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合
や
専
業
主
婦
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
男

性
職
員
は
育
児
時
間
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

Q
２

　育
児
時
間
は
ど
の
よ
う
な
取
り
方
が

で
き
る
の
？
ま
た
、手
続
は
ど
う
な
る
の
?

Ａ
　１
日
の
正
規
の
勤
務
時
間
の
始
め
又
は
終

わ
り
に
お
い
て
２
時
間
の
範
囲
内
で
、
子
を
養

育
す
る
た
め
30
分
単
位
で
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
請
求
し
よ
う
と
す
る
時
間
は
、
朝
と

夕
方
に
分
割
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
１
歳
未

満
の
子
を
対
象
と
す
る
保
育
時
間（
１
日
２
回
、

そ
れ
ぞ
れ
30
分
以
内
）
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場

合
は
、
保
育
時
間
と
育
児
時
間
と
合
わ
せ
て
１

日
２
時
間
以
内
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
「
育
児

時
間
承
認
請
求
書
」
に
期
間
及
び
時
間
等
を
記

入
の
上
、
所
属
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
事

後
の
請
求
は
不
可
と
な
り
ま
す
）
。
育
児
時
間

は
日
単
位
で
何
回
で
も
取
得
で
き
ま
す
が
、
必

要
な
期
間
を
一
括
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

Q 

3
　
あ
る
期
間
ま
と
め
て
育
児
時
間
の
承

認
を
得
て
い
る
け
ど
、
そ
の
う
ち
の
一
部
に
つ

い
て
育
児
時
間
を
し
な
い
こ
と
に
す
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
手
続
が
必
要
な
の
？

Ａ
　包
括
的
に
育
児
時
間
を
承
認
さ
れ
て
い
る

期
間
の
う
ち
、
一
部
分
の
育
児
時
間
を
し
な
い

で
勤
務
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
育
児
時
間
を

し
な
い
日
又
は
時
間
に
つ
い
て
承
認
の
取
消
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
で
も
、
取
り
消

さ
れ
た
日
•
時
間
以
外
の
承
認
は
有
効
で
す
。

な
お
、
育
児
時
間
は
、
勤
務
す
る
こ
と
を
前
提

に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
育
児
時
間
に
引

き
続
い
て
年
次
休
暇
を
取
得
す
る
場
合
に
は
、

育
児
時
間
の
承
認
は
取
り
消
さ
れ
ま
す
（
育
児

時
間
が
取
り
消
さ
れ
た
時
間
は
年
次
休
暇
を
取

得
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
）。

　
育
児
時
間
承
認
請
求
書
の
裏
面
に
育
児
時
間

を
取
り
消
す
日
、時
間
及
び
時
間
数
を
記
入
し
、

所
属
長
に
提
出
し
、確
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

Q 

4
　
育
児
時
間
中
の
給
与
は
ど
う
な
る

の
？

Ａ
　給
与（
俸
給
、
地
域
手
当
等
）は
減
額
さ
れ

ま
す
。
減
額
さ
れ
る
額
は
、
育
児
時
間
を
取
得

し
た
時
間
数
に
勤
務
１
時
間
あ
た
り
の
給
与
額

を
乗
じ
た
額
と
な
り
ま
す
。

　
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
等
は
減

額
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
期
末
手
当
も
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

俸給 勤務時間数に応じた額を支給

期末手当 勤務しない時間の１/２を除算して支給

勤勉手当 勤務しない時間の全てを除算して支給

退職手当 短時間勤務をした期間の１/３を除算

諸手当 生活関連手当は全額支給
俸給月額等に基づく諸手当は時間割で支給

共済制度 育児休業手当金は支給されない

■ 育児短時間勤務中の給与等 翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
場
合
に

は
、
再
度
育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
１
年
を
経
過
し
て
い
な
い
場

合
で
も
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
再
度

育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q
６

　育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
の
途
中
で

勤
務
す
る
時
間
帯
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
?

Ａ
　現
在
承
認
さ
れ
て
い
る
育
児
短
時
間
勤
務

の
承
認
を
取
り
消
し
、
新
た
な
育
児
短
時
間
勤

務
を
承
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q
７

　育
児
短
時
間
勤
務
を
始
め
る
際
に
、年

次
休
暇
の
残
日
数
や
繰
り
越
し
日
数
は
ど
う
な

る
の
？
ま
た
、
育
児
短
時
間
勤
務
が
終
わ
る
と

き
に
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
　育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
の
前
後
に
お
い

て
、 

１
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
数
又
は
勤
務

日
数
に
応
じ
て
換
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Q
８

　育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員

が
、
そ
の
他
の
育
児
の
た
め
の
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ
　「育
児
時
間
」
に
つ
い
て
は
、
育
児
短
時
間

勤
務
と
同
様
に
、
育
児
の
た
め
に
勤
務
時
間
を

週
38
時
間
45
分
よ
り
短
く
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

  「
保
育
時
間
」に
つ
い
て
は
、
利
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
１
日
の
勤
務
時
間
に
よ
っ
て
は
１
日

１
回（
30
分
以
内
）と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
早
出
遅
出
勤
務
」
に
つ
い
て
は
、
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
育
児
短
時
間
勤
務
は
、
職
員
の
請
求
に

よ
り
勤
務
す
る
時
間
帯
を
定
め
て
い
る
も
の
で

あ
る
た
め
、
こ
の
勤
務
す
る
時
間
帯
を
変
更
し

た
い
場
合
は
、
現
に
承
認
さ
れ
て
い
る
育
児
短

時
間
勤
務
の
承
認
を
取
り
消
し
、
新
た
な
育
児

短
時
間
勤
務
を
承
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q
９

　育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員

の
給
与
は
ど
う
な
る
の
?

Ａ
　俸
給
月
給
•
俸
給
の
調
整
額
•
俸
給
の

特
別
調
整
額
•
初
任
給
調
整
手
当
•
本
府
省

業
務
調
整
手
当
•
地
域
手
当
•
広
域
異
動
手

当
•
特
地
勤
務
手
当
等
•
研
究
員
調
整
手
当

は
、
１
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
数
に
応
じ
て

定
め
る
額
と
な
り
ま
す
。

　
扶
養
手
当
•
住
居
手
当
•
単
身
赴
任
手
当

•
寒
冷
地
手
当
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
時
と
同

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
通
勤
手
当
は
、
原
則
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
時
と

同
様
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
交
通
用
具
に
係
る

手
当
額
は
、
平
均
１
か
月
あ
た
り
の
通
勤
所
要

回
数
（
往
復
回
数
）
が
10
回
未
満
の
場
合
は
半

額
と
な
り
ま
す
。

　
超
過
勤
務
手
当
•
休
日
給
•
夜
勤
手
当
•

宿
日
直
手
当
•
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
•

特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
職
員
と
同
様
、
勤
務
実
績
に
応
じ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
期
末
手
当
•
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
、
そ
の

基
礎
額
の
計
算
は
、
俸
給
月
額
等
を
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
時
の
俸
給
月
額
等
に
割
り
戻
し
て
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、
育

児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
に
よ
り
短
縮
さ
れ

た
勤
務
時
間
の
短
縮
分
の
１
／
２
に
相
当
す
る

期
間
が
在
職
期
間
か
ら
除
算
さ
れ
ま
す
。
勤
勉

手
当
に
つ
い
て
は
、
育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る

こ
と
に
よ
り
短
縮
さ
れ
た
勤
務
時
間
の
短
縮
分

に
相
当
す
る
期
間
が
勤
務
期
間
か
ら
除
算
さ
れ

ま
す
。

　
退
職
手
当
に
つ
い
て
、
育
児
短
時
間
勤
務
を

し
た
期
間
の
１
／
３
が
勤
務
期
間
か
ら
除
算
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、フ
ル
タ
イ
ム
の
勤
務
日（
休

暇
の
日
を
含
む
）
が
１
日
以
上
あ
る
月
は
、
除

算
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
昇
格
•
昇
給
に
つ
い
て
は
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
職
員
と
同
様
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。
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Ａ
　
妻
の
出
産
に
係
る
入
院
等
の
日
か
ら
、
出

産
の
日
後
２
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

に
、
２
日
の
範
囲
内
で
１
日
又
は
１
時
間
単
位

で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
配

偶
者
出
産
休
暇
の
残
日
数
の
全
て
を
使
用
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
は
、
１
時
間
未
満
の
端
数
を

使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

Ｑ
２
　
妻
の
出
産
の
た
め
に
入
院
す
る
と
き

に
、
１
人
で
は
大
変
な
の
で
、
自
分
が
付
添
い

た
い
。
妻
の
両
親
に
付
添
い
を
頼
む
こ
と
も
で

き
る
の
だ
け
ど
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
取
得

で
き
る
の
?

Ａ
　
職
員
以
外
に
付
き
添
う
こ
と
が
で
き
る
家

族
等
が
い
て
も
、
職
員
が
妻
に
付
き
添
う
た
め

に
配
偶
者
出
産
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

Ｑ
3 

　
妻
が
出
産
前
に
実
家
に
戻
っ
て
し
ば

ら
く
暮
ら
し
、
実
家
近
く
の
病
院
で
出
産
す
る

と
い
う
場
合
、
実
家
に
戻
る
妻
を
送
っ
て
い
く

た
め
に
こ
の
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
?

Ａ
　
配
偶
者
出
産
休
暇
は
、
妻
の
出
産
に
係
る

入
院
等
の
日
か
ら
産
後
２
週
間
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
間
に
、
入
退
院
の
付
添
い
等
の
た
め
に

認
め
ら
れ
る
も
の
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合

に
は
こ
の
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

【
保
育
時
間
】

保
育
時
間
と
は
、
生
後
１
年
に
達
し
な
い
子
を

育
て
る
職
員
が
、
そ
の
子
の
保
育
の
た
め
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
授
乳
等
を
行
う
場
合
に
、
１

日
２
回
そ
れ
ぞ
れ
30
分
以
内
の
時
間
利
用
で
き

る
休
暇
で
す
。
た
だ
し
、
子
の
母
親
が
同
じ
日

に
保
育
時
間
（
労
働
基
準
法
上
の
育
児
時
間
等

を
含
む
）
を
取
得
す
る
と
き
は
、
そ
の
分
を
差

し
引
い
た
時
間
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
１
　
妻
が
家
に
い
る
場
合
で
も
、
保
育
時
間

は
認
め
ら
れ
る
の
?

Ａ
　
妻
が
家
に
い
る
場
合
で
も
、
例
え
ば
、
病

気
で
あ
っ
た
り
親
の
介
護
を
し
て
い
た
り
し

て
、
子
を
保
育
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、

職
員
が
保
育
時
間
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

Ｑ
２
　
保
育
時
間
を
取
得
で
き
る
の
は
、
授
乳

を
行
う
場
合
だ
け
な
の
?

Ａ
　
授
乳
を
行
う
場
合
だ
け
で
な
く
、例
え
ば
、

保
育
園
へ
の
送
迎
な
ど
、
子
の
一
般
的
な
世
話

を
行
う
場
合
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
3

　 

保
育
時
間
は
、子
が
生
後
１
年
に
達
す

る
ま
で
の
間
は
毎
日
で
も
取
得
で
き
る
の
？

ま
た
、「
１
日
２
回
そ
れ
ぞ
れ
30
分
」と
の
こ
と

だ
け
ど
、
ま
と
め
て
１
時
間
と
し
て
取
得
す
る

こ
と
は
で
き
る
の
？

Ａ
　
子
が
生
後
１
年
に
達
す
る
ま
で
の
間
、
毎

日
で
も
、
断
続
的
に
で
も
、
必
要
に
応
じ
て
取

得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
通
勤
事
情
等
の
関
係
か

ら
や
む
を
え
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
ま
と
め
て
１
時
間
と
し
て
取
得
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
な
お
、
年
次
休
暇
を
取

る
な
ど
し
て
１
日
の
勤
務
時
間
が
４
時
間
以
下

で
あ
る
日
に
は
、２
回（
合
計
60
分
）で
は
な
く
、

１
回（
30
分
）に
限
っ
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ
　
育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇
は
、
子
の
世
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
家
族
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
職
員
が
育
児
を
行
う
た
め
に
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
３
　 

こ
の
休
暇
は
、妻
の
産
前
産
後
の
期
間

に
５
日
の
範
囲
内
で
取
得
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
け
ど
、
第
一
子
の
場
合
に
は
、
産
後
の
期
間

に
５
日
の
範
囲
内
で
取
得
で
き
る
の
？

Ａ
　
は
い
、
そ
う
で
す
。
第
一
子
の
場
合
は
、

産
前
の
期
間
に
は
こ
の
休
暇
を
取
得
す
る
事
由

が
な
い
た
め
、
事
実
上
産
後
の
期
間
の
み
に
な

り
ま
す
。
上
の
子（
小
学
校
就
学
前
）が
い
る
場

合
に
は
、
そ
の
子
の
養
育
の
た
め
に
、
産
前
の

期
間
か
ら
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
配
偶
者
出
産
休
暇
】

配
偶
者
出
産
休
暇
と
は
、
妻
の
出
産
に
係
る
入

退
院
や
出
産
時
の
付
添
い
、
出
産
に
係
る
入
院

中
の
世
話
、
出
生
の
届
出
等
の
た
め
に
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
休
暇
で
す
。

Ｑ
１ 

　
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、ど
の
く
ら
い
の

単
位
で
取
得
で
き
る
の
?

俸給 育児時間を取得した時間数に応じて減額

期末手当 全額支給

勤勉手当 基準日以前６か月間に育児時間を取得した日が３０日を超える
場合には、勤務しなかった時間の全てを除算して支給

退職手当 除算されない

諸手当 地域手当等は育児時間を取得した時間数に応じて減額

共済制度 育児休業手当金は支給されない

■育児時間中の給与等

【
育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇
】

育
児
参
加
休
暇
と
は
、妻
が
出
産
す
る
場
合
に
、

そ
の
出
産
に
係
る
子
又
は
小
学
校
就
学
の
始
期

に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職
員
が
、
生

ま
れ
た
子
へ
の
授
乳
、
付
添
い
、
上
の
子
の
保

育
所
等
へ
の
送
迎
の
た
め
に
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
休
暇
で
す
。

Q
１
　
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、ど
の
よ
う
な
単

位
で
取
得
で
き
る
の
？

Ａ
　
妻
の
産
前
産
後
の
期
間
（
出
産
予
定
日
の

６
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
14
週
間
）
前
の

日
か
ら
、
出
産
の
日
後
８
週
間
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
期
間
）
に
、
５
日
の
範
囲
内
で
１
日
又

は
１
時
間
単
位
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
育
児
参
加
休
暇
の
残
日
数
の
す

べ
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
１
時

間
未
満
の
端
数
を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

Q
２
　
妻
や
子
の
祖
父
母
な
ど
、自
分
以
外
に

子
の
世
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
家
族
等
が
い

て
も
、
こ
の
休
暇
を
取
得
し
て
育
児
に
参
加
す

イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う
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Ａ
　
妻
の
出
産
に
係
る
入
院
等
の
日
か
ら
、
出

産
の
日
後
２
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

に
、
２
日
の
範
囲
内
で
１
日
又
は
１
時
間
単
位

で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
配

偶
者
出
産
休
暇
の
残
日
数
の
全
て
を
使
用
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
は
、
１
時
間
未
満
の
端
数
を

使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

Ｑ
２
　
妻
の
出
産
の
た
め
に
入
院
す
る
と
き

に
、
１
人
で
は
大
変
な
の
で
、
自
分
が
付
添
い

た
い
。
妻
の
両
親
に
付
添
い
を
頼
む
こ
と
も
で

き
る
の
だ
け
ど
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
取
得

で
き
る
の
?

Ａ
　
職
員
以
外
に
付
き
添
う
こ
と
が
で
き
る
家

族
等
が
い
て
も
、
職
員
が
妻
に
付
き
添
う
た
め

に
配
偶
者
出
産
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

Ｑ
3 

　
妻
が
出
産
前
に
実
家
に
戻
っ
て
し
ば

ら
く
暮
ら
し
、
実
家
近
く
の
病
院
で
出
産
す
る

と
い
う
場
合
、
実
家
に
戻
る
妻
を
送
っ
て
い
く

た
め
に
こ
の
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
?

Ａ
　
配
偶
者
出
産
休
暇
は
、
妻
の
出
産
に
係
る

入
院
等
の
日
か
ら
産
後
２
週
間
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
間
に
、
入
退
院
の
付
添
い
等
の
た
め
に

認
め
ら
れ
る
も
の
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合

に
は
こ
の
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

【
保
育
時
間
】

保
育
時
間
と
は
、
生
後
１
年
に
達
し
な
い
子
を

育
て
る
職
員
が
、
そ
の
子
の
保
育
の
た
め
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
授
乳
等
を
行
う
場
合
に
、
１

日
２
回
そ
れ
ぞ
れ
30
分
以
内
の
時
間
利
用
で
き

る
休
暇
で
す
。
た
だ
し
、
子
の
母
親
が
同
じ
日

に
保
育
時
間
（
労
働
基
準
法
上
の
育
児
時
間
等

を
含
む
）
を
取
得
す
る
と
き
は
、
そ
の
分
を
差

し
引
い
た
時
間
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
１
　
妻
が
家
に
い
る
場
合
で
も
、
保
育
時
間

は
認
め
ら
れ
る
の
?

Ａ
　
妻
が
家
に
い
る
場
合
で
も
、
例
え
ば
、
病

気
で
あ
っ
た
り
親
の
介
護
を
し
て
い
た
り
し

て
、
子
を
保
育
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、

職
員
が
保
育
時
間
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

Ｑ
２
　
保
育
時
間
を
取
得
で
き
る
の
は
、
授
乳

を
行
う
場
合
だ
け
な
の
?

Ａ
　
授
乳
を
行
う
場
合
だ
け
で
な
く
、例
え
ば
、

保
育
園
へ
の
送
迎
な
ど
、
子
の
一
般
的
な
世
話

を
行
う
場
合
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
3

　 

保
育
時
間
は
、子
が
生
後
１
年
に
達
す

る
ま
で
の
間
は
毎
日
で
も
取
得
で
き
る
の
？

ま
た
、「
１
日
２
回
そ
れ
ぞ
れ
30
分
」と
の
こ
と

だ
け
ど
、
ま
と
め
て
１
時
間
と
し
て
取
得
す
る

こ
と
は
で
き
る
の
？

Ａ
　
子
が
生
後
１
年
に
達
す
る
ま
で
の
間
、
毎

日
で
も
、
断
続
的
に
で
も
、
必
要
に
応
じ
て
取

得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
通
勤
事
情
等
の
関
係
か

ら
や
む
を
え
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
ま
と
め
て
１
時
間
と
し
て
取
得
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
な
お
、
年
次
休
暇
を
取

る
な
ど
し
て
１
日
の
勤
務
時
間
が
４
時
間
以
下

で
あ
る
日
に
は
、２
回（
合
計
60
分
）で
は
な
く
、

１
回（
30
分
）に
限
っ
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
勤
勉
手
当
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
基
準
日

以
前
６
か
月
間
に
育
児
時
間
の
承
認
を
受
け
て

勤
務
し
な
か
っ
た
総
時
間
数
を
日
数
に
換
算

し
、
30
日
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
勤
務
し

な
か
っ
た
全
期
間
が
勤
務
期
間
か
ら
除
算
さ
れ

ま
す
。
退
職
手
当
は
除
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
昇
格
•
昇
給
に
つ
い
て
は
通
常
と
同
様
の

取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ
　
育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇
は
、
子
の
世
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
家
族
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
職
員
が
育
児
を
行
う
た
め
に
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
３
　 

こ
の
休
暇
は
、妻
の
産
前
産
後
の
期
間

に
５
日
の
範
囲
内
で
取
得
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
け
ど
、
第
一
子
の
場
合
に
は
、
産
後
の
期
間

に
５
日
の
範
囲
内
で
取
得
で
き
る
の
？

Ａ
　
は
い
、
そ
う
で
す
。
第
一
子
の
場
合
は
、

産
前
の
期
間
に
は
こ
の
休
暇
を
取
得
す
る
事
由

が
な
い
た
め
、
事
実
上
産
後
の
期
間
の
み
に
な

り
ま
す
。
上
の
子（
小
学
校
就
学
前
）が
い
る
場

合
に
は
、
そ
の
子
の
養
育
の
た
め
に
、
産
前
の

期
間
か
ら
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
配
偶
者
出
産
休
暇
】

配
偶
者
出
産
休
暇
と
は
、
妻
の
出
産
に
係
る
入

退
院
や
出
産
時
の
付
添
い
、
出
産
に
係
る
入
院

中
の
世
話
、
出
生
の
届
出
等
の
た
め
に
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
休
暇
で
す
。

Ｑ
１ 

　
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、ど
の
く
ら
い
の

単
位
で
取
得
で
き
る
の
?

俸給 育児時間を取得した時間数に応じて減額

期末手当 全額支給

勤勉手当 基準日以前６か月間に育児時間を取得した日が３０日を超える
場合には、勤務しなかった時間の全てを除算して支給

退職手当 除算されない

諸手当 地域手当等は育児時間を取得した時間数に応じて減額

共済制度 育児休業手当金は支給されない

■育児時間中の給与等

休
暇
制
度

【
育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇
】

育
児
参
加
休
暇
と
は
、妻
が
出
産
す
る
場
合
に
、

そ
の
出
産
に
係
る
子
又
は
小
学
校
就
学
の
始
期

に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職
員
が
、
生

ま
れ
た
子
へ
の
授
乳
、
付
添
い
、
上
の
子
の
保

育
所
等
へ
の
送
迎
の
た
め
に
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
休
暇
で
す
。

Q
１
　
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、ど
の
よ
う
な
単

位
で
取
得
で
き
る
の
？

Ａ
　
妻
の
産
前
産
後
の
期
間
（
出
産
予
定
日
の

６
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
14
週
間
）
前
の

日
か
ら
、
出
産
の
日
後
８
週
間
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
期
間
）
に
、
５
日
の
範
囲
内
で
１
日
又

は
１
時
間
単
位
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
育
児
参
加
休
暇
の
残
日
数
の
す

べ
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
１
時

間
未
満
の
端
数
を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

Q
２
　
妻
や
子
の
祖
父
母
な
ど
、自
分
以
外
に

子
の
世
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
家
族
等
が
い

て
も
、
こ
の
休
暇
を
取
得
し
て
育
児
に
参
加
す
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を
繰
り
上
げ
又
は
繰
り
下
げ
て
勤
務
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。
職
員
は
、
各
府
省
で
あ

ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
育
児
を
行
う
職
員
の
早

出
遅
出
勤
務
の
た
め
の
勤
務
形
態
（
始
業
・
終

業
の
時
刻
）
の
中
か
ら
選
択
し
、
請
求
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

早
出
遅
出
勤
務
は
、柔
軟
な
利
用
が
可
能
で
す
。

例
え
ば
、
夫
婦
で
１
日
お
き
に
保
育
園
の
送
迎

を
分
担
す
る
た
め
「
１
日
お
き
」
に
利
用
し
た

り
、
月
曜
日
は
配
偶
者
が
休
み
の
た
め
火
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
利
用
す
る
な
ど
「
特
定
の
曜

日
の
み
」
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た

１
人
が
子
を
保
育
園
へ
送
る
た
め「
遅
出
勤
務
」

を
し
、
も
う
１
人
が
迎
え
に
行
く
た
め
「
早
出

勤
務
」を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

Ｑ
１
　
早
出
遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の
制
限
、

超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限
は
、
他
に
子
の
面
倒

を
み
て
く
れ
る
家
族
が
い
る
場
合
は
請
求
で
き

な
い
の
?

Ａ
　早
出
遅
出
勤
務
、
超
過
勤
務
の
免
除
・
制

限
の
場
合
に
は
、
配
偶
者
の
就
業
等
の
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
、
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
深
夜
勤
務
の
制
限
の
場
合
に
は
、
配
偶

者
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
配
偶
者
が
常
態
と
し
て
当
該
子
を
養
育
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

請
求
で
き
ま
せ
ん
。

①
深
夜
に
お
い
て
就
業
し
て
い
な
い
者
（
深
夜

に
お
け
る
就
業
日
数
が
１
月
に
つ
い
て
３
日
以

下
の
者
を
含
む
）で
あ
る
こ
と
。

②
負
傷
、
疾
病
又
は
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上

の
障
害
に
よ
り
請
求
に
係
る
子
を
養
育
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
者
で
な
い
こ
と
。

③ 

６
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
14
週
間
）
以

内
に
出
産
す
る
予
定
で
あ
る
者
又
は
産
後
８
週

間
を
経
過
し
な
い
者
で
な
い
こ
と
。

Ｑ
２

　夫
婦
と
も
国
家
公
務
員
の
場
合
、早
出

遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の
制
限
、
超
過
勤
務
の

免
除
・
制
限
を
、
夫
婦
が
同
じ
時
期
に
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ
　〈
早
出
遅
出
勤
務
の
場
合
〉

子
を
養
育
す
る
時
間
帯
が
重
な
っ
て
い
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
夫
婦
が
同
じ
日
に
早
出
遅
出
勤

務
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
深
夜
勤
務
の
制
限
の
場
合
〉

１
人
が
制
限
を
受
け
て
い
れ
ば
、
そ
の
者
が
常

態
と
し
て
深
夜
に
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
り
、
も
う
1
人
に
つ
い
て
は
、
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

〈
超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限
の
場
合
〉

夫
婦
が
同
じ
時
期
に
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Ｑ
３

　早
出
遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の
制
限
、

超
過
勤
務
の
免
除・制
限
を
請
求
す
る
際
に
は
、

ど
の
よ
う
な
手
続
が
必
要
な
の
?

Ａ
　そ
れ
ぞ
れ
早
出
遅
出
勤
務
請
求
書
、
深
夜

勤
務
制
限
請
求
書
、
超
過
勤
務
制
限
請
求
書
を

提
出
し
て
下
さ
い
。
そ
の
際
、
担
当
者
か
ら
出

生
届
出
済
証
明
書
等
の
証
明
書
類
の
提
出
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
提
出
期
限
や
1

回
に
請
求
で
き
る
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　

　
な
お
、
い
ず
れ
の
措
置
も
、
要
件
を
満
た
す

間
は
、何
回
で
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
早
出
遅
出
勤
務
の
場
合
〉

●
提
出
期
限
･
･
早
出
遅
出
勤
務
を
希
望
す

る
前
日
ま
で
（
前
日
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
勤

務
時
間
の
割
振
り
に
関
す
る
措
置
で
す
の
で
短

期
間
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き

【
子
の
看
護
休
暇
】

子
の
看
護
休
暇
と
は
、小
学
校
就
学
の
始
期
に

達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職
員
が
、
子
の

看
護
（
負
傷
し
、
も
し
く
は
疾
病
に
か
か
っ
た

子
の
世
話
又
は
疾
病
の
予
防
を
図
る
た
め
に
必

要
な
世
話
）
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
で

す
。

Ｑ
1 

　
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、ど
の
く
ら
い
の

単
位
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ
　１
の
年
に
お
い
て
５
日
（
対
象
と
な
る
子

が
２
人
以
上
の
場
合
は
10
日
）
の
範
囲
内
で
、

１
日
又
は
１
時
間
単
位
で
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
子
の
看
護
休
暇
の
残
日
数

の
全
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
１

時
間
未
満
の
端
数
を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

Ｑ
２
　 

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
時
に
こ
の

休
暇
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ
　医
療
機
関
等
へ
の
通
院
、
病
院
で
の
付
き

添
い
や
自
宅
で
の
世
話
な
ど
を
す
る
時
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
健
康
診
断
や
予
防
接
種
を

受
け
さ
せ
る
た
め
に
付
き
添
う
場
合
も
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
３

　妻
が
家
に
い
て
子
の
看
護
が
で
き
る
場

合
で
も
、
子
の
看
護
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
は

で
き
る
の
？

Ａ
　職
員
以
外
に
子
を
看
護
す
る
こ
と
が
で
き

る
家
族
等
が
い
て
も
、
職
員
が
子
を
看
護
す
る

必
要
が
あ
り
、実
際
に
看
護
を
行
う
場
合
に
は
、

子
の
看
護
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
超
過
勤
務
の
免
除
】

超
過
勤
務
の
免
除
は
、
３
歳
に
満
た
な
い
子
を

養
育
す
る
職
員
が
、
養
育
を
す
る
た
め
に
請
求

し
た
場
合
に
、
超
過
勤
務
が
免
除
さ
れ
る
制
度

で
す
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
避
け
る
こ
と
の

で
き
な
い
事
由
に
基
づ
く
臨
時
の
勤
務
は
、
免

除
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
超
過
勤
務
の
制
限
】

超
過
勤
務
の
制
限
は
、小
学
校
就
学
の
始
期
に

達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職
員
が
、
養
育

を
す
る
た
め
に
請
求
し
た
場
合
に
、
月
24
時
間

以
内
か
つ
年
1
5
0
時
間
以
内
に
超
過
勤
務

を
制
限
す
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の

他
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由
に
基
づ
く
臨

時
の
勤
務
は
、制
限
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
深
夜
勤
務
の
制
限
】

深
夜
勤
務
の
制
限
は
、小
学
校
就
学
の
始
期
に

達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職
員
が
、
養
育

を
す
る
た
め
に
請
求
し
た
場
合
に
、
深
夜
（
午

後
10
時
か
ら
翌
日
の
午
前
５
時
ま
で
）
の
勤
務

を
制
限
す
る
制
度
で
す
。
こ
こ
で
い
う
「
深
夜

勤
務
」
に
は
、
交
替
制
勤
務
と
し
て
正
規
の
勤

務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
勤
務
の
ほ
か
、

宿
直
勤
務
、
深
夜
に
及
ぶ
超
過
勤
務
が
含
ま
れ

ま
す
。

【
早
出
遅
出
勤
務
】

早
出
遅
出
勤
務
と
は
、小
学
校
就
学
の
始
期
に

達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職
員
や
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
等
に
通
う
小
学
生
の
子
を
迎
え

又
は
送
り
に
行
く
職
員
が
、
養
育
を
す
る
た
め

に
請
求
し
た
場
合
に
、
１
日
の
勤
務
時
間
の
長

さ
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
始
業
・
終
業
の
時
刻

イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う
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そ
の
他
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を
繰
り
上
げ
又
は
繰
り
下
げ
て
勤
務
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。
職
員
は
、
各
府
省
で
あ

ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
育
児
を
行
う
職
員
の
早

出
遅
出
勤
務
の
た
め
の
勤
務
形
態
（
始
業
・
終

業
の
時
刻
）
の
中
か
ら
選
択
し
、
請
求
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

早
出
遅
出
勤
務
は
、柔
軟
な
利
用
が
可
能
で
す
。

例
え
ば
、
夫
婦
で
１
日
お
き
に
保
育
園
の
送
迎

を
分
担
す
る
た
め
「
１
日
お
き
」
に
利
用
し
た

り
、
月
曜
日
は
配
偶
者
が
休
み
の
た
め
火
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
利
用
す
る
な
ど
「
特
定
の
曜

日
の
み
」
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た

１
人
が
子
を
保
育
園
へ
送
る
た
め「
遅
出
勤
務
」

を
し
、
も
う
１
人
が
迎
え
に
行
く
た
め
「
早
出

勤
務
」を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

Ｑ
１
　
早
出
遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の
制
限
、

超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限
は
、
他
に
子
の
面
倒

を
み
て
く
れ
る
家
族
が
い
る
場
合
は
請
求
で
き

な
い
の
?

Ａ
　早
出
遅
出
勤
務
、
超
過
勤
務
の
免
除
・
制

限
の
場
合
に
は
、
配
偶
者
の
就
業
等
の
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
、
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
深
夜
勤
務
の
制
限
の
場
合
に
は
、
配
偶

者
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
配
偶
者
が
常
態
と
し
て
当
該
子
を
養
育
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

請
求
で
き
ま
せ
ん
。

①
深
夜
に
お
い
て
就
業
し
て
い
な
い
者
（
深
夜

に
お
け
る
就
業
日
数
が
１
月
に
つ
い
て
３
日
以

下
の
者
を
含
む
）で
あ
る
こ
と
。

②
負
傷
、
疾
病
又
は
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上

の
障
害
に
よ
り
請
求
に
係
る
子
を
養
育
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
者
で
な
い
こ
と
。

③ 

６
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
14
週
間
）
以

内
に
出
産
す
る
予
定
で
あ
る
者
又
は
産
後
８
週

間
を
経
過
し
な
い
者
で
な
い
こ
と
。

Ｑ
２

　夫
婦
と
も
国
家
公
務
員
の
場
合
、早
出

遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の
制
限
、
超
過
勤
務
の

免
除
・
制
限
を
、
夫
婦
が
同
じ
時
期
に
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ
　〈
早
出
遅
出
勤
務
の
場
合
〉

子
を
養
育
す
る
時
間
帯
が
重
な
っ
て
い
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
夫
婦
が
同
じ
日
に
早
出
遅
出
勤

務
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
深
夜
勤
務
の
制
限
の
場
合
〉

１
人
が
制
限
を
受
け
て
い
れ
ば
、
そ
の
者
が
常

態
と
し
て
深
夜
に
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
り
、
も
う
1
人
に
つ
い
て
は
、
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

〈
超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限
の
場
合
〉

夫
婦
が
同
じ
時
期
に
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Ｑ
３

　早
出
遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の
制
限
、

超
過
勤
務
の
免
除・制
限
を
請
求
す
る
際
に
は
、

ど
の
よ
う
な
手
続
が
必
要
な
の
?

Ａ
　そ
れ
ぞ
れ
早
出
遅
出
勤
務
請
求
書
、
深
夜

勤
務
制
限
請
求
書
、
超
過
勤
務
制
限
請
求
書
を

提
出
し
て
下
さ
い
。
そ
の
際
、
担
当
者
か
ら
出

生
届
出
済
証
明
書
等
の
証
明
書
類
の
提
出
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
提
出
期
限
や
1

回
に
請
求
で
き
る
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　

　
な
お
、
い
ず
れ
の
措
置
も
、
要
件
を
満
た
す

間
は
、何
回
で
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
早
出
遅
出
勤
務
の
場
合
〉

●
提
出
期
限
･
･
早
出
遅
出
勤
務
を
希
望
す

る
前
日
ま
で
（
前
日
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
勤

務
時
間
の
割
振
り
に
関
す
る
措
置
で
す
の
で
短

期
間
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き

【
子
の
看
護
休
暇
】

子
の
看
護
休
暇
と
は
、小
学
校
就
学
の
始
期
に

達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職
員
が
、
子
の

看
護
（
負
傷
し
、
も
し
く
は
疾
病
に
か
か
っ
た

子
の
世
話
又
は
疾
病
の
予
防
を
図
る
た
め
に
必

要
な
世
話
）
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
で

す
。

Ｑ
1 

　
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、ど
の
く
ら
い
の

単
位
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ
　１
の
年
に
お
い
て
５
日
（
対
象
と
な
る
子

が
２
人
以
上
の
場
合
は
10
日
）
の
範
囲
内
で
、

１
日
又
は
１
時
間
単
位
で
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
子
の
看
護
休
暇
の
残
日
数

の
全
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
１

時
間
未
満
の
端
数
を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

Ｑ
２
　 

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
時
に
こ
の

休
暇
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ
　医
療
機
関
等
へ
の
通
院
、
病
院
で
の
付
き

添
い
や
自
宅
で
の
世
話
な
ど
を
す
る
時
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
健
康
診
断
や
予
防
接
種
を

受
け
さ
せ
る
た
め
に
付
き
添
う
場
合
も
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
３

　妻
が
家
に
い
て
子
の
看
護
が
で
き
る
場

合
で
も
、
子
の
看
護
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
は

で
き
る
の
？

Ａ
　職
員
以
外
に
子
を
看
護
す
る
こ
と
が
で
き

る
家
族
等
が
い
て
も
、
職
員
が
子
を
看
護
す
る

必
要
が
あ
り
、実
際
に
看
護
を
行
う
場
合
に
は
、

子
の
看
護
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
超
過
勤
務
の
免
除
】

超
過
勤
務
の
免
除
は
、
３
歳
に
満
た
な
い
子
を

養
育
す
る
職
員
が
、
養
育
を
す
る
た
め
に
請
求

し
た
場
合
に
、
超
過
勤
務
が
免
除
さ
れ
る
制
度

で
す
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
避
け
る
こ
と
の

で
き
な
い
事
由
に
基
づ
く
臨
時
の
勤
務
は
、
免

除
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
超
過
勤
務
の
制
限
】

超
過
勤
務
の
制
限
は
、小
学
校
就
学
の
始
期
に

達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職
員
が
、
養
育

を
す
る
た
め
に
請
求
し
た
場
合
に
、
月
24
時
間

以
内
か
つ
年
1
5
0
時
間
以
内
に
超
過
勤
務

を
制
限
す
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の

他
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由
に
基
づ
く
臨

時
の
勤
務
は
、制
限
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
深
夜
勤
務
の
制
限
】

深
夜
勤
務
の
制
限
は
、小
学
校
就
学
の
始
期
に

達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職
員
が
、
養
育

を
す
る
た
め
に
請
求
し
た
場
合
に
、
深
夜
（
午

後
10
時
か
ら
翌
日
の
午
前
５
時
ま
で
）
の
勤
務

を
制
限
す
る
制
度
で
す
。
こ
こ
で
い
う
「
深
夜

勤
務
」
に
は
、
交
替
制
勤
務
と
し
て
正
規
の
勤

務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
勤
務
の
ほ
か
、

宿
直
勤
務
、
深
夜
に
及
ぶ
超
過
勤
務
が
含
ま
れ

ま
す
。

【
早
出
遅
出
勤
務
】

早
出
遅
出
勤
務
と
は
、小
学
校
就
学
の
始
期
に

達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職
員
や
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
等
に
通
う
小
学
生
の
子
を
迎
え

又
は
送
り
に
行
く
職
員
が
、
養
育
を
す
る
た
め

に
請
求
し
た
場
合
に
、
１
日
の
勤
務
時
間
の
長

さ
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
始
業
・
終
業
の
時
刻
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と
認
め
る
場
合
に
、
希
望
す
る
職
員
か
ら
の
申

告
を
経
て
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。
ま
た
、
育
児
を
行
う
職
員
に
つ

い
て
は
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
に
加
え
て
週
に

１
日
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

よ
り
柔
軟
な
仕
組
み
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
１

　育
児
を
行
う
職
員
と
は
、
ど
の
よ
う
な

範
囲
の
職
員
な
の
？

Ａ
　小
学
校
６
年
生
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職

員
で
す
。

Ｑ
２

　フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
よ
り
、職
員

が
希
望
す
る
時
間
帯
に
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
？

Ａ
　
勤
務
時
間
の
割
振
り
は
、
希
望
す
る
職
員

か
ら
の
申
告
を
考
慮
し
て
、
公
務
の
運
営
に
支

障
が
な
い
範
囲
で
、
各
省
各
庁
の
長
が
行
い
ま

す
。
ま
た
、
適
切
な
公
務
運
営
を
確
保
す
る
た

め
、
職
員
が
必
ず
勤
務
し
な
い
と
い
け
な
い
時

間
帯
（
コ
ア
タ
イ
ム
）
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｑ
３
　
コ
ア
タ
イ
ム
の
時
間
帯
に
自
宅
で
テ
レ

ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
は
で
き
る
の
?

Ａ
　
コ
ア
タ
イ
ム
の
時
間
帯
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
時
間
に
在
宅
勤
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
適
当

と
各
省
各
庁
の
長
が
判
断
す
る
場
合
に
は
、
当

該
時
間
帯
に
自
宅
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と

も
で
き
ま
す
（
テ
レ
ワ
ー
ク
の
手
続
の
詳
細
に

つ
い
て
は
各
府
省
が
内
規
で
規
定
）
。

【
テ
レ
ワ
ー
ク
】

Ｑ
１

　子
ど
も
が
寝
付
い
た
後
な
ど
、
夜
の
時

間
帯
に
テ
レ
ワ
ー
ク
で
勤
務
す
る
こ
と
は
で
き

る
の
？

Ａ
　
各
府
省
の
内
規
に
基
づ
き
、
テ
レ
ワ
ー
ク

に
よ
り
勤
務
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

Q
２

　テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
中
に
育
児
等
の
職

務
以
外
の
行
為
を
行
っ
て
も
い
い
の
？

Ａ
　
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
に
お
い
て
も
、
職
場
勤

務
と
同
様
に
、
勤
務
時
間
中
は
職
務
に
専
念
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
者

は
、
勤
務
時
間
中
、
職
務
に
専
念
で
き
る
よ
う

な
措
置
（
育
児
等
が
必
要
な
者
を
第
三
者
に
預

け
る
等
の
措
置
）
を
講
じ
、
職
場
勤
務
と
同
等

の
執
務
環
境
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
や
む
を
得
な
い
範
囲
内
で
ご
く
短
時
間

の
執
務
の
中
断
が
あ
っ
て
も
、
総
体
と
し
て
職

場
勤
務
と
同
等
の
勤
務
が
提
供
さ
れ
て
い
る
範

囲
内
で
あ
れ
ば
、
職
務
専
念
義
務
が
果
た
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
子
ど
も
を

病
院
や
公
園
、
習
い
事
に
連
れ
て
い
く
こ
と
、

子
ど
も
と
の
添
い
寝
な
ど
、
執
務
の
中
断
が
長

時
間
に
及
ぶ
場
合
は
、
当
該
時
間
帯
に
つ
い
て

は
、年
次
休
暇
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ず
、
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
る
べ
く
早
め
に
請
求
す
る
方
が
い
い
で
し
ょ

う
）。

●
１
回
に
請
求
で
き
る
期
間
の
上
限
･
･
あ

り
ま
せ
ん
。
必
要
な
期
間
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
深
夜
勤
務
の
制
限
の
場
合
〉

●
提
出
期
限
･
･
深
夜
勤
務
の
制
限
を
希
望

す
る
期
間
が
始
ま
る
１
か
月
前
ま
で

●
１
回
に
請
求
で
き
る
期
間
の
上
限
･
･
６

か
月
以
内
の
期
間
で
す
。
こ
の
範
囲
内
で
、
必

要
な
期
間
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限
の
場
合
〉

●
提
出
期
限
･
･
超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限

を
希
望
す
る
前
日
ま
で
（
前
日
で
も
構
い
ま
せ

ん
が
、
業
務
を
処
理
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
必
要
に
応
じ
て
、
請
求
の
あ
っ
た
日
か
ら
１

週
間
の
範
囲
内
で
、
制
限
開
始
日
が
変
更
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

●
１
回
に
請
求
で
き
る
期
間
の
上
限
･
･
１

年
以
内
の
期
間
で
す
。
1
年
以
内
で
月
を
単
位

と
し
て
、必
要
な
期
間
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
４

　早
出
遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の
制
限
、

超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限
の
要
件
を
満
た
し
て

い
て
も
請
求
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る

の
？

Ａ
　早
出
遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の
制
限
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ら
を
措
置
す
る
こ
と
で
公
務
の

運
営
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
超
過
勤
務
の

免
除
・
制
限
に
つ
い
て
は
、
請
求
し
た
職
員
の

業
務
を
処
理
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

が
著
し
く
困
難
な
場
合
に
は
、
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
請

求
後
速
や
か
に
、
文
書
で
、
支
障
の
有
無
又
は

著
し
く
困
難
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
通
知

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
早
出
遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の
制
限

に
つ
い
て
は
、
一
度
は
、
公
務
の
運
営
に
支
障

が
な
い
（
早
出
遅
出
勤
務
又
は
深
夜
勤
務
の
制

限
を
さ
せ
る
）
と
通
知
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の

後
の
状
況
の
変
化
で
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が

あ
る
（
早
出
遅
出
勤
務
又
は
深
夜
勤
務
の
制
限

を
認
め
ら
れ
な
い
）
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
支
障
が
あ
る
と
さ
れ
る
日

の
前
日
ま
で
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
５

　単
身
赴
任
で
子
ど
も
と
別
居
す
る
こ
と

に
な
っ
た
ら
、
早
出
遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の

制
限
、
超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限
は
終
了
し
て

し
ま
う
の
？

Ａ
　育
児
の
実
態
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。こ
の
場
合
に
は
、

育
児
の
状
況
変
更
届
を
遅
滞
な
く
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
育
児
を
行
う
職
員
が
深
夜
勤
務

の
制
限
を
利
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
職
員
の

配
偶
者
で
当
該
請
求
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
子

の
親
で
あ
る
も
の
が
、
深
夜
に
お
い
て
常
態
と

し
て
そ
の
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
場
合
に
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

Ｑ
６
　
早
出
遅
出
勤
務
し
な
が
ら
、深
夜
勤
務

の
制
限
、
超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ
　そ
れ
ぞ
れ
の
措
置
に
つ
い
て
の
要
件
を
満

た
す
限
り
、
早
出
遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の
制

限
、
超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限
を
同
時
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
】

公
務
に
お
け
る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
と
は
、

各
省
各
庁
の
長
が
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い

イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う
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と
認
め
る
場
合
に
、
希
望
す
る
職
員
か
ら
の
申

告
を
経
て
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。
ま
た
、
育
児
を
行
う
職
員
に
つ

い
て
は
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
に
加
え
て
週
に

１
日
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

よ
り
柔
軟
な
仕
組
み
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
１

　育
児
を
行
う
職
員
と
は
、
ど
の
よ
う
な

範
囲
の
職
員
な
の
？

Ａ
　小
学
校
６
年
生
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職

員
で
す
。

Ｑ
２

　フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
よ
り
、職
員

が
希
望
す
る
時
間
帯
に
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
？

Ａ
　
勤
務
時
間
の
割
振
り
は
、
希
望
す
る
職
員

か
ら
の
申
告
を
考
慮
し
て
、
公
務
の
運
営
に
支

障
が
な
い
範
囲
で
、
各
省
各
庁
の
長
が
行
い
ま

す
。
ま
た
、
適
切
な
公
務
運
営
を
確
保
す
る
た

め
、
職
員
が
必
ず
勤
務
し
な
い
と
い
け
な
い
時

間
帯
（
コ
ア
タ
イ
ム
）
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｑ
３
　
コ
ア
タ
イ
ム
の
時
間
帯
に
自
宅
で
テ
レ

ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
は
で
き
る
の
?

Ａ
　
コ
ア
タ
イ
ム
の
時
間
帯
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
時
間
に
在
宅
勤
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
適
当

と
各
省
各
庁
の
長
が
判
断
す
る
場
合
に
は
、
当

該
時
間
帯
に
自
宅
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と

も
で
き
ま
す
（
テ
レ
ワ
ー
ク
の
手
続
の
詳
細
に

つ
い
て
は
各
府
省
が
内
規
で
規
定
）
。

【
テ
レ
ワ
ー
ク
】

Ｑ
１

　子
ど
も
が
寝
付
い
た
後
な
ど
、
夜
の
時

間
帯
に
テ
レ
ワ
ー
ク
で
勤
務
す
る
こ
と
は
で
き

る
の
？

Ａ
　
各
府
省
の
内
規
に
基
づ
き
、
テ
レ
ワ
ー
ク

に
よ
り
勤
務
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

Q
２

　テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
中
に
育
児
等
の
職

務
以
外
の
行
為
を
行
っ
て
も
い
い
の
？

Ａ
　
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
に
お
い
て
も
、
職
場
勤

務
と
同
様
に
、
勤
務
時
間
中
は
職
務
に
専
念
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
者

は
、
勤
務
時
間
中
、
職
務
に
専
念
で
き
る
よ
う

な
措
置
（
育
児
等
が
必
要
な
者
を
第
三
者
に
預

け
る
等
の
措
置
）
を
講
じ
、
職
場
勤
務
と
同
等

の
執
務
環
境
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
や
む
を
得
な
い
範
囲
内
で
ご
く
短
時
間

の
執
務
の
中
断
が
あ
っ
て
も
、
総
体
と
し
て
職

場
勤
務
と
同
等
の
勤
務
が
提
供
さ
れ
て
い
る
範

囲
内
で
あ
れ
ば
、
職
務
専
念
義
務
が
果
た
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
子
ど
も
を

病
院
や
公
園
、
習
い
事
に
連
れ
て
い
く
こ
と
、

子
ど
も
と
の
添
い
寝
な
ど
、
執
務
の
中
断
が
長

時
間
に
及
ぶ
場
合
は
、
当
該
時
間
帯
に
つ
い
て

は
、年
次
休
暇
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ず
、
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
る
べ
く
早
め
に
請
求
す
る
方
が
い
い
で
し
ょ

う
）。

●
１
回
に
請
求
で
き
る
期
間
の
上
限
･
･
あ

り
ま
せ
ん
。
必
要
な
期
間
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
深
夜
勤
務
の
制
限
の
場
合
〉

●
提
出
期
限
･
･
深
夜
勤
務
の
制
限
を
希
望

す
る
期
間
が
始
ま
る
１
か
月
前
ま
で

●
１
回
に
請
求
で
き
る
期
間
の
上
限
･
･
６

か
月
以
内
の
期
間
で
す
。
こ
の
範
囲
内
で
、
必

要
な
期
間
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限
の
場
合
〉

●
提
出
期
限
･
･
超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限

を
希
望
す
る
前
日
ま
で
（
前
日
で
も
構
い
ま
せ

ん
が
、
業
務
を
処
理
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
必
要
に
応
じ
て
、
請
求
の
あ
っ
た
日
か
ら
１

週
間
の
範
囲
内
で
、
制
限
開
始
日
が
変
更
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

●
１
回
に
請
求
で
き
る
期
間
の
上
限
･
･
１

年
以
内
の
期
間
で
す
。
1
年
以
内
で
月
を
単
位

と
し
て
、必
要
な
期
間
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
４

　早
出
遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の
制
限
、

超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限
の
要
件
を
満
た
し
て

い
て
も
請
求
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る

の
？

Ａ
　早
出
遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の
制
限
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ら
を
措
置
す
る
こ
と
で
公
務
の

運
営
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
超
過
勤
務
の

免
除
・
制
限
に
つ
い
て
は
、
請
求
し
た
職
員
の

業
務
を
処
理
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

が
著
し
く
困
難
な
場
合
に
は
、
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
請

求
後
速
や
か
に
、
文
書
で
、
支
障
の
有
無
又
は

著
し
く
困
難
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
通
知

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
早
出
遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の
制
限

に
つ
い
て
は
、
一
度
は
、
公
務
の
運
営
に
支
障

が
な
い
（
早
出
遅
出
勤
務
又
は
深
夜
勤
務
の
制

限
を
さ
せ
る
）
と
通
知
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の

後
の
状
況
の
変
化
で
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が

あ
る
（
早
出
遅
出
勤
務
又
は
深
夜
勤
務
の
制
限

を
認
め
ら
れ
な
い
）
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
支
障
が
あ
る
と
さ
れ
る
日

の
前
日
ま
で
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
５

　単
身
赴
任
で
子
ど
も
と
別
居
す
る
こ
と

に
な
っ
た
ら
、
早
出
遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の

制
限
、
超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限
は
終
了
し
て

し
ま
う
の
？

Ａ
　育
児
の
実
態
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。こ
の
場
合
に
は
、

育
児
の
状
況
変
更
届
を
遅
滞
な
く
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
育
児
を
行
う
職
員
が
深
夜
勤
務

の
制
限
を
利
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
職
員
の

配
偶
者
で
当
該
請
求
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
子

の
親
で
あ
る
も
の
が
、
深
夜
に
お
い
て
常
態
と

し
て
そ
の
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
場
合
に
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

Ｑ
６
　
早
出
遅
出
勤
務
し
な
が
ら
、深
夜
勤
務

の
制
限
、
超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ
　そ
れ
ぞ
れ
の
措
置
に
つ
い
て
の
要
件
を
満

た
す
限
り
、
早
出
遅
出
勤
務
、
深
夜
勤
務
の
制

限
、
超
過
勤
務
の
免
除
・
制
限
を
同
時
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
】

公
務
に
お
け
る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
と
は
、

各
省
各
庁
の
長
が
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
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必
須
の
手
続
は
3
つ
！

タ
ス
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
よ
う

出生後
ToDoリスト

赤ちゃんが生まれた喜びもつかの間、パパは手続に追われて大忙しに！
出生後に必要な手続をご紹介します。

生 まれてスグ
3 3

の 手 続 、こん な に あ るの？

基本の手続に必要なもの　　　

口 座 情 報 　  母 子 手 帳
印 鑑 　 　 　  個 人 番 号

!! ママは出産直後のた
め、出生届の提出は
パパにとって最初の
重要任務です！

病
院
ま
た
は
産
院
の
記
入
が
必
要

point!

出
生
届

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
の
決
定

point!

母
子
手
帳
が
必
要

point!

子
の

共
済
加
入

組
合
員
証

2
週
間
健
診
や
1
か
月
健
診
で
必
要

point!
乳
幼
児
医
療
費
助
成

2
週
間
健
診
や
1
か
月
健
診
で
必
要

point!

出
産
費

家
族
出
産
費

家
族
出
産
費
附
加
金
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赤
ち
ゃ
ん
の
出
生
後
に
必
要
な
手
続
は
、

「
出
生
届
」「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
」「
児
童
手

当
」
で
す
。
出
生
届
は
、
病
院
や
産
院
で
用

意
し
て
あ
る
も
の
を
使
う
の
が
一
般
的
で
、

病
院
側
の
記
入
を
得
て
か
ら
の
申
請
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
出
生
届
と
乳
幼
児
医
療
費
助

成
の
手
続
に
は
母
子
手
帳
が
必
要
で
す
が
、

入
院
中
は
マ
マ
も
病
院
で
必
要
に
な
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
い
つ
な
ら
持
ち
出
せ
る
か
を

確
認
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。他
に
も
、

個
人
番
号
や
口
座
情
報
、
印
鑑
な
ど
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
家
族
で
あ
っ
て
も
病

院
へ
の
出
入
り
が
制
限
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
手
続
に
つ
い
て
の
確
認
を
夫
婦
で
気
軽

に
で
き
な
い
状
況
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
産

前
に
一
緒
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
と
ス
ム
ー

ズ
で
す
。
い
つ
、
ど
こ
に
、
ど
の
書
類
の
提

出
が
必
要
な
の
か
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
事

前
に
入
手
可
能
な
書
類
は
入
手
し
、
記
入
で

き
る
欄
に
記
入
し
て
お
く
な
ど
、
で
き
る
こ

と
を
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

必
須
の
手
続
は
3
つ
！

タ
ス
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
よ
う

基本の手続に必要なもの　　　

口 座 情 報 　  母 子 手 帳
印 鑑 　 　 　  個 人 番 号

!!

３
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
旨
の
申
出
書

●上表は夫が子を扶養する場合を想定しています。夫婦共働きの場合は夫婦のどちらが
　子を扶養するのかを話し合っておきましょう。
●妻が会社員等で妻が子を扶養する場合は、妻の会社等の担当者に確認しましょう。

※紹介している制度は2021年3月現在のものです。

point!

出
産
費

家
族
出
産
費

家
族
出
産
費
附
加
金

病
院
ま
た
は
産
院
の
記
入
が
必
要

point!

児
童
手
当事

実
が
生
じ
た
日
か
ら
15
日
以
内
に

point!

共
働
き
の
場
合
は
夫
婦
の
う
ち
年
収
が
高
い
ほ
う
が
申
請

point!

扶
養
手
当

妻
が
す
で
に
扶
養
を
受
け
て
い
る
場
合
も
届
け
が
必
要

point!

イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う
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こ
れ
が
な
い
と
始
ま
ら
な
い

各
自
治
体
に
よ
る
助
成
制
度

公
務
員
は
勤
務
先
へ
申
請

出
生
届

乳
幼
児
医
療
費
助
成

共
済
組
合
か
ら
支
給
さ
れ
る

出
産
費
、
出
産
費
附
加
金

／
家
族
出
産
費
、
家
族
出

産
費
附
加
金

児
童
手
当

市区町村へ

勤務先の各所属庁へ

◉
母
子
健
康
手
帳

◉
届
出
人
の
印
鑑

届出に
必要なもの前

述
の
通
り
、
出
生
届
は
病
院
や
産
院
に

用
意
し
て
あ
り
、出
産
に
立
ち
会
っ
た
医
師
や

助
産
師
等
が
記
入
す
る
欄
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
病
院
で
受
け
取
り
、
子
の
出
生
地
・
本

籍
地
、
又
は
届
出
人
の
居
住
地
の
市
役
所
、
区

役
所
又
は
町
村
役
場
に
提
出
し
ま
す
。
提
出

期
限
の
14
日
以
内
に
は
、
生
ま
れ
た
日
も
１

日
と
し
て
含
ま
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
届
出
用
紙
の
入
手
場
所

病
院
や
産
院
、
市
役
所
、
区
役
所
、
町
村
役

場※
市
区
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
場
合
も
あ
る

提
出
期
限

出
生
の
日
か
ら
14
日
以
内
に

◉
医
療
費
助
成
申
請
書

◉
子
ど
も
の
共
済
組
合
員
証

   

又
は
健
康
保
険
証

◉
母
子
手
帳

◉
届
出
人
の
印
鑑

届出に
必要なもの子

ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、
子
ど
も

が
医
療
機
関
で
治
療
や
診
察
を
受
け
た
費
用

の
一
部
、
ま
た
は
全
額
を
自
治
体
が
助
成
す

る
制
度
で
す
。
全
国
の
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ

実
施
し
て
い
る
た
め
、
対
象
年
齢
や
助
成
さ

れ
る
金
額
、
助
成
を
受
け
る
際
の
方
法
も
各

自
治
体
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。受
給
資
格
は
、

そ
の
子
が
健
康
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

◆
届
出
用
紙
の
入
手
場
所

市
役
所
、
区
役
所
、
町
村
役
場
等

※
市
区
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
場
合
も
あ
る

申
請
期
限

申
請
日
か
ら
の
受
給
資
格
に
な
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
出
生
後
、
早
め
の
申
請
が

望
ま
し
い
。

◉
児
童
手
当
・
特
例
給
付
認
定

請
求
書

申請に
必要なもの申

請
期
限

事
実
が
生
じ
た
日
か
ら
15
日
以
内
に

※
妻
が
健
康
保
険
加
入
の
場
合

出
産
育
児
一
時
金
の
場
合
は
、妻
の
勤
務

先
に
確
認
し
ま
す
。

国
家
公
務
員
の
場
合
は
、
勤
務
先
か
ら
児

童
手
当
が
支
給
さ
れ
る
た
め
、
勤
務
先
に
認

定
請
求
書
を
提
出
し
ま
す
。
申
請
が
事
実
が

生
じ
た
日
か
ら
15
日
を
経
過
し
た
場
合
、
原

則
、
遅
れ
た
月
分
の
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
（
例
え
ば
、
３
月
20
日
生
ま
れ
で
３

月
29
日
に
申
請
し
た
場
合
、
４
月
分
よ
り
支

給
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
４
月
10
日
に
申
請
し

た
場
合
、
事
実
が
生
じ
た
日
か
ら
15
日
を
経

過
し
て
い
る
た
め
、
申
請
日
の
翌
月
で
あ
る

５
月
か
ら
支
給
開
始
と
な
り
ま
す
）
。
な
お
、

共
働
き
の
場
合
な
ど
所
得
制
限
等
の
状
況
も

含
め
、
各
所
属
庁
に
確
認
が
必
要
で
す
。

◆
届
出
用
紙
の
入
手
場
所

本
人
の
申
し
出
に
よ
り
、
各
所
属
庁
よ
り
配

布
さ
れ
る
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共
済
組
合
か
ら
支
給
さ
れ
る

出
産
費
、
出
産
費
附
加
金

／
家
族
出
産
費
、
家
族
出

産
費
附
加
金

前
述
の
通
り
、
出
生
届
は
病
院
や
産
院
に

用
意
し
て
あ
り
、出
産
に
立
ち
会
っ
た
医
師
や

助
産
師
等
が
記
入
す
る
欄
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
病
院
で
受
け
取
り
、
子
の
出
生
地
・
本

籍
地
、
又
は
届
出
人
の
居
住
地
の
市
役
所
、
区

役
所
又
は
町
村
役
場
に
提
出
し
ま
す
。
提
出

期
限
の
14
日
以
内
に
は
、
生
ま
れ
た
日
も
１

日
と
し
て
含
ま
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
届
出
用
紙
の
入
手
場
所

病
院
や
産
院
、
市
役
所
、
区
役
所
、
町
村
役

場※
市
区
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
場
合
も
あ
る

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、
子
ど
も

が
医
療
機
関
で
治
療
や
診
察
を
受
け
た
費
用

の
一
部
、
ま
た
は
全
額
を
自
治
体
が
助
成
す

る
制
度
で
す
。
全
国
の
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ

実
施
し
て
い
る
た
め
、
対
象
年
齢
や
助
成
さ

れ
る
金
額
、
助
成
を
受
け
る
際
の
方
法
も
各

自
治
体
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。受
給
資
格
は
、

そ
の
子
が
健
康
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

◆
届
出
用
紙
の
入
手
場
所

市
役
所
、
区
役
所
、
町
村
役
場
等

※
市
区
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
場
合
も
あ
る

共
済
組
合
員
証
を
取
得
す
る
場
合
は
、
被

扶
養
者
申
告
書
と
個
人
番
号
登
録
変
更
届
の

申
請
が
必
要
で
す
。

出
生
後
す
み
や
か
に
申
請
を

組
合
員
証

◉
被
扶
養
者
申
告
書
、

   

個
人
番
号
登
録
変
更
届

申請に
必要なもの申

請
期
限

出
生
後
す
み
や
か
に
申
請
す
る
の
が
望
ま
し
い

組
合
員
が
出
産
し
た
時
は
出
産
費
、
出
産

費
附
加
金
、被
扶
養
者
で
あ
る
家
族
が
出
産

し
た
時
は
家
族
出
産
費
、家
族
出
産
費
附
加

金
が
共
済
組
合
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
給
付

の
対
象
等
の
詳
細
は
各
所
属
庁
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

出
産
費
の
請
求
及
び
受
給
方
法
は
、
次
の

3
種
類
の
う
ち
1
つ
を
任
意
で
選
択
で
き
ま

す
。直
接
支
払
制
度
の
場
合
は
直
接
支
払
制

度
の
同
意
書
を
医
療
機
関
に
提
出
し
ま
す
。

受
取
代
理
制
度
の
場
合
は
出
産
予
定
日
の
２

か
月
前
以
降
に
、組
合
員
が
共
済
組
合
に
事

前
申
請
を
行
い
ま
す
。現
金
給
付
の
場
合
は
、

退
院
後
に
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、共
済
組

合
に
対
し
て
申
請
手
続
を
行
い
ま
す
。

〈
配
偶
者
が
被
扶
養
者
で
あ
る
場
合
〉

◉
家
族
出
産
費
請
求
書

◉
家
族
出
産
費
附
加
金
請
求
書

申請に
必要なもの

※
妻
が
健
康
保
険
加
入
の
場
合

出
産
育
児
一
時
金
の
場
合
は
、妻
の
勤
務

先
に
確
認
し
ま
す
。

この他にも、育児休業の期間が暦
上の１か月と完全に重なる場合な
ど、通勤手当の返納等の手続が
必要となるので、なるべく早く各
所属庁担当者に相談しましょう。
また、給与控除されている住民税
等の納税方法や共済掛け金※に
ついても確認しましょう。
さまざまな手続に思いがけず時
間がかかり、大切な育児の時間
を削がれてしまうことのないよう、
事前にしっかりと確認・計画し、
家族とも相談しておくことが肝心
です。

ここに注意！
!!

※詳しくはP.21のQ8

申
請
期
限

事
実
が
生
じ
た
日
か
ら
15
日
以
内
に

扶
養
親
族
の
あ
る
職
員
に
は
扶
養
手
当
が

支
給
さ
れ
る
た
め
、
勤
務
先
に
扶
養
親
族
届

を
提
出
し
ま
す
。
扶
養
手
当
の
詳
細
は
各
所

属
庁
の
担
当
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
が
事
実
を
生
じ
た
日
か
ら
15
日
を
経
過
し

た
場
合
、
原
則
、
遅
れ
た
月
分
の
扶
養
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
（
例
え
ば
、
３
月
20
日
生
ま

れ
で
３
月
29
日
に
申
請
し
た
場
合
、
４
月
分

よ
り
支
給
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
４
月
10
日
に

申
請
し
た
場
合
、
事
実
が
生
じ
た
日
か
ら
15

日
を
経
過
し
て
い
る
た
め
、
申
請
日
の
翌
月

で
あ
る
５
月
か
ら
支
給
開
始
と
な
り
ま
す
）
。

扶
養
親
族
の
あ
る
職
員
に
支
給

扶
養
手
当

◉
扶
養
親
族
届

※
送
付
書
類
は
用
紙
を
も
ら
う
時
に

　
一
緒
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申請に
必要なもの 国

家
公
務
員
の
場
合
は
、
勤
務
先
か
ら
児

童
手
当
が
支
給
さ
れ
る
た
め
、
勤
務
先
に
認

定
請
求
書
を
提
出
し
ま
す
。
申
請
が
事
実
が

生
じ
た
日
か
ら
15
日
を
経
過
し
た
場
合
、
原

則
、
遅
れ
た
月
分
の
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
（
例
え
ば
、
３
月
20
日
生
ま
れ
で
３

月
29
日
に
申
請
し
た
場
合
、
４
月
分
よ
り
支

給
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
４
月
10
日
に
申
請
し

た
場
合
、
事
実
が
生
じ
た
日
か
ら
15
日
を
経

過
し
て
い
る
た
め
、
申
請
日
の
翌
月
で
あ
る

５
月
か
ら
支
給
開
始
と
な
り
ま
す
）
。
な
お
、

共
働
き
の
場
合
な
ど
所
得
制
限
等
の
状
況
も

含
め
、
各
所
属
庁
に
確
認
が
必
要
で
す
。

◆
届
出
用
紙
の
入
手
場
所

本
人
の
申
し
出
に
よ
り
、
各
所
属
庁
よ
り
配

布
さ
れ
るイ

ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う
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防
衛
省

防
衛
省
・
自
衛
隊
に
お
い
て
、
女

性
職
員
の
活
躍
促
進
、
男
性
職
員
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
観

点
か
ら
も
、
男
性
の
家
庭
生
活
へ
の

参
画
は
不
可
欠
で
あ
り
、
男
性
職
員

や
管
理
職
員
の
意
識
啓
発
等
が
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
、防
衛
省
で
は『
両

立
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
、

毎
年
更
新
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
職
員
に
制
度
を
周
知
す
る
た

め
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー（
ワ
ラ
ビ
ー
ち
ゃ

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
し

柔
軟
で
多
様
な
勤
務
を

可
能
と
す
る

ん
）
を
利
用
し
て
親
し
み
や
す
い
冊

子
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ

ル
マ
ガ
（
ワ
ラ
ビ
ー
通
信
）
を
活
用

し
て
情
報
発
信
す
る
な
ど
、
様
々
な

な
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
幹

部
職
員
に
は
、
管
理
職
向
け
の
講
演

会
等
を
通
じ
て
、
男
性
職
員
の
育
児

休
暇
・
休
業
に
つ
い
て
は
幹
部
・
管

理
職
が
率
先
し
て
取
得
を
勧
奨
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

防
衛
省
独
自
の
取
組
と
し
て
、
災

害
派
遣
な
ど
の
緊
急
登
庁
時
に
お
い

て
、
他
に
預
け
先
が
な
く
、
子
ど
も

を
帯
同
し
て
登
庁
せ
ざ
る
を
得
な
い

隊
員
に
つ
い
て
、
自
衛
隊
の
駐
屯
地

な
ど
で
子
ど
も
を
一
時
的
に
預
か
る

「
緊
急
登
庁
支
援
」
の
施
策
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。

Child Care 7（チャイルドケアセブン）　　　

ま
た
、
災
害
派
遣
や
夜
間
勤
務
な

ど
、
不
規
則
な
勤
務
態
勢
で
あ
る
自

衛
隊
の
特
性
に
合
っ
た
保
育
の
場

を
確
保
し
、
子
育
て
を
す
る
隊
員
が

任
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
全
国
８

か
所
に
託
児
施
設
を
整
備
し
て
い
ま

す
。特

に
自
衛
官
は
任
務
に
対
す
る

使
命
感
が
強
い
た
め
、
と
も
す
れ
ば

私
生
活
が
二
の
次
に
な
っ
て
し
ま

い
が
ち
。
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
面
談
を
行

い
、
早
め
に
上
司
に
相
談
す
る
こ
と

で
業
務
分
担
は
可
能
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
育
休
取
得
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
は
影
響
が
出
な
い
こ
と

を
指
導
し
、
安
心
し
て
育
児
に
伴
う

休
暇
・
休
業
を
取
得
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

防衛省人事教育局人事計画・補任課
ワークライフバランス推進企画室長

緑川 桂子さん

育休取得職員を支える
職場の取組

男性職員の育児休業等取得促進や育児をしやすい職場づくりを目的として、
各職場では様々な取組を実施。ここでは防衛省と内閣人事局の取組を紹介します。

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

頻
繁
な
情
報
発
信
と
細
か
な
工
夫
で

イクボス
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防衛省は職員数が多く、デスクワー
クのみならず全 国 様々な場所で活
動するため、取 得 促 進 方 針を周知
徹底することが難しいところがあり
ます。そこでハンドブックやリーフ
レットを作成するだけでなく、掲示
場所にも工夫を凝らしています。例
えば、防 衛 省 本 省がある市ヶ谷庁
舎では、必ず目にすることが期待さ
れる男性トイレに掲示するアイデア
で認知度を高め、浸透していくこと
を狙いとしています。

防衛省では妻の産前産後期間中に男性職員が取得できる特別休暇「男の産
休」を「Child Care 7」とネーミング。配偶者の出産休暇２日間と育児参加の
ための特別休暇５日間の合計７日間を100％取得することを目標にしていま
す。職員たちが覚えやすい Child Care 7とネーミングすることで、認知度が
アップし、取得率も高まっています。Child Care 7は特別休暇のため給与に
影響がなく、時間単位に分割して取得できることなども周知しています。取
得実績も好調です。

防衛省人事教育局では「働き方改革」「育児・介護等と両
立して活躍できるための改革」「女性職員の活躍推進のた
めの改革」を促 進するため、ワラビー通信局を設置。毎
月定期的にメルマガを発信し、ワークライフバランスに関
する有益な情報や取 組事例を紹介しています。親しみや
すくわかりやすい形で情報提供するために、「Work Life 
Balance」の頭文字をとったワラビーちゃんというキャラク
ターを活用しています。職員にも人気です。

防
衛
省
・
自
衛
隊
に
お
い
て
、
女

性
職
員
の
活
躍
促
進
、
男
性
職
員
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
観

点
か
ら
も
、
男
性
の
家
庭
生
活
へ
の

参
画
は
不
可
欠
で
あ
り
、
男
性
職
員

や
管
理
職
員
の
意
識
啓
発
等
が
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
、防
衛
省
で
は『
両

立
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
、

毎
年
更
新
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
職
員
に
制
度
を
周
知
す
る
た

め
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー（
ワ
ラ
ビ
ー
ち
ゃ

1

2

3

ん
）
を
利
用
し
て
親
し
み
や
す
い
冊

子
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ

ル
マ
ガ
（
ワ
ラ
ビ
ー
通
信
）
を
活
用

し
て
情
報
発
信
す
る
な
ど
、
様
々
な

な
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
幹

部
職
員
に
は
、
管
理
職
向
け
の
講
演

会
等
を
通
じ
て
、
男
性
職
員
の
育
児

休
暇
・
休
業
に
つ
い
て
は
幹
部
・
管

理
職
が
率
先
し
て
取
得
を
勧
奨
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

防
衛
省
独
自
の
取
組
と
し
て
、
災

害
派
遣
な
ど
の
緊
急
登
庁
時
に
お
い

て
、
他
に
預
け
先
が
な
く
、
子
ど
も

を
帯
同
し
て
登
庁
せ
ざ
る
を
得
な
い

隊
員
に
つ
い
て
、
自
衛
隊
の
駐
屯
地

な
ど
で
子
ど
も
を
一
時
的
に
預
か
る

「
緊
急
登
庁
支
援
」
の
施
策
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。

「国家公務員の男性職員による育児に伴う休暇・休業
の取得促進に関する方針」の掲示

Child Care 7（チャイルドケアセブン）　　　

メルマガ「ワラビー通信」　　　 　　　　　　　　

ま
た
、
災
害
派
遣
や
夜
間
勤
務
な

ど
、
不
規
則
な
勤
務
態
勢
で
あ
る
自

衛
隊
の
特
性
に
合
っ
た
保
育
の
場

を
確
保
し
、
子
育
て
を
す
る
隊
員
が

任
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
全
国
８

か
所
に
託
児
施
設
を
整
備
し
て
い
ま

す
。特

に
自
衛
官
は
任
務
に
対
す
る

使
命
感
が
強
い
た
め
、
と
も
す
れ
ば

私
生
活
が
二
の
次
に
な
っ
て
し
ま

い
が
ち
。
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
面
談
を
行

い
、
早
め
に
上
司
に
相
談
す
る
こ
と

で
業
務
分
担
は
可
能
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
育
休
取
得
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
は
影
響
が
出
な
い
こ
と

を
指
導
し
、
安
心
し
て
育
児
に
伴
う

休
暇
・
休
業
を
取
得
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

市ヶ谷庁舎内の男子
トイレでの掲示

イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う
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霞が関のパパたち写真展　　　　　　

育
児
休
業
の
た
め
の
計
画
を
立
て
ま

し
た
。

　

上
司
・
部
下
と
と
も
に
、
業
務
の

繁
閑
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
自
分
が

不
在
の
間
に
は
部
下
が
中
心
と
な
っ

て
仕
事
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
全
体
の

業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
前
倒
し
、
簡

略
化
す
る
な
ど
の
調
整
を
行
い
ま

し
た
。
私
自
身
が
休
暇
・
休
業
制
度

の
担
当
で
あ
り
、
収
入
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
作
成
し
た
こ
と
も

あ
り
、
正
し
い
制
度
理
解
の
も
と
、

収
入
面
の
不
安
も
取
り
除
か
れ
、
安

心
し
て
取
得
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
が
取
得
し
た
経
験
か
ら
同
僚

や
後
輩
に
は
必
ず
育
児
休
業
を
取
る

よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
。
取
得
促
進

方
針
が
定
め
ら
れ
、
育
児
休
業
取
得

は〝
当
た
り
前
〞に
な
り
ま
し
た
。
取

得
す
る
か
否
か
で
悩
む
の
で
は
な

く
、
ど
の
よ
う
な
取
り
方
が
家
族
に

と
っ
て
望
ま
し
い
か
を
考
え
、
そ
の

取
り
方
と
業
務
を
両
立
さ
せ
る
方
法

を
考
え
、
ど
の
よ
う
な
業
務
上
の
工

夫
に
よ
り
、
い
か
に
そ
れ
を
実
現
さ

せ
る
か
を
具
体
的
に
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
だ

と
思
い
ま
す
。

平林さんの
育休体験記は
こちらで読めます

⬇

内
閣
官
房

内
閣
人
事
局

イクメ
ン・イクボス

内閣官房内閣人事局
内閣参事官

櫻井美香さん

イクボス

男
性
の
育
児
参
画
を
促
進
す
る

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
、

社
会
を
実
現
す
る
た
め

内閣官房内閣人事局　参事官補佐

平林 孝太さん

イクメン

育
児
休
業
の
取
得
に
よ
っ
て

家
族
の
育
児
ス
タ
イ
ル
を

具
体
的
に
考
え
ら
れ
る

　

私
の
場
合
、
妻
の
出
産
か
ら
男
の

産
休
と
年
休
で
２
週
間
、
職
場
復
帰

し
た
後
、
里
帰
り
を
終
え
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
３
週
間
の
育
児
休
業
を
取
得

し
ま
し
た
。
安
定
期
に
入
っ
た
段
階

で
職
場
に
報
告
。「
出
産
後
の
休
み

方
・
家
族
と
の
過
ご
し
方
の〝
希
望
〞

を
考
え
て
み
て
」と
上
司
に
言
わ
れ
、

内
閣
人
事
局
で
２
０
２
０
年
７
月
に
男

の
産
休
、
9
月
に
育
児
休
業
を
取
得
し

た
平
林
さ
ん
。
そ
の
際
の
職
場
へ
の
報

告
や
引
継
き
な
ど
の
振
り
返
り
と
、
職

場
で
の
取
組
に
つ
い
て
上
司
で
あ
る
櫻

井
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

内
閣
人
事
局
は
国
家
公
務
員
全
体
の
男

性
職
員
の
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
の
取

得
を
促
進
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
か
ら
「
男
の
産
休
」
制
度
を
定

め
、
令
和
元
年
よ
り
取
得
促
進
方
針
を
策

定
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
４
月
か

ら
６
月
に
子
が
産
ま
れ
た
男
性
職
員
の
ほ

ぼ
１
０
０
％
が
取
得
計
画
を
立
て
、
実
行

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

取
得
計
画
は
本
人
の
意
向
に
基
づ
き
、

上
司
が
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
家
族
の
意
向
や
心
配
事
に
つ

い
て
面
談
シ
ー
ト
な
ど
を
用
い
て
把
握
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

事
前
に
業
務
分
担
の
見
直
し
な
ど
の
環
境

整
備
を
行
い
、
取
得
期
間
中
の
円
滑
な
業

務
運
営
を
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
管
理

職
員
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
積
み

重
ね
が
組
織
や
社
会
の
雰
囲
気
を
変
え
て

い
く
第
一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
の
取
得
は

個
人
の
要
望
で
は
な
く

国
家
公
務
員
組
織
と
し
て
の
責
任

パ
パ
も
マ
マ
も
上
司
も

部
下
も
同
僚
た
ち
も

パ
パ
も
マ
マ
も
上
司
も

部
下
も
同
僚
た
ち
も

み
ん
な
が
ワ
ン
チ
ー
ム
で

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
こ
う
！

み
ん
な
が
ワ
ン
チ
ー
ム
で

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
こ
う
！

A2 サイズ　420×594mm

職場が成長
するチャンス
取得に向けた環境整備
を通じて業務見直しや
チームマネジメントが
浸透。上司や同僚の皆
さんにとっても働きや
すい職場に。

みんなの力で
社会を変える
「隗より始めよ」。
私たち国家公務員が
率先し、同僚パパた
ちを支える職場をつ
くり、社会を大きく
変えましょう。

パパになるとわかったら まずは上司に報告しよう！まずは上司に報告しよう！

育児に伴う休暇・休業 男性職員による育児に伴う休暇・休業の取得促進について（内閣人事局ＨＰ）
http://www.cas.go.jp/jp/gaiyou/jimu/jinjikyoku/male_childcare/index.html内閣官房内閣人事局

子供が生まれた全て
の男性職員が「男の
産休（特別休暇）」
や育児休業等を合計
「１か月以上」取得
することを目指しま
しょう。

育児に伴う休暇・休業
を１か月以上取得

パパ本人と上司は必ず、そして同僚、部下もこの取組について知っておきましょう。詳しくは右のQRコードにアクセス！

円 円

円 円

円 円

円

円 円

円 円

期
末
勤
勉

標準報酬月額（短期考

諸手当額
（超過勤家手当等、通勤手当を除く考

社会保険料額

俸給支給額

超過勤家手当等額

期末手当支給額
（社会保険料等控除前考

勤勉手当支給額
（社会保険料等控除前考

期末・勤勉手当支給時
の社会保険料額

所得税額

2020/4/1 2020/4/30

所得税額

最長で子の３歳の誕生日の前日まで【注】

育
休 取得回数

取得可能期間

給与（俸給及び諸手当考
休業期間中は無給（俸給及び一部手当は、月途中での休業開始又は復職の場合、日割
計算考

育児休業手当金（共済考

社会保険料

期末・勤勉手当

退職手当

子の１歳（パパママ育休プラス適用の場合は１歳２か月、保育所に入所できない場合
等は最長２歳考の誕生日の前日まで、標準報酬日額の50％（休業期間が180日に達
するまでの期間については67％（国家国家員共済組合法第68条の2第3項の規定に
より雇用保険給付相当額が上限考考を支給

申出により、休業期間中は免除

基準日（６月１日又は12月１日考以前６か月以内に勤家した期間がある場合に、そ
の期間に応じて支給（期末手当は休業期間を２分の１除算。勤勉手当は休業期間を全
期間除算。ただし、休業の承認期間が１か月以下の場合には、除算なし。考

１人の子につき１回（出生から57日以内に育休を取得するいわゆる「産後パパ育
休」は含まない考。ただし、請求当初から育児休業等計画書により申し出た場合に
は、最初の育休終了後から３か月以上経過した期間に再度取得可能

全日を勤家しなかった月（休職月等考を対象に、その２分の１（子の１歳の誕生日の
前日の属する月までの期間は３分の１考の月数を勤続期間から除算

通勤手当 月の初日が休業期間中の場合、当該月に係る分は不支給

育休終了年月日育休開始年月日 (木)(水)

月
額

住民税額

国家公務員の育児休業
収入シミュレーションシート

内閣官房内閣人事局

👇👇 本シートについて
男性職員の育児参加は、ワークライフバランスや女性活躍の促進のために重要であり、政府として積極的

に推進しているところですが、育児休業（育休考に合して、その取得をためらう理由の一つとして、収入面

の不安を挙げる声が聞かれます。一方で、具体的な影響の程度については、給与や手当金等の個別の試算が

必要となるため、よくわからないという声もお聞きします。

本シートは、記入された給与等情報を基に、育休取得予定期間における月収の通算額及び期末・勤勉手当

支給額について、育休を取得する場合と取得しない場合を比較し、その差額を試算するものです。

なお、本シートにおいて得られる試算結果は、あくまでも概算であり、実際の収入を保証するものではあ

りません。育休の取得による収入状況の変化を把握するための一助としてご活用ください。

（参参考国家国家公務員が育児休業した場合の制度係制度の

👇👇 ご自身の給与明細等をご用意の上、以下の黄色セルに必要事項をご記
入ください

【注】本シートでは、子の１歳の誕生日の前日までに取得する最初の育休期間について、試算ができます。

※ 育休終了日は、子の出生から１年間までの日としてください。

※ ご自身の標準報酬月額、俸給支給額、社会保険料額、超過勤務手当等額は、直近の給与明細をご確認ください。また、期末・勤勉手

当支給額及び期末・勤勉手当支給時の社会保険料は、同手当の支給明細をご確認ください。

※ 超過勤務手当等には、休日給及び夜勤手当が含まれます。

※ 超過勤務手当等額には、直近の給与明細に記載の金額のほか、任意の月の手当額を記入することも可能です。

※ 諸手当には、例えば、本府省業務調整手当、地域手当、扶養手当、住居手当などが該当します。給与明細に記載されている手当総額

から超過勤務手当等額及び通勤手当額を除いた金額を記入してください。

※ 社会保険料には、例えば、共済短期掛金、厚生年金保険料、退職等年金掛金、介護掛金などが該当します。給与明細に記載の各保険

料額を全て合計した金額を記入してください。

👇👇 試算結果

2020年1月版
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「国家公務員の男性職員による育児に伴う休暇・休業の取得
促進に関する方針」の取組は、職場全体の理解が重要とな
ります。男性職員や管理職だけに限らず、すべての国家公務
員に向けて意識啓発を図り、周知徹底するためにポスターを
制作しています。このことにより、取得に向けた環境整備を
通じて、特定の職員に頼らず、チームとして柔軟で効率的に
機能する職場づくりをしていくことが進められています。

部下から育児に伴う休暇・休業の取得について申
出があった際、希望や心配事、職場での引き継ぎな
ど、面談シートを元に確認していきます。上司が部
下の環境をしっかりと把握することで、安心して休
暇・休業を取得でき、職場も混乱なくスムースに仕
事が進められます。また取得に当たっては家族での
話合いが重要となります。「家族ミーティングシート」
では、家族間での子育て・家事分担を見える化し
て確認ができ、休暇・休業の時期や方法などの取
得プランをまとめる際に役立ちます。また、「収入シ
ミュレーションシート」は育児休業による収入状況
の変化を把握するために役立ちます。自動計算式
入りのシートは各府省のポータルサイトをご確認頂
くか、所属部署の担当者へお尋ねください。

令和２年７月27日～８月６日の期間、永田町合同庁舎８号
館１Fエントランスで「霞が関のパパたち写真展」が開催さ
れました。育児休業を１か月程度取得した男性国家公務
員を各府省から推薦。14名のイクメンが家庭での育児や
家事に励む姿を写真に納めました。微笑ましい作品を通し
て、男性の育児参画を推進し、子どもたちの成長をみんな
で支える、そんな職場、社会を目指しています。

1

2

3

男性職員の育児参画促進のためのツール　　　　

霞が関のパパたち写真展　　　　　　

意識啓発ポスター　  　　　　　　

育
児
休
業
の
た
め
の
計
画
を
立
て
ま

し
た
。

　

上
司
・
部
下
と
と
も
に
、
業
務
の

繁
閑
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
自
分
が

不
在
の
間
に
は
部
下
が
中
心
と
な
っ

て
仕
事
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
全
体
の

業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
前
倒
し
、
簡

略
化
す
る
な
ど
の
調
整
を
行
い
ま

し
た
。
私
自
身
が
休
暇
・
休
業
制
度

の
担
当
で
あ
り
、
収
入
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
作
成
し
た
こ
と
も

あ
り
、
正
し
い
制
度
理
解
の
も
と
、

収
入
面
の
不
安
も
取
り
除
か
れ
、
安

心
し
て
取
得
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
が
取
得
し
た
経
験
か
ら
同
僚

や
後
輩
に
は
必
ず
育
児
休
業
を
取
る

よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
。
取
得
促
進

平林さんの
育休体験記は
こちらで読めます

⬇

各ツールは
こちらから

　

私
の
場
合
、
妻
の
出
産
か
ら
男
の

産
休
と
年
休
で
２
週
間
、
職
場
復
帰

し
た
後
、
里
帰
り
を
終
え
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
３
週
間
の
育
児
休
業
を
取
得

し
ま
し
た
。
安
定
期
に
入
っ
た
段
階

で
職
場
に
報
告
。「
出
産
後
の
休
み

方
・
家
族
と
の
過
ご
し
方
の〝
希
望
〞

を
考
え
て
み
て
」と
上
司
に
言
わ
れ
、

　

内
閣
人
事
局
は
国
家
公
務
員
全
体
の
男

性
職
員
の
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
の
取

得
を
促
進
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
か
ら
「
男
の
産
休
」
制
度
を
定

め
、
令
和
元
年
よ
り
取
得
促
進
方
針
を
策

定
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
４
月
か

ら
６
月
に
子
が
産
ま
れ
た
男
性
職
員
の
ほ

ぼ
１
０
０
％
が
取
得
計
画
を
立
て
、
実
行

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

取
得
計
画
は
本
人
の
意
向
に
基
づ
き
、

上
司
が
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
家
族
の
意
向
や
心
配
事
に
つ

い
て
面
談
シ
ー
ト
な
ど
を
用
い
て
把
握
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

事
前
に
業
務
分
担
の
見
直
し
な
ど
の
環
境

整
備
を
行
い
、
取
得
期
間
中
の
円
滑
な
業

務
運
営
を
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
管
理

職
員
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
積
み

重
ね
が
組
織
や
社
会
の
雰
囲
気
を
変
え
て

い
く
第
一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う

イ
ク
メ
ン
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子
ど
も
の
発
達
に
は
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家庭・社会でのパパの役割って？

育
児
は
「
チ
ー
ム
」で
す
る
も
の
。

産
後
の
母
親
は
心
身
と
も
に
大
変

で
す
。
も
し
、
父
親
が
仕
事
か
ら
帰

宅
し
、
育
児
中
の
妻
に
「
部
屋
が
汚

い
」「
俺
の
夕
飯
は
？
」
と
至
極
当
然

の
よ
う
に
言
う
よ
う
な
日
々
が
続
け

ば
、
52
％
も
の
産
後
の
母
親
の
頭
に

「
離
婚
」
の
文
字
が
浮
か
ぶ
の
は
当

然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
※1

。

父
親
が
育
児
に
関
心
が
な
い
だ
け

で
な
く
、
母
親
の
方
も
「
助
け
て
と

言
っ
た
ら
、
妻
と
し
て
母
と
し
て
失

格
」「
夫
に
期
待
し
て
も
…
…
」
と
、

夫
を
育
児
か
ら
遠
ざ
け
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

育
児
・
家
事
は
一
人
で
す
る
も
の

で
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
助
け
て
も
ら

う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

に
関
わ
る
周
り
の
大
人
の「
チ
ー
ム
」

で「
シ
ェ
ア
」す
る
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
父
親
で
あ
る
あ
な
た
も
チ
ー
ム

の
一
員
で
す
。

産
後
、52
%
の
母
親
が

「
離
婚
」を
考
え
る

NPO 法人ファザーリング・ジャパン理事
塚 越  学 さん

イクメンとして育児に参画しようと思っても、何をしていいのかわからない…。
「父親に求められる役割って何？」

チ
ー
ム
の
編
成
と

パ
パ
ス
イ
ッ
チ
は
セ
ッ
ト　

む
性
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
父
親
の

自
覚
を
養
う
た
め
に
育
児
・
家
事
を

経
験
し
、
自
身
で
新
し
い
O
S
に
入

れ
替
え
る
の
で
す
。

子
育
て
世
代
は
、
自
分
の
親
を

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
し
よ
う
と
し
ま

す
。
し
か
し
、
性
別
で
役
割
分
担
を

し
て
い
た
昭
和
の
家
族
像
を
令
和
時

代
の
育
児
に
持
ち
込
め
ば
、
今
の
子

育
て
環
境
に
合
っ
た
家
族
像
を
つ
く

れ
ず
に
苦
し
く
な
る
だ
け
。
育
児
が

は
じ
ま
っ
た
ら
イ
マ
ド
キ
子
育
て
世

代
が
や
っ
て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け
、

最
新
O
S
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
パ

パ
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
女
性
活
躍
」
は
「
パ
パ
ス

イ
ッ
チ
・
オ
ン
（
い
わ
ゆ
る
イ
ク
メ

ン
）」と
「
イ
ク
ボ
ス
」と
で
３
点
セ
ッ

ト
に
な
ら
な
け
れ
ば
現
実
の
も
の
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
パ
パ
ス
イ
ッ
チ
の

入
っ
た
父
親
が
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に

な
る
こ
と
は
、
母
親
の
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
実
現
に
も
外
せ
ま
せ
ん
。

関
わ
り
が
必
要
で
す
。

愛
情
豊
か
な
た
く
さ
ん
の
大
人
と
の

イクメン

※１ 出典：NPO 法人マドレボニータ「産後白書」41
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家庭・社会でのパパの役割って？

産
後
の
母
親
は
心
身
と
も
に
大
変

で
す
。
も
し
、
父
親
が
仕
事
か
ら
帰

宅
し
、
育
児
中
の
妻
に
「
部
屋
が
汚

い
」「
俺
の
夕
飯
は
？
」
と
至
極
当
然

の
よ
う
に
言
う
よ
う
な
日
々
が
続
け

ば
、
52
％
も
の
産
後
の
母
親
の
頭
に

「
離
婚
」
の
文
字
が
浮
か
ぶ
の
は
当

然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
※1

。

父
親
が
育
児
に
関
心
が
な
い
だ
け

で
な
く
、
母
親
の
方
も
「
助
け
て
と

言
っ
た
ら
、
妻
と
し
て
母
と
し
て
失

格
」「
夫
に
期
待
し
て
も
…
…
」
と
、

夫
を
育
児
か
ら
遠
ざ
け
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

育
児
・
家
事
は
一
人
で
す
る
も
の

で
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
助
け
て
も
ら

う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

に
関
わ
る
周
り
の
大
人
の「
チ
ー
ム
」

で「
シ
ェ
ア
」す
る
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
父
親
で
あ
る
あ
な
た
も
チ
ー
ム

の
一
員
で
す
。

女性は妊娠後から体の変化により「母親」としての自覚を持つが、男性には変化がない。育児・家事を経験しなければ育児脳に
は変わらないため（※2）、特に男性自ら変化を起こさなければ、チームで育児のスタートラインに立つことは難しい。また、女性
が育児・家事をすべきという固定観念から悩みを一人で抱え込んでしまう女性も多くいるため、夫からの関わりが重要になる。

産前産後こそパパの出番！

ママ パパ

❶ 体の変化 劇的に変わる
体に起こる様々な痛み なし

❷ 心の変化 マタニティブルー なし

❸ 生活スタイル 仕事が制限される
子ども中心の生活スタイルへ なし（変わる必要！）

❹ 周囲の目 マタニティマークで
気遣いされママを意識 なし

❺ 事前学習 妊娠・育児系の情報に
敏感になる なし（学習が必要！）

妊娠〜出産後の変化

父
親
が
育
児
チ
ー
ム
に
加
わ
る
と

き
に
は
、
育
児
・
家
事
を
十
分
に
経

験
し
「
パ
パ
ス
イ
ッ
チ
」
を
オ
ン
に

す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

母
親
の
脳
は
、
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
の
経
験
か
ら
、「
育
児
脳
」
へ
と

変
化
し
ま
す
※ 2

。
言
う
な
れ
ば
、
母

親
に
は
最
新
の
O
S
が
自
動
イ
ン

ス
ト
ー
ル
さ
れ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
し
か
し
父
親
に
は
出
産
に
伴

う
体
の
変
化
は
な
い
た
め
、
自
動
イ

ン
ス
ト
ー
ル
は
起
き
ず
、
O
S
を
入

れ
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
と
き
、
自
分
の
父
親
が
持
っ

て
い
る
O
S
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

父
親
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
、

新
し
い
O
S
と
古
い
O
S
が
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
し
て
フ
リ
ー
ズ
…
…
。
出

産
後
に
妻
の
夫
へ
の
愛
情
が
下
が
り

続
け
、
妻
と
夫
の
仲
が
悪
化
す
る
状

況
に
陥
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
産

チ
ー
ム
の
編
成
と

パ
パ
ス
イ
ッ
チ
は
セ
ッ
ト　

む
性
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
父
親
の

自
覚
を
養
う
た
め
に
育
児
・
家
事
を

経
験
し
、
自
身
で
新
し
い
O
S
に
入

れ
替
え
る
の
で
す
。

子
育
て
世
代
は
、
自
分
の
親
を

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
し
よ
う
と
し
ま

す
。
し
か
し
、
性
別
で
役
割
分
担
を

し
て
い
た
昭
和
の
家
族
像
を
令
和
時

代
の
育
児
に
持
ち
込
め
ば
、
今
の
子

育
て
環
境
に
合
っ
た
家
族
像
を
つ
く

れ
ず
に
苦
し
く
な
る
だ
け
。
育
児
が

は
じ
ま
っ
た
ら
イ
マ
ド
キ
子
育
て
世

代
が
や
っ
て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け
、

最
新
O
S
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
パ

パ
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
女
性
活
躍
」
は
「
パ
パ
ス

イ
ッ
チ
・
オ
ン
（
い
わ
ゆ
る
イ
ク
メ

ン
）」と
「
イ
ク
ボ
ス
」と
で
３
点
セ
ッ

ト
に
な
ら
な
け
れ
ば
現
実
の
も
の
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
パ
パ
ス
イ
ッ
チ
の

入
っ
た
父
親
が
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に

な
る
こ
と
は
、
母
親
の
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
実
現
に
も
外
せ
ま
せ
ん
。

※２ 出典：NHKスペシャル「ママたちが非常事態!?最新科学で迫るニッポンの子育て」

イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う
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家庭でのパパの役割社会でのパパの役割

「
快
・
安
心
・
関
心
」の

三
つ
を
子
ど
も
に
与
え
る
父
親
に

子
ど
も
は
、「
快（
世
話
）」「
安
心
・

安
定
」「
興
味
関
心
」
の
三
つ
を
与
え

て
く
れ
る
人
を
好
き
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
母
親
や
保
育
園
の
先
生
を

好
き
に
な
る
の
は
、
こ
の
三
つ
を
し

て
い
る
た
め
で
す
。

こ
れ
は
、
父
親
も
子
ど
も
に
好
か

れ
る
存
在
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
産
後
の
育
児
は
仕
事
よ
り
も
大

変
で
す
が
、「
経
験
が
自
分
を
変
え

る
」
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
三
つ
を

与
え
る
関
わ
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。母

親
の
育
児
休
業
が
終
わ
っ
た

り
、
保
育
園
に
入
園
し
た
り
と
、
環

境
が
変
わ
る
中
で
も
育
児
チ
ー
ム
の

育
児
チ
ー
ム
に
お
い
て

機
能
低
下
や
不
和
が

生
じ
る
こ
と
は
当
然

バ
リ
キ
ャ
リ
で
も
ゆ
る
キ
ャ
リ
で
も
な
い
、

イ
ク
キ
ャ
リ
を

● 母乳時間 ［20 分〜 30 分］　●ミルク時間 ［10 分］　
● ゲップ時間 ［3 分］　● 哺乳瓶消毒 ［1分］

● 中身を確認→ふく時間 ［1分］　● 新しいおむつ ［1分］

● 抱っこしてあやす ［10 分］　● 寝かしつける ［10 分］　

● 服を脱がす→洗う→体をふく→服を着せる→
  髪を乾かし耳鼻掃除→おへそ消毒・ベビーローション［30 分］

 ×上記を 8 回繰り返す

 705 分（11 時間強）

左の表は塚越氏の育休時の
育児時間を表したもの。1日
の育児時間を集計すると11
時間強。計算上は1日に13
時間の自由時間がある。し
かし「毎日くたくただった」と
塚越氏。理由は、育児中の
自由時間は細かく分割され
てしまい、その中で自分の
食事・入浴・睡眠などを済
まさなければならないため。
勤務時のようには仕事時間
と自由時間が分かれていな
いことが「育児は仕事より大
変」と言われる所以だ。

産前産後こそパパの出番！

出産直後の分岐点　仕事より育児が大変な理由

授乳

おむつ

ぐずる

沐浴

合計

集計！ 1日の育児時間

アプリの活用で夫婦の
コミュニケーションUP！

最新家電もフル活用
子どもも楽しくお手伝い。

連絡帳は家族で記入。
先生との

信頼関係がUP!

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
て
い
く
に

は
、
形
成
期
／
混
乱
期
／
統
一
期
／

機
能
期
か
ら
な
る
タ
ッ
ク
マ
ン
モ
デ

ル
※3

が
当
て
は
ま
る
こ
と
を
知
っ

て
お
き
た
い
も
の
。
混
乱
期
は
チ
ー

ム
を
発
達
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
過

程
。
育
児
チ
ー
ム
が
う
ま
く
機
能
し

な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
母
親

の
ワ
ン
オ
ペ
に
戻
し
た
り
し
て
は

チ
ー
ム
は
未
完
成
の
ま
ま
。
父
親
は

「
人
生
の
主
人
公
は
自
分
だ
か
ら
こ

そ
、
周
り
の
人
を
幸
せ
に
す
る
の
も

自
分
」
と
考
え
、
周
り
の
大
人
と
協

力
し
て
子
育
て
を
す
る
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

育
児
上
の
タ
ス
ク
と
仕
事
上
の
能
力

に
は
関
係
性
が
あ
り
、
チ
ー
ム
育
児

の
経
験
が
仕
事
で
の
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
高
め
る
こ
と
も
明

ら
か
で
す
。

※3　チームビルディング（組織進化）を行う4つのステージのこと。形成期はチームのお互いのことや共通の目的がわからず、手探りの不安な状態。
混乱期はメンバー間の意見の食い違いが表面化。統一期はチームの役割理解が進み、行動規律が確立し、集団内の関係性が安定。機能期は結束性
や連 動性が生まれ、メンバーはタスクを行うために自律的に動く。　出所：Bonebright,D.A.(2010)40 years of storming:a historical review of 
Tuckman’s model of small group development.Human Resource Development International.Vol.30 No.1 pp.111-120.をもとに作成43

育児中は親だからこそ“ 愛情豊
か”に接することができない時も
ある。そんな時に一旦距離を置く
選択肢としても、親以外のチーム
メンバーの存在は大切。また、日
本では第三者サービスの活用が
進んでいないが、ぜひ取り入れ
たい。スケジュール管理のアプリ
や最新家電などのテクノロジー
は、育児チームの機能を高めて
くれる（P.53参照）。

社会でのパパの役割

そ
も
そ
も
チ
ー
ム
で
育
児
を
シ
ェ

ア
す
る
の
は
、
手
を
抜
く
た
め
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
発
達
段
階

に
お
い
て
、
愛
情
豊
か
な
大
人
と
の

関
わ
り
が
と
て
も
大
事
だ
か
ら
で

す
。
親
だ
け
で
は
な
く
、
祖
父
母
、

先
生
、パ
パ
友
・
マ
マ
友
、シ
ッ
タ
ー

な
ど
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、
い
ろ
ん
な
大

人
と
の
関
わ
り
が
子
ど
も
を
成
長
さ

せ
ま
す
。
チ
ー
ム
で
育
児
を
す
る
の

は
、
子
ど
も
の
た
め
と
言
え
ま
す
。

チ
ー
ム
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
し

て
い
く
に
は
、
父
親
が
社
会
で
の
在

り
方
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
仕
事
か
家
庭
か
」
で
は
な
く
、「
仕

事
も
家
庭
も
」
欲
張
り
ま
し
ょ
う
。

自
分
ひ
と
り
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

育
児
チ
ー
ム
に
は

大
人
が
多
い
ほ
う
が
い
い

子
ど
も
は
、「
快（
世
話
）」「
安
心
・

安
定
」「
興
味
関
心
」
の
三
つ
を
与
え

て
く
れ
る
人
を
好
き
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
母
親
や
保
育
園
の
先
生
を

好
き
に
な
る
の
は
、
こ
の
三
つ
を
し

て
い
る
た
め
で
す
。

こ
れ
は
、
父
親
も
子
ど
も
に
好
か

れ
る
存
在
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
産
後
の
育
児
は
仕
事
よ
り
も
大

変
で
す
が
、「
経
験
が
自
分
を
変
え

る
」
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
三
つ
を

与
え
る
関
わ
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。母

親
の
育
児
休
業
が
終
わ
っ
た

り
、
保
育
園
に
入
園
し
た
り
と
、
環

境
が
変
わ
る
中
で
も
育
児
チ
ー
ム
の

バ
リ
キ
ャ
リ
で
も
ゆ
る
キ
ャ
リ
で
も
な
い
、

イ
ク
キ
ャ
リ
を

授乳

おむつ

ぐずる

沐浴

合計

チームで子育て

子供達

家族内家族
サポーター

じいじ・ばあば
おじ・おば

家族内家族
サポーター
おじいちゃん
おばあちゃん
おじ・おば 先生

保育園・幼稚園
学校・学童
塾・習い事

家族外家族
サポーター

地域の人
パパ友・ママ友

同僚・上司

テクノロジー
スケジューラー

家電

民間＆行政
サポーター
食材のデリバリー

サービス・家事代行
シッター

ファミサポ

アプリの活用で夫婦の
コミュニケーションUP！

最新家電もフル活用
子どもも楽しくお手伝い。

連絡帳は家族で記入。
先生との

信頼関係がUP!

近くに住んでいないけれど、
出張の時に呼び寄せて
お任せ！やっぱり安心。同じ地域に住む子どもがいる

家庭は緊急時に強い味方！
地域のワーママ会に

参加して仲間づくりを。

ファミサポ、ベビーシッターを活用。
よく遊んでくれて子どもも大喜び！

食材のデリバリーサービス＆ネットスーパーの
活用で買い物時間を節約。

パパ　　ママ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
て
い
く
に

は
、
形
成
期
／
混
乱
期
／
統
一
期
／

機
能
期
か
ら
な
る
タ
ッ
ク
マ
ン
モ
デ

ル
※3

が
当
て
は
ま
る
こ
と
を
知
っ

て
お
き
た
い
も
の
。
混
乱
期
は
チ
ー

ム
を
発
達
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
過

程
。
育
児
チ
ー
ム
が
う
ま
く
機
能
し

な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
母
親

の
ワ
ン
オ
ペ
に
戻
し
た
り
し
て
は

チ
ー
ム
は
未
完
成
の
ま
ま
。
父
親
は

「
人
生
の
主
人
公
は
自
分
だ
か
ら
こ

そ
、
周
り
の
人
を
幸
せ
に
す
る
の
も

自
分
」
と
考
え
、
周
り
の
大
人
と
協

力
し
て
子
育
て
を
す
る
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

育
児
上
の
タ
ス
ク
と
仕
事
上
の
能
力

に
は
関
係
性
が
あ
り
、
チ
ー
ム
育
児

の
経
験
が
仕
事
で
の
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
高
め
る
こ
と
も
明

ら
か
で
す
。

ン
ス
や
キ
ャ
リ
ア
の
実
現
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
の
夢
を
応
援
し
た
り
、

妻
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や

キ
ャ
リ
ア
の
実
現
を
図
っ
た
り
と
、

一
緒
に
成
長
し
て
い
け
る
キ
ャ
リ
ア

「
イ
ク
キ
ャ
リ
」
を
ぜ
ひ
目
指
し
て

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
活
動
範
囲
が
広
が
っ

て
き
た
ら
、
子
ど
も
を
〝
地
域
の
パ

ス
ポ
ー
ト
〞
に
し
、
学
校
や
地
域
社

会
と
も
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

仕
事
だ
け
の
人
生
で
は
得
ら
れ
な

い
経
験
や
発
想
、
人
脈
に
つ
な
が
っ

た
り
、
自
分
の
新
た
な
居
場
所
が
得

ら
れ
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

に
ど
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、

皆
が
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
か

が
わ
か
り
、国
家
公
務
員
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
大
き
な
収
穫
に
な
る
は

ず
で
す
。

※3　チームビルディング（組織進化）を行う4つのステージのこと。形成期はチームのお互いのことや共通の目的がわからず、手探りの不安な状態。
混乱期はメンバー間の意見の食い違いが表面化。統一期はチームの役割理解が進み、行動規律が確立し、集団内の関係性が安定。機能期は結束性
や連 動性が生まれ、メンバーはタスクを行うために自律的に動く。　出所：Bonebright,D.A.(2010)40 years of storming:a historical review of 
Tuckman’s model of small group development.Human Resource Development International.Vol.30 No.1 pp.111-120.をもとに作成
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を
伝
え
ま
し
た
。「
全
面
的
に
応
援

し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
安

心
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。

河
江　
上
司
か
ら
は
「
ぜ
ひ
、
取
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
温
か
い
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
休
業
に
入
る
前
に

業
務
の
分
担
を
自
身
で
行
い
、
上
司

と
部
下
２
人
に
不
在
間
の
業
務
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
引
き
受
け

て
く
れ
ま
し
た
。

松
田　

上
司
へ
の
相
談
が
遅
く
な

り
、
ま
た
当
時
在
籍
し
て
い
た
部
署

は
対
応
を
要
す

る
事
案
が
多
く

あ
り
、
ハ
ー
ド

な
状
況
で
し

た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
職
場

の
方
々
が
理
解

を
示
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
は

本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

松
田　
色
々
あ
り
ま
す
が
、
苦
労
し

た
の
は
寝
か
し
つ
け
で
す
。
私
に
は

無
理
か
も
と
諦
め
か
け
た
の
で
す

が
、
何
度
も
繰
り
返
し
読
ん
で
い
た

絵
本
を
枕
元
で
そ
ら
ん
じ
る
と
、
い

つ
の
間
に
か
泣
き
止
み
、
寝
て
く
れ

る
よ
う
に
。
い
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。

河
江　
う
ち
は
私
が
料
理
を
担
当
。

毎
回
、献
立
を
考
え
る
の
が
難
し
く
、

家
事
の
大
変
さ
を
実
感
す
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
土
・
日

は
料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
。
夜
中
の

オ
ム
ツ
替
え
で
寝
不
足
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
育
児
参
画
を
し

て
い
る
喜
び
を
し
み
じ
み
感
じ
た
１

か
月
で
し
た
。

瀧
岡　

今
回
は
、
家
事
に
加
え
、
当

時
２
歳
４
か
月
の
長
男
の
子
守
り
も

担
当
。
長
男
と
触
れ
合
う
時
間
の
中

で
、
公
園
の
遊
具
で
遊
べ
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
成
長
を
目
の
当
た
り
に

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
食
事
も
３
食

作
り
、
ち
ょ
っ
と
手
の
込
ん
だ
ロ
ー

ル
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
が
好
評
で
し
た
。

青
木　
妻
と
の
約
束
で
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
食
事
を
３
食
作
っ
て
い
ま

し
た
。
授
乳
中
は
料
理
の
栄
養
が
子

ど
も
に
も
届
く
と
考
え
て
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
作
っ
て
い
ま
し
た
。

青
木　

子
ど
も
と
一
緒
に
童
謡
を

歌
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
子
ど

も
の
ニ
コ
ニ
コ
と
し
た
顔
が
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

瀧
岡　

お
ま
ま
ご
と
遊
び
が
好
き

な
長
男
の
た
め
に
、
お
も
ち
ゃ
の

キ
ッ
チ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
も
と
も

と
D
I
Y
が
好
き
で
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
で
板
な
ど
の
材
料
を
調
達
し
、

４人の育休取得者がじっくり語り合う

イクメン対談

青
木　
外
務
省
に
入
省
後
、
イ
ギ
リ

ス
留
学
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
勤
務
と

な
り
、
欧
米
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
に

触
れ
、
男
性
も
育
児
休
業
を
取
得
す

る
べ
き
と
い
う
考
え
に
な
り
ま
し
た
。

松
田　
私
の
職
場
に
は
育
児
休
業
を

取
得
し
た
先
輩
が
複
数
い
て
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
育

園
へ
の
入
園
か
ら
逆
算
し
て
開
始
日

を
決
め
、
６
か
月
取
得
し
ま
し
た
。

瀧
岡　
第
１
子
の
経
験
で
、
産
後
の

床
上
げ
ま
で
、
母
体
の
回
復
の
た
め

に
は
最
低
１
か
月
必
要
だ
と
痛
感
。

国
家
公
務
員
で
育
児
休
業
中
の
妻
と

話
し
合
い
決
め
ま
し
た
。

河
江　

長
男
の
時
は
「
男
の
産
休
」

の
み
で
し
た
が
、
今
回
は
長
男
と
生

ま
れ
た
長
女
の
世
話
や
妻
の
サ
ポ
ー

―
育
児
休
業
を
取
得
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

育児休業には様々な不安や疑問が生じます。実際に育児に伴う休暇・休業を
取得した４人に当時の心境や出来事などを話していただきました。

イクメン

ト
を
し
た
い
と
思
い
、
育
児
休
業
を

取
得
。
母
体
の
安
定
と
仕
事
の
繁
忙

期
に
重
な
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
し

て
、
約
１
か
月
間
取
得
し
ま
し
た
。

瀧
岡　
上
司
か
ら
「
育
児
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
長
い
人
生
の

中
で
わ
ず
か
な
期
間
だ
か
ら
」
と
い

う
言
葉
を
い
た
だ
き
、
後
押
し
を
も

ら
え
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
過
ご

す
時
間
の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

青
木　
上
司
と
ラ
ン
チ
を
し
、
希
望

2002年 4月採用。「男の産休」7日
間、育児休業 1か月取得。男の子
と女の子の２人のお子さんのパパ。
長男の時は「男の産休」のみでした
が、第２子目では育児休業も取得。

2006 年 4月採用。「男の産休」6日
間、育児休業を1か月取得。第１子
の長男の時と同様に、長女の誕生
にあたり、今 回も1 か月の育児休
業を取得しました。

防衛省 人事教育局 人事計画・補任課 
総括班庶務係長
河江 真利さん

国土交通省 航空局 管制技術課 
技術管理センター 開発評価グループ
瀧岡 祐治さん

幸
せ
を
感
じ
た
1
か
月

ハ
ー
ド
な
日
々
の
中
で
も

河
江
さ
ん

―
職
場
で
は
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
の

取
得
希
望
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
ま
し
た
か
？

―
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
中
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
か
？
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を
伝
え
ま
し
た
。「
全
面
的
に
応
援

し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
安

心
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。

河
江　
上
司
か
ら
は
「
ぜ
ひ
、
取
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
温
か
い
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
休
業
に
入
る
前
に

業
務
の
分
担
を
自
身
で
行
い
、
上
司

と
部
下
２
人
に
不
在
間
の
業
務
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
引
き
受
け

て
く
れ
ま
し
た
。

松
田　

上
司
へ
の
相
談
が
遅
く
な

り
、
ま
た
当
時
在
籍
し
て
い
た
部
署

は
対
応
を
要
す

る
事
案
が
多
く

あ
り
、
ハ
ー
ド

な
状
況
で
し

た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
職
場

の
方
々
が
理
解

を
示
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
は

本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

松
田　
色
々
あ
り
ま
す
が
、
苦
労
し

た
の
は
寝
か
し
つ
け
で
す
。
私
に
は

無
理
か
も
と
諦
め
か
け
た
の
で
す

が
、
何
度
も
繰
り
返
し
読
ん
で
い
た

絵
本
を
枕
元
で
そ
ら
ん
じ
る
と
、
い

つ
の
間
に
か
泣
き
止
み
、
寝
て
く
れ

る
よ
う
に
。
い
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。

河
江　
う
ち
は
私
が
料
理
を
担
当
。

毎
回
、献
立
を
考
え
る
の
が
難
し
く
、

家
事
の
大
変
さ
を
実
感
す
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
土
・
日

は
料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
。
夜
中
の

オ
ム
ツ
替
え
で
寝
不
足
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
育
児
参
画
を
し

て
い
る
喜
び
を
し
み
じ
み
感
じ
た
１

か
月
で
し
た
。

瀧
岡　

今
回
は
、
家
事
に
加
え
、
当

時
２
歳
４
か
月
の
長
男
の
子
守
り
も

担
当
。
長
男
と
触
れ
合
う
時
間
の
中

で
、
公
園
の
遊
具
で
遊
べ
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
成
長
を
目
の
当
た
り
に

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
食
事
も
３
食

作
り
、
ち
ょ
っ
と
手
の
込
ん
だ
ロ
ー

ル
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
が
好
評
で
し
た
。

青
木　
妻
と
の
約
束
で
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
食
事
を
３
食
作
っ
て
い
ま

し
た
。
授
乳
中
は
料
理
の
栄
養
が
子

ど
も
に
も
届
く
と
考
え
て
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
作
っ
て
い
ま
し
た
。

青
木　

子
ど
も
と
一
緒
に
童
謡
を

歌
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
子
ど

も
の
ニ
コ
ニ
コ
と
し
た
顔
が
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

瀧
岡　

お
ま
ま
ご
と
遊
び
が
好
き

な
長
男
の
た
め
に
、
お
も
ち
ゃ
の

キ
ッ
チ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
も
と
も

と
D
I
Y
が
好
き
で
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
で
板
な
ど
の
材
料
を
調
達
し
、

４人の育休取得者がじっくり語り合う

イクメン対談

青
木　
外
務
省
に
入
省
後
、
イ
ギ
リ

ス
留
学
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
勤
務
と

な
り
、
欧
米
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
に

触
れ
、
男
性
も
育
児
休
業
を
取
得
す

る
べ
き
と
い
う
考
え
に
な
り
ま
し
た
。

松
田　
私
の
職
場
に
は
育
児
休
業
を

取
得
し
た
先
輩
が
複
数
い
て
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
育

園
へ
の
入
園
か
ら
逆
算
し
て
開
始
日

を
決
め
、
６
か
月
取
得
し
ま
し
た
。

瀧
岡　
第
１
子
の
経
験
で
、
産
後
の

床
上
げ
ま
で
、
母
体
の
回
復
の
た
め

に
は
最
低
１
か
月
必
要
だ
と
痛
感
。

国
家
公
務
員
で
育
児
休
業
中
の
妻
と

話
し
合
い
決
め
ま
し
た
。

河
江　

長
男
の
時
は
「
男
の
産
休
」

の
み
で
し
た
が
、
今
回
は
長
男
と
生

ま
れ
た
長
女
の
世
話
や
妻
の
サ
ポ
ー

2011年 4月採用。「男の産休」7日間、
育児休業 6か月取得。産後、妻と相
談しながら、育児休業の開始時期と
期間を決めました。

2006 年 4月採用。「男の産休」6日
間、育児休業を1か月取得。第１子
の長男の時と同様に、長女の誕生
にあたり、今 回も1 か月の育児休
業を取得しました。

2011 年４月採用。「男の産休」７日
間、育児休業２か月、年末年始休暇
を合わせ約２か月の育休を取得。育
休中は3 食の料理を担当しました。

文部科学省大臣官房総務課 専門官(併)
法令審議室審議第三係長
松田 昌幸さん

国土交通省 航空局 管制技術課 
技術管理センター 開発評価グループ
瀧岡 祐治さん

外務省 経済局 
漁業室 課長補佐
青木 一史さん

物
事
に
取
り
組
め
た
貴
重
な
時
間

妻
と
と
も
に
集
中
的
に
子
育
て
や

瀧
岡
さ
ん

―
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
中
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
か
？

―
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
中
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う
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B
さ
ん　

子
ど
も
が
小
さ
い
頃
は

出
勤
前
に
散
歩
に
連
れ
出
し
て
、
育

児
の
負
担
を
減
ら
し
て
く
れ
た
り
気

を
使
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
最
初

か
ら
育
児
を
分
担
す
る
よ
う
に
話
し

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
今
は
子

ど
も
も
大
き
く
な
り
勉
強
な
ど
を
見

て
く
れ
て
い
ま
す
。

C
さ
ん　

家
事
は
お
互
い
に
得
意

な
も
の
を
分
担
し
て
や
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
夫
も
育
児
も
な
る
べ
く

平
等
に
行
う
よ
う
に
心
が
け
て
く
れ

て
い
ま
す
。

C
さ
ん　

子
ど
も
を
授
か
っ
た
ら

夫
も
育
児
休
業
を
取
得
す
る
か
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
何
度
も
話
し
合
い

ま
し
た
。
夫
も
前
向
き
な
姿
勢
で
２

か
月
取
得
し
、
離
乳
食
講
座
を
受
講

し
食
事
も
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

A
さ
ん　
昨
年
育
児
休
業
を
取
得
し

て
、
子
ど
も
と
の
濃
密
な
時
間
を
過

新
た
な
体
験
が
で
き
、
人
間
と
し
て

視
野
が
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
子
ど
も
と
の
時
間
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
木　
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
こ
と
は

家
庭
の
中
で
の
大
き
な
転
換
点
。
一

度
、自
分
の
人
生
と
向
き
合
い
、じ
っ

く
り
考
え
る
た
め
に
も
、
ま
と
ま
っ

た
時
間
を
取
る
こ
と
は
お
勧
め
で

す
。 

松
田　
こ
の
「
イ
ク
メ
ン
パ
ス
ポ
ー

瀧
岡　

上
司
と
同
僚
皆
の
お
か
げ

で
、
ス
ム
ー
ズ
に
業
務
へ
戻
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
可
能
な
限
り
早
め
に
帰
宅
し

よ
う
と
い
う
意
識
が
一
層
強
く
な

り
、
計
画
を
立
て
効
率
的
に
仕
事
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

河
江　

部
下
の
た
め
、
自
分
の
た
め

に
も
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
で
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
早
く
仕
事

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え

な
が
ら
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

青
木　
仕
事
も
育
児
も
同
じ
熱
量
と

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

松
田　
６
か
月
間
、
家
事
や
子
ど
も

と
の
時
間
を
過
ご
す
中
で
、
様
々
な

パパの育児や家庭に対する姿を
ママはどのように見ているのか？ ３人のママに
パパへの思いを語り合ってもらいました。

Aさん

か
け
が
え
の
な
い
日
々

考
え
る
大
切
な
機
会

成
長
を
間
近
に
見
ら
れ
た

働
き
方
や
時
間
の
使
い
方
を

松
田
さ
ん

青
木
さ
ん

組
み
立
て
、
色
を

塗
り
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
と
て
も
喜

ん
で
遊
ん
で
く
れ

た
の
で
、
作
り
が

い
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田　

絵
本
が
好

き
な
よ
う
で
、読
み

聞
か
せ
を
す
る
と
、

じ
ー
っ
と
見
つ
め

て
聞
き
入
り
、
小
さ
な
手
で
ペ
ー
ジ
を

め
く
っ
た
り
、
本
に
よ
っ
て
は
ケ
ラ
ケ

ラ
笑
っ
た
り
。
も
っ
と
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
、
リ
ズ
ム
や
強
弱
を
つ
け
、

読
み
方
を
工
夫
し
ま
し
た
。

河
江　
長
男
の
時
に
で
き
な
か
っ
た

沐
浴
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
小
さ
な
桶
の
中
で
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
を
洗
っ
て

あ
げ
る
。
気
持
ち
良
さ
そ
う
な
顔
を

見
る
と
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。

ト
」
を
手
に
す
る
男
性
職
員
の
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
前
向
き
に
育
児
に
伴
う
休

暇
・
休
業
の
取
得
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
家
族
と
の
か
け
が
え

の
な
い
時
間
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

瀧
岡　

子
育
て
に
参
画
す
る
こ
と

で
、
奥
さ
ん
と
の
価
値
観
の
共
有
が

で
き
、
一
緒
に
子
育
て
を
し
て
い
る

う
れ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
は
ず
で

す
。「
無
理
」
と
決
め
つ
け
ず
、
上
司

に
家
族
に
対
す
る
思
い
を
伝
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

河
江　
一
人
で
も
多
く
の
男
性
職
員

が
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
を
取
得

し
、
子
育
て
に
参
画
す
る
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
「
育

児
休
業
を
取
っ
て
良
か
っ
た
」
と
積

極
的
に
周
り
の
人
に
話
し
て
い
ま

す
。
育
児
休
業
を
取
得
し
た
経
験
を

話
す
こ
と
も
周
囲
か
ら
の
理
解
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

―
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
後
の
思
い
や

意
識
の
変
化
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

―
こ
れ
か
ら
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
を

取
る
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
い
。

ご
せ
た
よ
う
で
楽
し
そ
う
で
し
た
。

B
さ
ん 

う
ち
の
頃
は
育
児
休
業
制

度
が
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
で
す

が
、
休
日
は
食
事
を
作
っ
た
り
、
お

風
呂
に
入
れ
た
り
と
、
な
ん
と
か
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
時
間
休

な
ど
を
使
っ
た
時
短
勤
務
だ
け
で
も

助
か
る
と
思
い
ま
す
。

B
さ
ん　

も
う
ち
ょ
っ
と
子
ど
も

に
も
寛
容
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
育
児
は
す
ぐ
結
果
が
出

る
も
の
で
な
い
の
で
、
お
お
ら
か
に

接
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

A
さ
ん　

私
の
職
場
の
男
性
に
も

よ
く
話
す
の
で
す
が
、
仕
事
と
同
様

に
育
児
や
家
事
に
も
や
り
が
い
を
感

じ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

C
さ
ん　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
を
重
視
し
な
が
ら
、
父
と
し
て
自

覚
を
持
っ
て
育
児
を
し
続
け
て
く
れ

る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

47

B
さ
ん　

子
ど
も
が
小
さ
い
頃
は

出
勤
前
に
散
歩
に
連
れ
出
し
て
、
育

児
の
負
担
を
減
ら
し
て
く
れ
た
り
気

を
使
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
最
初

か
ら
育
児
を
分
担
す
る
よ
う
に
話
し

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
今
は
子

ど
も
も
大
き
く
な
り
勉
強
な
ど
を
見

て
く
れ
て
い
ま
す
。

C
さ
ん　

家
事
は
お
互
い
に
得
意

な
も
の
を
分
担
し
て
や
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
夫
も
育
児
も
な
る
べ
く

平
等
に
行
う
よ
う
に
心
が
け
て
く
れ

て
い
ま
す
。

C
さ
ん　

子
ど
も
を
授
か
っ
た
ら

夫
も
育
児
休
業
を
取
得
す
る
か
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
何
度
も
話
し
合
い

ま
し
た
。
夫
も
前
向
き
な
姿
勢
で
２

か
月
取
得
し
、
離
乳
食
講
座
を
受
講

し
食
事
も
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

A
さ
ん　
昨
年
育
児
休
業
を
取
得
し

て
、
子
ど
も
と
の
濃
密
な
時
間
を
過

瀧
岡　

上
司
と
同
僚
皆
の
お
か
げ

で
、
ス
ム
ー
ズ
に
業
務
へ
戻
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
可
能
な
限
り
早
め
に
帰
宅
し

よ
う
と
い
う
意
識
が
一
層
強
く
な

り
、
計
画
を
立
て
効
率
的
に
仕
事
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

河
江　

部
下
の
た
め
、
自
分
の
た
め

に
も
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
で
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
早
く
仕
事

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え

な
が
ら
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

青
木　
仕
事
も
育
児
も
同
じ
熱
量
と

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

松
田　
６
か
月
間
、
家
事
や
子
ど
も

と
の
時
間
を
過
ご
す
中
で
、
様
々
な

ママが笑顔になる
育児のツボをつぶやき合う！

 ママたちの 
本音トーク

パパの育児や家庭に対する姿を
ママはどのように見ているのか？ ３人のママに
パパへの思いを語り合ってもらいました。

―
パ
パ
の
育
児
に
関
し
て

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
？

A
さ
ん　

夫
は
家
事
ス
キ
ル
が
高

い
の
で
、
料
理
や
洗
濯
な
ど
主
体
性

を
持
っ
て
や
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
育

児
に
な
る
と
私
に
任
せ
き
り
に
な

る
傾
向
が
あ
る
の
が
、
ち
ょ
っ
と

…
…
。

4 歳になる双子の男の
子のママ。39 歳のパパ
は海外赴任中です。パ
パは 2020 年に育児休
業を取得しました。

12 歳と8 歳のお子さんの
ママ。52 歳のパパは、育
児休業は取得しませんで
したが、現在は頼れるイ
クボスです。

3 歳になる男の子のママ。
パパは38歳で、家族一緒
に海外に赴任中です。パ
パは2018年に２か月間の
育児休業を取得しました。

AさんBさんCさん

考
え
る
大
切
な
機
会

青
木
さ
ん

組
み
立
て
、
色
を

塗
り
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
と
て
も
喜

ん
で
遊
ん
で
く
れ

た
の
で
、
作
り
が

い
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田　

絵
本
が
好

き
な
よ
う
で
、読
み

聞
か
せ
を
す
る
と
、

じ
ー
っ
と
見
つ
め

て
聞
き
入
り
、
小
さ
な
手
で
ペ
ー
ジ
を

め
く
っ
た
り
、
本
に
よ
っ
て
は
ケ
ラ
ケ

ラ
笑
っ
た
り
。
も
っ
と
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
、
リ
ズ
ム
や
強
弱
を
つ
け
、

読
み
方
を
工
夫
し
ま
し
た
。

河
江　
長
男
の
時
に
で
き
な
か
っ
た

沐
浴
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
小
さ
な
桶
の
中
で
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
を
洗
っ
て

あ
げ
る
。
気
持
ち
良
さ
そ
う
な
顔
を

見
る
と
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。

ご
せ
た
よ
う
で
楽
し
そ
う
で
し
た
。

B
さ
ん 

う
ち
の
頃
は
育
児
休
業
制

度
が
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
で
す

が
、
休
日
は
食
事
を
作
っ
た
り
、
お

風
呂
に
入
れ
た
り
と
、
な
ん
と
か
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
時
間
休

な
ど
を
使
っ
た
時
短
勤
務
だ
け
で
も

助
か
る
と
思
い
ま
す
。

B
さ
ん　

も
う
ち
ょ
っ
と
子
ど
も

に
も
寛
容
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
育
児
は
す
ぐ
結
果
が
出

る
も
の
で
な
い
の
で
、
お
お
ら
か
に

接
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

A
さ
ん　

私
の
職
場
の
男
性
に
も

よ
く
話
す
の
で
す
が
、
仕
事
と
同
様

に
育
児
や
家
事
に
も
や
り
が
い
を
感

じ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

C
さ
ん　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
を
重
視
し
な
が
ら
、
父
と
し
て
自

覚
を
持
っ
て
育
児
を
し
続
け
て
く
れ

る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

ママたちの本音トーク
こぼれ話はこちら

⬇

―
こ
れ
か
ら
の
パ
パ
に
望
む
こ
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

―
育
児
休
業
中
の
パ
パ
は

ど
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
か
？

イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う



48

中
谷　
当
時
、
総
勢
10
人
の
中
の
２

人
が
育
児
休
業
を
取
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
重
要
な
ポ
ス
ト
に
就
い

て
い
る
た
め
、
不
安
は
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
、
子
ど
も
は
国
の
宝
と
私

は
思
い
、
部
下
に
子
ど
も
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
う
れ
し
く
、
誇
ら
し
く
も

思
い
、
快
く
承
認
し
ま
し
た
。

牛
尾　

私
が
着
任
す
る
前
の
課
長

の
ご
判
断
で
承
認
さ
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
私
も
育
児
休
業
の
希
望
が

あ
れ
ば
取
ら
せ
て
あ
げ
た
い
と
い

―
部
下
か
ら
報
告
を
受
け
た
時
は

ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
か
？

部下から育児に伴う休暇・休業の取得希望を伝えられた時、どのような対応をとり、
職場のマネジメントを図るのか？ イクボス４人にお話を伺った。

う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

躊
躇
な
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

臼
井　
部
下
職
員
か
ら
育
児
休
業
を

取
得
し
た
い
旨
の
相
談
を
受
け
た
時

は
、
二
つ
返
事
で
賛
成
し
ま
し
た
し
、

率
直
に
羨
ま
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

私
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
当
時
、
男

性
の
育
児
休
業
は
一
般
的
な
も
の
で

は
な
く
、
仕
事
一
辺
倒
の
毎
日
で
し

た
。
子
ど
も
が
小
さ
い
頃
に
育
児
に

た
ず
さ
わ
っ
て
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し

た
記
憶
が
な
く
、
今
で
も
残
念
に
感

じ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
本　
４
〜
５
年
前
、
男
性
の
育
児

休
業
は
あ
ま
り
浸
透
し
て
お
ら
ず
、

一
瞬
、
驚
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
昨
今
は
「
育
児
は
手
伝
う
も
の

で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
る
時
代
。
男
性

職
員
の
育
児
へ
の
積
極
的
な
参
加
は

喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

牛
尾　
文
部
科
学
省
は
イ
ク
メ
ン
職

員
を
支
え
る
職
場
の
取
組
と
し
て
、

セ
ミ
ナ
ー
や
ラ
ン
チ
会
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
他
の
職
員
と
悩
み
や
喜

び
な
ど
を
共
有
で
き
る
こ
の
よ
う
な

催
し
は
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

臼
井　
部
下
職
員
に
は
、
休
暇
前
に

で
き
る
こ
と
は
処
理
し
、
休
暇
期
間

中
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
同
僚
に
対
応
を
依
頼
す
る
よ

う
に
伝
え
ま
し
た
。
周
り
の
職
員
に

も
協
力
を
お
願
い
し
、
万
全
な
環
境

2019 年度に、部下職員が「男の産休」7日間、育
児休業１か月を取得しました。

防衛省 防衛政策局 調査課 
情報保全企画室 室長
宮本 康宏さん

二 女の 母。自 身も
育 休 取 得 経 験 者。
2019 年 度に、部 下
職員２人がそれぞれ

「男の産休」と、２か
月、８か月の育児休
業を取得しました。

外務省 経済局 
漁業室長
中谷 好江さん

2019 年度に、部下職員が「男の産休」と
６か月の育児休業を取得しました。

文部科学省 高等教育局 
高等教育企画課長
牛尾 則文さん

整
備
を
し
て
休
業
に
入
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

中
谷　
「
上
司
が
O
K
し
た
か
ら
そ

れ
で
よ
し
」
で
は
な
く
、
周
り
の
職

員
の
理
解
を
得
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
こ

そ
協
力
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ

と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

宮
本　
休
業
に
入
る
前
に
職
員
が
自

ら
業
務
の
分
担
等
、
段
取
り
を
付
け

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
日

頃
か
ら
課
の
中
の
各
チ
ー
ム
で
、
あ

る
程
度
、
業
務
を
共
有
し
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

中
谷　
上
司
は
、
育
児
に
伴
う
休
暇
・

休
業
を
業
務
研
修
と
し
て
捉
え
る
と

許
可
を
出
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
や
業
務
合
理
化
の
意
識
が
向
上

す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

牛
尾　
令
和
元
年
度
か
ら
本
人
の
意

向
を
聞
い
た
上
で
、
上
司
が
育
児
に

伴
う
休
暇
・
休
業
の
取
得
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
相
談

し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
時
点
で
、
上

司
に
話
を
す
る
の
が
一
番
だ
と
思
い

ま
す
。

臼
井　
「
◯
◯
さ
ん
が
育
児
休
業
を

取
得
し
た
い
と
迷
っ
て
い
た
の
で
、

積
極
的
に
取
る
よ
う
勧
め
ま
し
た
」

と
広
言
す
る
こ
と
も
、
一
つ
の
方
法

だ
と
思
い
ま
す
。
上

司
も
育
児
休
暇
を
推

奨
し
て
い
る
と
い
う

空
気
を
、
職
場
内
に

作
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

宮
本　

育
児
に
伴

う
休
暇
・
休
業
に
か

か
わ
ら
ず
、
何
ら
か

の
事
情
で
人
員
が
通

常
よ
り
も
少
な
く
な

る
経
験
を
通
し
て
、

チ
ー
ム
の
体
制
が
で

き
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
人
が

欠
け
る
こ
と
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え

ず
、
チ
ー
ム
の
力
を
強
く
す
る
良
い

機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

中
谷　
上
司
も
同
僚
も
業
務
の
合
理

化
を
考
え
る
機
会
と
な
り
、
職
場
で

家
族
の
話
も
含
め
何
で
も
話
し
や

す
い
雰
囲
気
が
で
き
る
等
の
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
に
目
を
向
け
て
欲
し

い
で
す
。

牛
尾　
部
下
が
遠
慮
な
く
話
し
に
来

や
す
い
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
る
こ
と

が
大
切
。
私
自
身
も
い
か
に
し
て
、

よ
り
話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ
て

―
育
児
休
業
取
得
の
た
め
の
職
場
で
の

取
組
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

―
上
司
と
し
て
ど
の
よ
う
な
心
得
を

持
っ
て
い
る
と
良
い
で
し
ょ
う
か
？

育児と両立しやすい職場づくりのために

イクボスたちの想い
イクボス
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う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

躊
躇
な
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

臼
井　
部
下
職
員
か
ら
育
児
休
業
を

取
得
し
た
い
旨
の
相
談
を
受
け
た
時

は
、
二
つ
返
事
で
賛
成
し
ま
し
た
し
、

率
直
に
羨
ま
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

私
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
当
時
、
男

性
の
育
児
休
業
は
一
般
的
な
も
の
で

は
な
く
、
仕
事
一
辺
倒
の
毎
日
で
し

た
。
子
ど
も
が
小
さ
い
頃
に
育
児
に

た
ず
さ
わ
っ
て
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し

た
記
憶
が
な
く
、
今
で
も
残
念
に
感

じ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
本　
４
〜
５
年
前
、
男
性
の
育
児

休
業
は
あ
ま
り
浸
透
し
て
お
ら
ず
、

一
瞬
、
驚
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
昨
今
は
「
育
児
は
手
伝
う
も
の

で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
る
時
代
。
男
性

職
員
の
育
児
へ
の
積
極
的
な
参
加
は

喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

牛
尾　
文
部
科
学
省
は
イ
ク
メ
ン
職

員
を
支
え
る
職
場
の
取
組
と
し
て
、

セ
ミ
ナ
ー
や
ラ
ン
チ
会
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
他
の
職
員
と
悩
み
や
喜

び
な
ど
を
共
有
で
き
る
こ
の
よ
う
な

催
し
は
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

臼
井　
部
下
職
員
に
は
、
休
暇
前
に

で
き
る
こ
と
は
処
理
し
、
休
暇
期
間

中
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
同
僚
に
対
応
を
依
頼
す
る
よ

う
に
伝
え
ま
し
た
。
周
り
の
職
員
に

も
協
力
を
お
願
い
し
、
万
全
な
環
境

2019 年度に、部下職員が「男の産休」7日間、育
児休業１か月を取得しました。

防衛省 防衛政策局 調査課 
情報保全企画室 室長
宮本 康宏さん

2019 年度に、部下職員が「男の産休」と
６か月の育児休業を取得しました。

文部科学省 高等教育局 
高等教育企画課長
牛尾 則文さん

整
備
を
し
て
休
業
に
入
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

中
谷　
「
上
司
が
O
K
し
た
か
ら
そ

れ
で
よ
し
」
で
は
な
く
、
周
り
の
職

員
の
理
解
を
得
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
こ

そ
協
力
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ

と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

宮
本　
休
業
に
入
る
前
に
職
員
が
自

ら
業
務
の
分
担
等
、
段
取
り
を
付
け

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
日

頃
か
ら
課
の
中
の
各
チ
ー
ム
で
、
あ

る
程
度
、
業
務
を
共
有
し
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

中
谷　
上
司
は
、
育
児
に
伴
う
休
暇
・

休
業
を
業
務
研
修
と
し
て
捉
え
る
と

許
可
を
出
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
や
業
務
合
理
化
の
意
識
が
向
上

す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

牛
尾　
令
和
元
年
度
か
ら
本
人
の
意

向
を
聞
い
た
上
で
、
上
司
が
育
児
に

伴
う
休
暇
・
休
業
の
取
得
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
相
談

し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
時
点
で
、
上

司
に
話
を
す
る
の
が
一
番
だ
と
思
い

ま
す
。

臼
井　
「
◯
◯
さ
ん
が
育
児
休
業
を

取
得
し
た
い
と
迷
っ
て
い
た
の
で
、

積
極
的
に
取
る
よ
う
勧
め
ま
し
た
」

と
広
言
す
る
こ
と
も
、
一
つ
の
方
法

だ
と
思
い
ま
す
。
上

司
も
育
児
休
暇
を
推

奨
し
て
い
る
と
い
う

空
気
を
、
職
場
内
に

作
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

宮
本　

育
児
に
伴

う
休
暇
・
休
業
に
か

か
わ
ら
ず
、
何
ら
か

の
事
情
で
人
員
が
通

常
よ
り
も
少
な
く
な

る
経
験
を
通
し
て
、

チ
ー
ム
の
体
制
が
で

き
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
人
が

欠
け
る
こ
と
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え

ず
、
チ
ー
ム
の
力
を
強
く
す
る
良
い

機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

中
谷　
上
司
も
同
僚
も
業
務
の
合
理

化
を
考
え
る
機
会
と
な
り
、
職
場
で

家
族
の
話
も
含
め
何
で
も
話
し
や

す
い
雰
囲
気
が
で
き
る
等
の
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
に
目
を
向
け
て
欲
し

い
で
す
。

牛
尾　
部
下
が
遠
慮
な
く
話
し
に
来

や
す
い
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
る
こ
と

が
大
切
。
私
自
身
も
い
か
に
し
て
、

よ
り
話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ
て

い
く
か
を
一
つ
の
課
題
に
し
て
い
ま

す
。

臼
井　
休
暇
後
も
育
児
は
続
き
ま
す

の
で
、
職
場
に
復
帰
後
も
、
定
時
退

庁
を
目
指
し
て
効
率
的
に
仕
事
を
進

め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

管
理
職
も
、
定
時
退
庁
が
普
通
だ
と

い
う
雰
囲
気
を
作
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

宮
本　
育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
を

考
え
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
主

体
的
な
問
題
と
し
て
捉
え
、
制
度
な

の
で
す
か
ら
取
得
す
る
つ
も
り
で
い

て
く
だ
さ
い
。
防
衛
省
の
職
員
が
少

し
で
も
政
府
の
育
児
休
業
取
得
率
の

目
標
に
貢
献
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

―
上
司
と
し
て
ど
の
よ
う
な
心
得
を

持
っ
て
い
る
と
良
い
で
し
ょ
う
か
？

―
イ
ク
ボ
ス
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
け
ま
す
か
？

育児と両立しやすい職場づくりのために

イクボスたちの想い

2019 年度に、部下職員が
「男の産休」６日間、育児休
業を１か月取得しました。

国土交通省航空局 安全部
航空交通管制安全室 
交通管制安全監督官
臼井 範和さん

イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う



こんな場面でどう話す？

教えてくれたのは…
　1984 年総合電機メーカー入社、ソフトウェアの開発、設計、企画
に 24 年間従事。２度育休を取り部長まで務める。女性活躍推進プロ
ジェクトのリーダーを経験。
　2010 年育休後コンサルタント® として独立し、法人向けに女性活
躍推進コンサルティング、育休後職場復帰セミナー、育児中の部下を
持つ管理職向けセミナーを年間 200 回以上提供。個人向けに育休後
カフェ ® を年 20 回程度開催。
NPO 法人ファザーリング・ジャパン会員：パパワーク研究会 2018 
メンバー、イクボス企業同盟サポートスタッフ

著書：「改訂版 さあ、育休後からはじめよう ～働くママへの応援歌～」
　　　「子育て社員を活かすコミュニケーション【イクボスへのヒント集】」

育休後コンサルタント
山口理栄さん
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部下とのやり取りを学ぼう
男性部下から

育児に伴う休暇・休業取得の相談が

「
イ
ク
メ
ン
」と
い
う
言
葉
も
広

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
育
児

に
積
極
的
に
参
画
す
る
男
性
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
育
児

休
業
を
取
得
す
る
男
性
は
、
女
性

に
比
べ
て
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
突
然
、
男
性
部

下
職
員
か
ら「
育
児
に
伴
う
休
暇
・

休
業
を
取
得
し
た
い
」
と
相
談
さ

れ
た
ら
、
上
司
で
あ
る
あ
な
た
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
ま
す
か
。
制

度
上
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利
な
の

だ
と
頭
で
は
理
解
し
て
い
て
も
、

初
め
て
の
経
験
で
あ
る
場
合
は
と

く
に
「
忙
し
い
時
期
な
の
に
困
っ

た
な
」な
ど
と
、困
惑
が
先
に
た
っ

て
し
ま
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

イ
ク
ボ
ス
に
求
め
ら
れ
る

ス
キ
ル
と
は
？

部
下
と
し
て
は
、
職
場
に
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
相

談
で
す
。あ
な
た
の
言
葉
一
つ
で
、

部
下
や
そ
の
家
族
の
精
神
状
態
を

大
き
く
左
右
し
か
ね
ま
せ
ん
。

今
の
時
代
、
上
司
は
部
下
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
考
慮

し
、
個
人
の
人
生
と
公
務
の
持
続

性
の
両
方
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
す
「
イ
ク
ボ
ス
」
で
あ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
部
下

が
安
心
し
て
育
児
に
伴
う
休
暇
・

休
業
を
取
得
し
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト

が
周
囲
に
伝
わ
る
こ
と
で
若
い
世

代
が
い
き
い
き
と
働
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
上
司
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
な
の
で

し
ょ
う
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
、「
イ
ク

ボ
ス
」
に
必
要
な
ス
キ
ル
に
つ
い

て
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
学

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

イクボスロールプレイング
イクボス
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男性部下から
育児に伴う休暇・休業取得の相談が

イクボスロールプレイング状 況

今日はお時間をいただきありがとうございます。
実は妻が妊娠しまして、半年後に子どもが生まれる
ことになりました。部下

家族ミーティングシートに記載しましたとおり、
・妻の出産予定日から5 日間の「男の産休」
・妻の産後、４週間の「育休」
・妻が育休復帰後、１か月の「２度目の育休」を取り

たいと考えています。

部下

ありがとうございます。実は妻のつわりが重いた
め、育休後も保育園の迎えなどがあるので、時間
休をいただき、早く帰りたいのです。しかし、皆さ
んに迷惑をかけないか心配で…。

部下

上 司で あるあなたは、
まず何と言いますか？

上司
（あなた）

「男の産休」や２度の「育児休業」を取得したいと
申し出た男性部下に対して、どのようなリアクショ
ンをしますか？部下の気持ちも想像してみましょう。 上司

（あなた）

定期的な時間休を取得したいと申し出た部下に対
して、どのように声をかけますか？チーム全体のこ
とを考えながら、よりよい対応を考えてみましょう。 上司

（あなた）

check.1

check.2

check.3

男性部下が、上司であるあなたに面談を申し入れてきました。
この部下は係長クラスで、職場でも重要な立場にあります。

上司として望ましい対応を考えてみましょう。

ロ ー ル プ レ イ ン グ

イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う
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答 え 合 わ せ

いかがでしたか。休暇・休業の申出は、部下にとって、職場に迷惑をかけるかもしれない
という、申し訳無さを抱えながらの上司への相談です。上司であるあなたの一言が、部下
に与える影響はとても大きいものです。部下の育児休業等の取得を契機として、チーム運
営を改めて考えることで、誰もが働きやすい魅力ある職場としていくことが大切です。

ま と め

check.1
● 子どもができたことについて祝福し、１か月以上の取得を勧奨する

会話例 それはおめでとう!!よかったですね。育児に伴う休暇・休業の取得意向
はありますか？ご家族と相談の上、ぜひ１か月以上取得してください。

解説

部下は大きな不安を抱えてあなたに相談してきたことでしょう。まずは、祝福し
てあげてください。きっと部下もホッとするはずです。また、育児休業の取得
に向けて家族ミーティングシートなどのツールも活用し、休暇・休業の取得
の時期や方法等について、取得プラン（意向）をまとめるように促しましょう。

check.2
● 希望日程を確認し、業務遂行計画書、取得計画書を作成

会話例
ぜひ積極的に取ってください。私の方で取得計画書を作成し、取得に向
けて協力します。業務分担も検討して、不在時の業務遂行計画書を作成
するので、引継ぎはよろしくね。

解説

「男の産休」「育児休業」とも、一定期間、業務から抜けることになるため、
取得に向けては業務の引継ぎ等の対応が必要になります。取得に向け、
上司としてチーム全体での業務分担の見直しを行うことが必要です。本人
の意向に基づき取得計画の作成を行い、計画的に進める必要があります。

check.3
● チーム全体で協力することや、柔軟な働き方を提案
● 部下の不安を取り除くようなフォローを行ったか

会話例

部署のみんなに協力してもらわないとうまくいかないから、しかるべきタ
イミングで、子どもが生まれること、育児休業のこと、早く帰ることについ
てみんなに報告してください。また、これ以降も、何か問題があったら相
談に乗るから、遠慮なく言ってくださいね。

解説

上司であるあなたに求められているのは、チームとしてのパフォーマンスが
下がらないようにすることです。部下には、引継ぎなどやるべきことは確実
に対処した上で休むように伝えましょう。また、育児をしながらも仕事の成
果を上げることを求めましょう。変に遠慮する必要はありません。もちろん、
緊急対応が常に求められるなど両立が難しい業務を当座割り当てないな
どの調整は必要です。育児休業等は両立支援であり、部下の不安を取り除
きつつ、業務継続や柔軟な働き方に言及することは、むしろ重要です。

・担当するものに「○」をつけたり、「５：５」などの分担割合を記入することもできます

夫 妻 夫 妻 夫 妻 夫 妻
【食事系】
朝食の支度

子供の朝食の補助
朝食の後片付け

昼食（お弁当）の支度
子供の昼食の補助
昼食の後片付け
夕食の支度

子供の夕食の補助
夕食の支度の後片付け
離乳食・ミルクの支度

離乳食・ミルクを食べさせる
離乳食・ミルクの支度片付け

食料品の買い物
【その他家事系】

ゴミ出し（回収、分別、出す）

食料以外の生活用品の買い物
【生活サポート系】

子供の沐浴・入浴
子供の歯磨き・補助
子供の寝かしつけ
おむつ交換、トイレの付き添い
兄弟姉妹のケア
遊ぶ（家の中）
遊ぶ（散歩、外遊び）
子供が病気の時の看病
通院
病児保育の手配

(※）積水ハウス株式会社「家族ミーティングシート」（https://www.sekisuihouse.co.jp/ikukyu/）を元に作成

地域やパパママ同士の交流ネッ
トワーク作り
【追加項目】

掃除（リビング、玄関、お風呂、
洗面、トイレ、キッチン）

洗濯（洗う、干す、たたむ、しま
う、アイロン、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ出し）

家事代行ｻｰﾋﾞｽ等の利用手配
【その他】

復帰に向けた子育て支援サービ
スの下調べ、事前登録、

お試し利用（ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ、ﾍﾞﾋﾞｰｼｯ
ﾀｰ、病児病後保育等）

家族旅行、父子旅行

保活（自治体や保育園に出向いて情
報収集、ﾘｻｰﾁ、各種手続き等）

予防接種のｽｹｼﾞｭｰﾙ管理と実施

【リサーチ・手続き・管理系】
出生届等の自治体への各種届出

【教育系】
子供の着替え・身支度/補助
保育園等の持ち物準備

連絡帳の記入
保育園等への送り
保育園等への迎え

これから

保育園等で必要なものの購入
保護者会・PTAへの出席

保育園等からの突発連絡への対応

現状 これから 現状

家族ミーティングシート
男性職員の育児休業等取得促進ハンドブック「イクメンパスポート」は、お手元にありますか？
「イクメンパスポート」には、「男の産休」や「育児休業」などの男性職員が取得できる仕事と育児の両立支援制度の概要やQ&A、育児休業取得者の体験談等が
記載されていますので、これらを参考にしながら、家族で「わが家の子育て」について話し合いましょう。
今後の子育て・家事分担を確認したうえで、ご自身の休暇・休業の取得の時期や方法等について、取得プラン（意向）をまとめてみましょう。

１．それぞれの「時期」と休暇・休業の「目的」を一緒に考えてみましょう

夫 産前サポート 妻の復職支援一緒に育児産後サポート

妻 産前・産後休暇 育児休業

子の出生 8週間 1歳 1歳2か月
時期 目的

・出産直後の妻のサポート
・妻の育児家事を分担
・出産に合わせ上の子の育児を分担
・家族の予定・イベントに合わせて
・妻の職場復帰の支援 等

２．見えない家事育児はたくさんあります。夫婦の子育て・家事分担について確認してみましょう

これらの情報をもとに、いよいよ具体的な取得プランを考えてみましょう！ 次ページに続く

３．「時期」と「目的」、家事育児の役割分担を踏まえた取得プラン（意向）を作ってみましょう

ツールとして提供。上司には提出不要

（参考資料３）

家族状況

取得プラン

○「８週以内」「８週超～１年以内」

取得日数 土日連続

0 0 0
0

○２・３年目

２年目以降となる理由

取得日数 土日連続

0 0 0
合計（日換算） 0

合計の取得日数（2年目以降を含む）が「１か月未満」となる場合及び取得しない場合には、その理由

小計

期間 種類
日単位

時間単位 具体的内容

小計
合計（日換算）

職員は、取得プラン（意向）について、上司に報告をお願いいたします。なお、内閣人事局が各府省等に提供している取得計画書の様式（抜粋）は、
以下のとおりです。

期間 種類
日単位

時間単位 具体的内容

妻・夫の働き方、家事育児の分担方針、父親の役割等を踏まえた、休暇・休業の取得プラン（意向）
・
・
・
・

夫

妻 産前・産後休暇

出産 8週間 1歳

休暇・休業の
取得想定

様式例 作成責任者

作成年月日：○○年○月○日 【上司職員（管理職員）】 【部局長等】
更新年月日（最新）：○○年○月○日 所属： 所属：

役職： 役職：
氏名： 氏名：

１．基本情報

所属 氏名

配偶者の出産予定日

【要確認項目】
□部下に取得を勧奨（「１か月以上」、「なるべく、1年以内に取得かつ８週間以内に一定期間まとめ取り」）
□取得プランの作成、長期休業の場合は早期申出を依頼
□人事当局に、本シート（１．まで記入済）で、部下の子の出生予定（配偶者の出産予定日）を報告

２．取得計画

家族状況

取得プラン

（１）８週以内

取得日数 土日連続

0 0 0
0

（２）８週超～1年以内

取得日数 土日連続

0 0 0
0

【参考】

（☆２） から
（☆３） まで

「男の産休・育休等」取得計画書兼フォローシート

日単位
時間単位

子の生年月日（出生後に記入）

具体的内容期間 種類

小計
合計（日換算）

概要

（☆４）

配偶者出産休暇
　（２日の範囲内）

入院等の日から産後２週（☆１）までの間 （☆１）

育児参加休暇
　（５日の範囲内）

産前６週（☆２）から産後８週（☆３）までの間
（☆２産前に取得できるのは、小学校未就学の子を養育する場合に限られる）

自動計算
小計

合計（日換算）

育児休業 子が３歳（☆４）になるまで

まで

まで

具体的内容

1か月未満（30日換算）

期間 種類
日単位

時間単位

自動計算
（１）の合計

1か月未満（30日換算）

取得可能期間（自動計算）

（１）と（２）の合計

（参考資料１） （３）２・３年目

２年目以降となる理由

取得日数 土日連続

0 0 0
0

□（子の出生の３～２か月前）人事当局に、本シート（２．まで記入済）で取得計画を報告（必要に応じて、代替要員等の手配を依頼）
□（子の出生の２～１か月前）部下と引継ぎ等のために面談等を行い、必要に応じて業務遂行計画を作成

３．実績管理
・取得実績（月別・休暇種類別）

取得日数 土日連続 時間単位 取得日数 土日連続 時間単位 日換算
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0

【要確認項目】
□取得の都度、実績を記入するとともに、期首面談等の機会を活用して定期的に取得実績（計画どおりに取得できているか）を確認
□取得計画と実績にかい離がある場合、必要に応じて取得計画を見直し、または、業務分担の見直し等を行っているか
□取得計画の完了を確認したら、人事当局へ本シート（３．まで記入済）を報告

自動計算
小計

合計（日換算）

□取得計画の内容を確認（推奨する「１か月以上」「１年以内・８週以内」を満たしているか、2年目以降の場合は十分な理由が記載されているか）

【自動計算】

種類
単月 累計

【要確認項目】

日単位
時間単位期間 種類 具体的内容

1か月未満（30日換算）

合計の取得日数（2年目以降を含む）が「１か月未満」となる場合及び取得しない場合には、その理由

取得月

（１）～（３）の合計

時期
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育児に伴う休暇・休業の取得を決定したら、家族ミーティングシートや以下の取得計画書を作成します。
休暇・休業をイメージする際のツールとして活用してください。

● 育児日記・成長記録アプリ
　授乳やうんちの回数、成長具合を記録。
● 予防接種スケジュール管理アプリ
　数多くある予防接種の時期を確認。
● 写真共有アプリ
　離れた家族とも成長の様子をシェア。
● 離乳食レシピアプリ
　月齢に合わせた離乳食のレシピをチェック。
● お出掛け情報アプリ
　授乳・おむつ替えスペースなどの場所を確認。
● 赤ちゃん泣き止ませアプリ
　赤ちゃんが泣き止みやすくなる音楽をかける。 

etc.

イクメン必須の便利

「男の産休・育休等」
取得計画兼フォローシート（様式例）

育児を支える便利

育児系アプリ
子育てにちょっと困った時、助けてもら
える「育児系アプリ」を活用しましょう！

ハイテク家電
家事をサポートしてくれる便利
家電の活用もおすすめです。

● ロボット掃除機
　他の家事をしている間や外出中にお部屋を清掃。
● 食器洗い乾燥機
　お皿を洗うだけでなく、拭く手間もなくなり時短に。
● 洗濯乾燥機
　赤ちゃんは洗濯物もたくさん。
　乾燥機があれば雨の日も安心。
● 電気調理器
　料理も時短でヘルシーな食生活に。
● スマートスピーカー
　手が離せないときでも、赤ちゃんが喜ぶ音楽をかけたり、
　メールを読み上げてくれたりして、便利。
● 見守りカメラ
　離れた部屋でも赤ちゃんの様子が分かって安心。 

etc.

たとえば たとえば

TOOL

TOOL

知っておきたい

■ 家族ミーティングシート、
「男の産休・育休等」取得
計画兼フォローシート等は
ホームページで見られます。

「家族ミーティングシート」

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う

イ
ク
メ
ン



54

パ
パ
、
マ
マ
、
職
場
、
地
域
、
社
会
み
ん
な
で
育
む

父
親
に
な
る
男
性
に
一
番
大
切
な
心
構
え

は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
が
父
親
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
は
な
く
、
妊
娠
し
た
時

が
ス
タ
ー
ト
だ
と
い
う
認
識
で
す
。
妊
娠
中

の
女
性
は
、
心
と
体
に
非
常
に
大
き
な
負
担

が
か
か
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
妊
娠
中
か
ら

パ
パ
が
寄
り
添
い
、
気
遣
う
姿
勢
そ
の
も
の

が
、
マ
マ
に
安
心
感
を
与
え
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の

妊
娠
中
は
パ
パ
に
と
っ
て
も
準
備
期
間

マ
マ
の
気
持
ち
を
尊
重
し
て

イ
ク
メ
ン
も
イ
ク
ボ
ス
も
、

急
に
な
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
心
構
え
に
必
要
な
こ
と
を

乳
幼
児
教
育
の
専
門
家
で
あ
る

大
豆
生
田
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

ス
ス
メ

イ
ク
メ
ン
の

ス
ス
メ

イ
ク
ボ
ス
の

心
構
え

イ
ク
メ
ン
の

新
し
い
生
活
へ
の
希
望
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
の
「
父
親
に
な
る
」
と
い

う
心
構
え
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
そ
の
後
の
健
や

か
な
成
長
の
上
で
も
、
実
は
大
き
く
関
わ
っ

て
く
る
も
の
な
の
で
す
。

具
体
的
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
は
、
ま
ず
妊

娠
中
の
マ
マ
の
体
が
出
産
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
し
っ
か
り
と
知

る
こ
と
で
す
。
た
だ
、
妊
娠
や
出
産
を
体
験
す

る
の
は
女
性
な
の
で
、
男
性
に
は
実
感
が
湧

き
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
近
く
に
わ
た
る
妊
娠
期
間
で
は
、
妊
娠

初
期
、
中
期
、
後
期
、
出
産
直
前
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
変
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
、

マ
マ
の
心
と
体
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
の

か
を
知
識
と
し
て
学
ぶ
こ
と
が
、
マ
マ
が
助
け

を
必
要
と
す
る
場
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
へ

つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

妊
娠
中
か
ら
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
し
て
お

け
ば
、
自
分
が
す
べ
き
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
生
活
の
何
が
変
わ
る

か
に
つ
い
て
も
自
然
と
意
識
で
き
、
父
親
と

し
て
の
自
覚
も
芽
生
え
て
き
ま
す
。
出
産
や

赤
ち
ゃ
ん
に
必
要
な
も
の
を
準
備
す
る
、
産

院
を
決
め
る
等
の
細
々
し
た
こ
と
も
、
二
人

で
相
談
し
て
楽
し
み
な
が
ら
準
備
し
て
い
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

同
時
に
、
常
に
一
人
よ
が
り
に
な
ら
ず
に

「
何
か
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
あ
る
？
」
と
声
か

け
を
し
、
妊
娠
中
の
マ
マ
の
気
持
ち
を
尊
重

す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
こ
の
意
思
疎
通
は
、

子
育
て
期
間
全
般
に
お
い
て
も
大
切
で
す
。

玉川大学教育学部乳幼児発達学科教授。青山学院大学大学院を修了後、青山学
院幼稚園教諭などを経て現職。専門分野は乳幼児教育学・保育学・子育て支援。

大お
お
ま
め
う
だ

豆
生
田
啓
友
さ
ん

IKUMEN no SUSUME

イクメ
ン・イクボス
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生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
は
授
乳
も

あ
り
、
自
然
と
マ
マ
と
の
時
間
が
長
く
な
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
「
パ
パ
が
で
き
る
役

割
」
を
探
り
ま
し
ょ
う
。
産
後
の
体
は
大
変
で

す
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、

「
マ
マ
に
対
し
て
何
を
し
た
ら
い
い
か
」
を
考

え
る
と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
パ
パ
は
赤

ち
ゃ
ん
に
対
し
て
「
た
だ
た
だ
可
愛
い
」と
い

う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

マ
マ
は
産
後
の
回
復
中
の
体
で
数
時
間
お
き

の
授
乳
や
夜
泣
き
に
対
応
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
パ
パ
一
人
で
も
お
世
話
で
き
る
」

意
気
込
み
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

心
構
え

育
児

イ
ク
メ
ン
と

新
し
い
生
活
へ
の
希
望
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
の
「
父
親
に
な
る
」
と
い

う
心
構
え
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
そ
の
後
の
健
や

か
な
成
長
の
上
で
も
、
実
は
大
き
く
関
わ
っ

て
く
る
も
の
な
の
で
す
。

具
体
的
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
は
、
ま
ず
妊

娠
中
の
マ
マ
の
体
が
出
産
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
し
っ
か
り
と
知

る
こ
と
で
す
。
た
だ
、
妊
娠
や
出
産
を
体
験
す

る
の
は
女
性
な
の
で
、
男
性
に
は
実
感
が
湧

き
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
近
く
に
わ
た
る
妊
娠
期
間
で
は
、
妊
娠

初
期
、
中
期
、
後
期
、
出
産
直
前
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
変
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
、

マ
マ
の
心
と
体
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
の

か
を
知
識
と
し
て
学
ぶ
こ
と
が
、
マ
マ
が
助
け

赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を
す
る
場
合
は
、
母

乳
を
あ
げ
る
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た

ら
、慣
れ
な
い
育
児
に
奮
闘
し
な
が
ら
、料
理
、

洗
濯
、
掃
除
な
ど
の
家
事
も
こ
な
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
「
パ
パ
一
人
だ
っ

て
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
も
で
き
る
」
と
い
う

姿
勢
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
父
親
の
役
割

と
は
、
思
っ
て
い
る
以
上
に
大
き
な
も
の
な

の
で
す
。

一
つ
勘
違
い
し
た
く
な
い
の
は
、
沐
浴
な

を
必
要
と
す
る
場
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
へ

つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

妊
娠
中
か
ら
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
し
て
お

け
ば
、
自
分
が
す
べ
き
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
生
活
の
何
が
変
わ
る

か
に
つ
い
て
も
自
然
と
意
識
で
き
、
父
親
と

し
て
の
自
覚
も
芽
生
え
て
き
ま
す
。
出
産
や

赤
ち
ゃ
ん
に
必
要
な
も
の
を
準
備
す
る
、
産

院
を
決
め
る
等
の
細
々
し
た
こ
と
も
、
二
人

で
相
談
し
て
楽
し
み
な
が
ら
準
備
し
て
い
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

同
時
に
、
常
に
一
人
よ
が
り
に
な
ら
ず
に

「
何
か
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
あ
る
？
」
と
声
か

け
を
し
、
妊
娠
中
の
マ
マ
の
気
持
ち
を
尊
重

す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
こ
の
意
思
疎
通
は
、

子
育
て
期
間
全
般
に
お
い
て
も
大
切
で
す
。

ど
い
く
つ
か
の
お
世
話
を
し
て
い
る
だ
け
で

満
足
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
赤

ち
ゃ
ん
が
泣
き
止
ま
な
い
時
に
「
や
っ
ぱ
り

マ
マ
じ
ゃ
な
い
と
」
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
れ

ば
、
マ
マ
も
仕
方
な
い
と
受
け
入
れ
て
く
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
マ
マ
だ
っ
て
、
何

を
し
て
も
泣
き
止
ま
な
い
日
々
を
な
ん
と
か

く
ぐ
り
抜
け
な
が
ら
育
児
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
ん
な
大
変
さ
を
パ
パ
も
一
緒
に
な
っ
て
試

行
錯
誤
す
る
こ
と
が
育
児
で
す
。

マ
マ
に
共
感
し
、
尊
敬
の
念
を
忘
れ
ず
に

声
か
け
し
、
パ
パ
が
で
き
る
こ
と
を
模
索
し

な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
子
育
て
を
探
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

IKUBOSS no SUSUME

〟真
の
イ
クメ
ン
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も

　
　
　
　
　
育
児
へ
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い

〝

二
人
で
一
緒
に

「
自
分
た
ち
の
育
児
」を
探
る

イ
ク
ボ
ス

イ
ク
メ
ン

み
ん
な
で
読
も
う
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0
歳
か
ら
１
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
発
達
で

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、「
赤
ち
ゃ
ん
は
何

も
分
か
ら
な
い
存
在
で
は
な
い
」と
い
う
こ
と

で
す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
で
も
、

大
き
な
声
で
泣
く
な
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
な
り
に

自
分
を
一
生
懸
命
、
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の

意
思
表
示
を
、
パ
パ
や
マ
マ
、
祖
父
母
ら
が
丁

寧
に
受
け
止
め
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
発
達
に
お
い
て
一
番
大
切
な「
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
（
愛
着
関
係
）」
が
形
成
さ
れ
ま
す
。「
泣

く
と
あ
や
し
て
く
れ
る
、
笑
う
と
喜
ん
で
く

れ
る
、
自
分
の
行
動
に
対
し
て
周
囲
が
あ
た

た
か
く
反
応
し
て
く
れ
る
の
だ
」と
赤
ち
ゃ
ん

が
認
識
す
る
こ
と
で
、
自
分
が
生
ま
れ
た
世

界
に
対
す
る
最
初
の
信
頼
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
が
安
心
し
て
生
き
て
い
く

赤
ち
ゃ
ん
の
発
信
に
応
え
る
こ
と
で

愛
着
関
係
が
形
成
さ
れ
る

子
ど
も

職
場
、社
会

イ
ク
メ
ン
と

イ
ク
メ
ン
＆
イ
ク
ボ
ス
と

た
め
の
、
親
子
関
係
の
根
っ
こ
に
も
な
る
の

で
す
。

子
育
て
を
し
て
い
る
と
、「
こ
の
時
期
に
は

こ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」な
ど
の
発
達
に

関
す
る
情
報
が
気
に
な
る
も
の
で
す
。
た
だ
、

個
人
差
も
大
き
い
も
の
で
す
。
あ
ま
り
情
報

に
振
り
回
さ
れ
て
、
神
経
質
に
な
り
す
ぎ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
親
が
育
児
に

気
負
わ
ず
に
、一
つ
一
つ
の
成
長
を
喜
び
、「
可

愛
い
」と
感
じ
な
が
ら
接
す
る
こ
と
が
子
ど
も

の
健
や
か
な
発
達
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

「
我
が
子
に
と
っ
て
は
何
が
い
い
の
か
」
を

手
探
り
で
学
ぶ
過
程
を
楽
し
む
と
い
う
く
ら

い
の
気
持
ち
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

0
歳
か
ら
1
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
の
遊

び
で
は
、
ボ
ー
ル
を
コ
ロ
コ
ロ
転
が
す
な
ど
、

赤
ち
ゃ
ん
の
反
応
の
変
化
に
合
わ
せ
た
こ
と

を
手
探
り
で
や
っ
て
い
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な

遊
び
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
で
し
ょ
う
。
赤
ち
ゃ
ん
の
目
線
や
表
情
、

体
の
動
き
で
、
喜
び
を
返
し
て
く
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
、
発
達
を
実
感
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
パ
パ
も
少
し
ず
つ
子
育
て
に
自
信

が
つ
い
て
き
ま
す
。

ま
た
、
ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
が
言
葉
を
話
せ
な
い

0
歳
の
時
期
で
も
、
声
か
け
は
大
切
で
す
。
こ

ち
ら
が
話
し
か
け
れ
ば
、
言
葉
に
な
ら
な
い

声
や
体
の
動
き
で
反
応
を
返
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
や
り
と
り
が
大
切
で
す
。
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
と
の
遊
び
で
も
、
一
人
の

人
と
し
て
接
し
て
い
く
こ
と
が
発
達
に
と
っ

て
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
す
。

IKUMEN no SUSUME

〟育
児
に
は
正
解
が
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
形
を
認
め

　
　
　
　
柔
軟
性
の
あ
る
職
場
を
目
指
し
て
い
く

〝

あ
や
し
た
り
遊
ん
だ
り
す
る
時
は

喜
び
の
表
現
に
合
わ
せ
て

〟日
常
の
な
に
げ
な
い
や
り
取
り
が

　
　
　
　
親
子
の
絆
を
育
み
、
発
達
を
促
す

〝
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0
歳
か
ら
１
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
発
達
で

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、「
赤
ち
ゃ
ん
は
何

も
分
か
ら
な
い
存
在
で
は
な
い
」と
い
う
こ
と

で
す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
で
も
、

大
き
な
声
で
泣
く
な
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
な
り
に

自
分
を
一
生
懸
命
、
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の

意
思
表
示
を
、
パ
パ
や
マ
マ
、
祖
父
母
ら
が
丁

寧
に
受
け
止
め
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
発
達
に
お
い
て
一
番
大
切
な「
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
（
愛
着
関
係
）」
が
形
成
さ
れ
ま
す
。「
泣

く
と
あ
や
し
て
く
れ
る
、
笑
う
と
喜
ん
で
く

れ
る
、
自
分
の
行
動
に
対
し
て
周
囲
が
あ
た

た
か
く
反
応
し
て
く
れ
る
の
だ
」と
赤
ち
ゃ
ん

が
認
識
す
る
こ
と
で
、
自
分
が
生
ま
れ
た
世

界
に
対
す
る
最
初
の
信
頼
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
が
安
心
し
て
生
き
て
い
く

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
男
性
も
女
性
も

性
別
に
関
係
な
く
子
育
て
や
家
事
を
す
る
こ

と
は
当
た
り
前
で
す
。
し
か
し
、
職
場
は
と

い
う
と
、
男
性
が
仕
事
を
し
て
女
性
が
子
育

て
や
家
事
を
す
る
と
い
っ
た
従
来
型
の
家
庭

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
し
て
い
な
い
上
の
世

代
が
い
る
の
も
現
状
で
あ
り
、
こ
こ
に
職
場

の
方
向
性
も
絡
む
た
め
、
イ
ク
ボ
ス
の
立
場

に
な
る
方
は
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
イ
ク
ボ
ス
の
心
得
と
し
て
、
育
児
に
伴

う
休
暇
・
休
業
を
取
ろ
う
と
す
る
男
性
が
気

兼
ね
な
く
相
談
で
き
、
ま
た
そ
れ
を
受
け
止

め
ら
れ
る
柔
軟
性
の
あ
る
存
在
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
を
経
験
し
て
い
る
イ
ク
ボ
ス
が
気

を
つ
け
た
い
の
は
、「
昔
は
こ
う
だ
っ
た
か

イ
ク
ボ
ス
は
イ
ク
メ
ン
の
悩
み
を

受
け
止
め
ら
れ
る
存
在
に

職
場
、社
会

イ
ク
メ
ン
＆
イ
ク
ボ
ス
と

た
め
の
、
親
子
関
係
の
根
っ
こ
に
も
な
る
の

で
す
。

子
育
て
を
し
て
い
る
と
、「
こ
の
時
期
に
は

こ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」な
ど
の
発
達
に

関
す
る
情
報
が
気
に
な
る
も
の
で
す
。
た
だ
、

個
人
差
も
大
き
い
も
の
で
す
。
あ
ま
り
情
報

に
振
り
回
さ
れ
て
、
神
経
質
に
な
り
す
ぎ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
親
が
育
児
に

気
負
わ
ず
に
、一
つ
一
つ
の
成
長
を
喜
び
、「
可

愛
い
」と
感
じ
な
が
ら
接
す
る
こ
と
が
子
ど
も

の
健
や
か
な
発
達
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

「
我
が
子
に
と
っ
て
は
何
が
い
い
の
か
」
を

手
探
り
で
学
ぶ
過
程
を
楽
し
む
と
い
う
く
ら

い
の
気
持
ち
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

0
歳
か
ら
1
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
の
遊

び
で
は
、
ボ
ー
ル
を
コ
ロ
コ
ロ
転
が
す
な
ど
、

ら
」
と
決
め
つ
け
て
、
自
分
の
子
育
て
の
や

り
方
を
モ
デ
ル
に
し
て
接
す
る
こ
と
で
す
。

家
族
の
在
り
方
や
子
ど
も
の
性
格
は
様
々
で

す
か
ら
、
多
様
性
を
認
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
イ
ク
ボ
ス
は
、
子
育
て
に
関
す
る

こ
と
は
誰
も
が
正
解
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
イ
ク
メ
ン
に

声
を
か
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
男
性
の
育
児
に
理
解
の
な
い
職

場
で
働
く
男
性
が
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
に

悩
ん
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
危
機
的
状
況
に

置
か
れ
て
し
ま
う
と
い
う
新
た
な
問
題
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
職
場
や
社
会

は
、
そ
う
い
っ
た
問
題
を
ど
う
受
け
入
れ
、

子
を
持
つ
男
性
が
働
き
や
す
い
方
向
に
変

わ
っ
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
る
で

し
ょ
う
。
イ
ク
ボ
ス
に
と
っ
て
は
子
を
持
つ

男
性
の
み
な
ら
ず
全
て
の
職
員
が
働
き
や
す

い
職
場
環
境
の
整
備
が
重
要
で
す
。

IKUBOSS no SUSUME

〟育
児
に
は
正
解
が
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
形
を
認
め

　
　
　
　
柔
軟
性
の
あ
る
職
場
を
目
指
し
て
い
く

〝

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
困
っ
た
時
に
は
家
庭

の
外
に
支
援
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て

世
代
を
地
域
や
社
会
全
体
で
支
え
る
の
が
理

想
で
す
。
夫
婦
や
家
族
だ
け
で
苦
し
い
時
に

は
、
地
域
の
人
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
の
助
け

を
借
り
て
も
い
い
の
で
す
。
子
育
て
の
公
的

支
援
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
家
庭
の
外
に

も
そ
う
い
っ
た
安
心
で
き
る
人
や
場
所
が
あ

る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
発
達
に
と
っ
て
も
良

い
こ
と
で
す
。

育
児
に
参
画
す
る
男
性
は
こ
れ
か
ら
更
に

増
え
、
社
会
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
頑
張
り
す
ぎ
ず
、ゆ
る
や
か
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
な
り
の
子
育
て
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
家
庭
、
職
場
、
そ
し
て
社
会
を

み
ん
な
で
形
成
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

家
族
だ
け
の
世
界
で
閉
じ
ず

様
々
な
支
援
を
活
用
し
よ
う

イ
ク
ボ
ス

イ
ク
メ
ン

み
ん
な
で
読
も
う



1 W60×H130mm

イ
ク
メ
ン
の
日
々
は

忙
し
い

赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
で

毎
日
ヘ
ト
ヘ
ト

育
児
中
の

パ
パ
マ
マ
を
見
る
と

つ
い
つ
い
心
の
中
で

エ
ー
ル
を
送
っ
て
し
ま
い
ま
す

夜
中
の

エ
ン
ド
レ
ス

抱
っ
こ

う
ん
ち
漏
れ

３
時
間
お
き
の
ミ
ル
ク

お
互
い

頑
張
り
ま
し
ょ
う
!
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イク メン
「あるある」をご紹介。
さまざまな状況への理解や、
得られることもあるようです。

4コマ漫画でおくるイク メン・イクボスあるある

ある

ある

地域社会に参加するきっかけにも

ベビーカー散歩から地域が見えてくる
経験して初めて知ることがいっぱい！

赤ちゃんのお世話体験から広がるエール1
aru-aru

イクメン

赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
や
家
事
の
大
変
さ
を

体
感
す
る
こ
と
で
、
世
の
中
の
育
児
・
家
事

を
す
る
人
の
状
況
へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
は
介
護
に

似
た
部
分
が
あ
る
よ
う
で
、
育
休
を
取
っ
た

人
か
ら
は
介
護
の
大
変
さ
を
想
像
す
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
話
も
。
職
場
で
「
お

互
い
様
」
の
意
識
が
広
が
る
き
っ
か
け
に
も

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
変
さ
を
体
感
す
る
こ
と
で

お
互
い
の
理
解
が
進
む

子
ど
も
た
ち
の
将
来
や

地
域
の
未
来
を
想
像
す
る

先輩イクメンの声から
子育てを経験することで、
社会への新たな視点が

エールを送りたい！みんなこうして
大きくなった！

42 3 5

お
お
！

カ
ワ
イ
イ
！

お
か
げ
で

寝
返
り
の
瞬
間
も

見
ら
れ
た
ん

で
す
よ
〜

若
手
に
は

こ
ん
な
思
い
は

さ
せ
な
い
ぞ

イ
ク
ボ
ス
の
俳
句

男
性
の
育
児

バ
ン
ザ
イ
！

あ
ら
、立
派
な

イ
ク
メ
ン
ね
〜

毎
日
し
っ
か
り
育
児
を

頑
張
っ
て
い
る
み
た
い
だ

そ
う
そ
う
、育
休
中
の

部
下
な
ん
だ
け
ど
な

皆
が
こ
ん
な
風
に

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
と
れ
る
職
場
に

し
な
い
と
な
！

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
の
で

お
休
み
を
取
り
た
い

の
で
す
が…

そ
う
か
！

全
力
で
応
援
す
る
ぞ
っ
！

今
日
か
ら
職
場
復
帰
、

ま
す
ま
す
頑
張
り
ま
す
！

お
お
！

期
待
し
て
る
ぞ

あ
ら
、子
ど
も
の
写
真
？

あ
な
た
に
も
こ
の
く
ら
い

子
育
て
を
し
て
も
ら
え
て
た
ら

良
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
〜

実
は
ま
も
な
く
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
の
で
す
が…

そ
う
か
！

育
児
頑
張
ら
な
い
と
な
！

す
ぐ
に
相
談
し
て

も
ら
え
な
か
っ
た
な
ぁ…

も
っ
と
家
庭
と
仕
事
の

両
立
を
し
や
す
い

職
場
に
し
な
い
と
な

子
ど
も
は
い
な
い
が

家
庭
時
間
も
大
切
だ
な

今
で
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

ち
ょ
っ
と
見
せ
す
ぎ
て

職
員
に
引
か
れ
る
ほ
ど
に

こ
う
し
て
職
場
の
風
土
は

家
庭
と
両
立
し
や
す
い
よ
う

変
わ
り
つ
つ
あ
る

よ
し
！
ま
ず
は
俺
か
ら

実
践
だ
！

育
児
休
業
終
了
ー

平
日
、ベ
ビ
ー
カ
ー
で

お
散
歩
し
て
い
る
と

公
園
で
、同
じ
よ
う
な

イ
ク
メ
ン
に
出
会
っ
た
り

近
所
の
ご
老
人
と

顔
見
知
り
に
な
っ
た
り

地
域
を
知
る
こ
と
が
で
き
て

な
ん
だ
か
楽
し
い
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イク メン
「あるある」をご紹介。
さまざまな状況への理解や、
得られることもあるようです。

4コマ漫画でおくるイク メン・イクボスあるある

地域社会に参加するきっかけにも

ベビーカー散歩から地域が見えてくる2
aru-aru

イクメン

赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
や
家
事
の
大
変
さ
を

体
感
す
る
こ
と
で
、
世
の
中
の
育
児
・
家
事

を
す
る
人
の
状
況
へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
は
介
護
に

似
た
部
分
が
あ
る
よ
う
で
、
育
休
を
取
っ
た

人
か
ら
は
介
護
の
大
変
さ
を
想
像
す
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
話
も
。
職
場
で
「
お

互
い
様
」
の
意
識
が
広
が
る
き
っ
か
け
に
も

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

平
日
の
昼
間
の
町
を
散
歩
す
る
と
、
高
齢

者
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
、
公
園
で
遊
ぶ
子
ど
も

た
ち
、
平
日
営
業
の
お
店
の
存
在
な
ど
、
こ

れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
地
域
の
姿
が
見
え
て

く
る
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
を
通
し
て
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
す
る
機
会
も
生
ま

れ
、
地
域
社
会
や
住
む
人
に
つ
い
て
自
然
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
仕
事
の
上
で
の
視
野

も
広
が
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
将
来
や

地
域
の
未
来
を
想
像
す
る

先輩イクメンの声から
子育てを経験することで、
社会への新たな視点が

地域を知るきっかけ 赤ちゃんが
地域に

つないでくれる

イクメン

イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う



3

実
は
ま
も
な
く
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
の
で
す
が…

そ
う
か
！

育
児
頑
張
ら
な
い
と
な
！

す
ぐ
に
相
談
し
て

も
ら
え
な
か
っ
た
な
ぁ…

も
っ
と
家
庭
と
仕
事
の

両
立
を
し
や
す
い

職
場
に
し
な
い
と
な

子
ど
も
は
い
な
い
が

家
庭
時
間
も
大
切
だ
な

今
で
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

ち
ょ
っ
と
見
せ
す
ぎ
て

職
員
に
引
か
れ
る
ほ
ど
に

こ
う
し
て
職
場
の
風
土
は

家
庭
と
両
立
し
や
す
い
よ
う

変
わ
り
つ
つ
あ
る

よ
し
！
ま
ず
は
俺
か
ら

実
践
だ
！

60

イク ボス
「あるある」をご紹介。
コミュニケーションをとりつつ、
ことがポイントのようです。

4コマ漫画でおくるイク メン・イクボスあるある

ある

ある

後悔先に立たず！

あの頃の後悔を繰り返さないために…
職場環境の改善は、まずは自分から実践！

“隗
か い

より始めよ”で背中を見せよう3
aru-aru

イクボス

育
休
を
取
り
や
す
い
職
場
へ
と
風
土
づ
く

り
を
図
る
の
が
イ
ク
ボ
ス
の
役
割
。
そ
の
た

め
に
も
イ
ク
ボ
ス
自
身
が
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
常
に
意
識
し
た
働
き
方
を
実
践

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン

マ
イ
ン
ド
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
は
、
職
員
が
働
き
方
を
相
談
し
や
す
い

雰
囲
気
づ
く
り
に
も
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

誰
も
が
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
を
実
践

後
輩
に

実
り
多
き
経
験
を

イクボスの声から
イクボスとイクメンは
ほどよい距離感を保つ

職場の環境、改善！オープンマインド
しすぎに注意

4

若
手
に
は

こ
ん
な
思
い
は

さ
せ
な
い
ぞ

イ
ク
ボ
ス
の
俳
句

男
性
の
育
児

バ
ン
ザ
イ
！

あ
ら
、立
派
な

イ
ク
メ
ン
ね
〜

毎
日
し
っ
か
り
育
児
を

頑
張
っ
て
い
る
み
た
い
だ

そ
う
そ
う
、育
休
中
の

部
下
な
ん
だ
け
ど
な

あ
ら
、子
ど
も
の
写
真
？

あ
な
た
に
も
こ
の
く
ら
い

子
育
て
を
し
て
も
ら
え
て
た
ら

良
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
〜
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イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う

イク ボス
「あるある」をご紹介。
コミュニケーションをとりつつ、
ことがポイントのようです。

4コマ漫画でおくるイク メン・イクボスあるある

後悔先に立たず！

あの頃の後悔を繰り返さないために…4
aru-aru

イクボス

育
休
を
取
り
や
す
い
職
場
へ
と
風
土
づ
く

り
を
図
る
の
が
イ
ク
ボ
ス
の
役
割
。
そ
の
た

め
に
も
イ
ク
ボ
ス
自
身
が
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
常
に
意
識
し
た
働
き
方
を
実
践

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン

マ
イ
ン
ド
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
は
、
職
員
が
働
き
方
を
相
談
し
や
す
い

雰
囲
気
づ
く
り
に
も
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

イ
ク
ボ
ス
が
若
か
っ
た
頃
は
、
女
性
が
育

児
・
家
事
を
担
い
、
男
性
が
稼
ぐ
と
い
う
家

庭
像
が
一
般
的
で
し
た
。
育
児
に
携
わ
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
イ
ク
ボ
ス
の

声
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
育
児
を
す
る
経
験

は
、
仕
事
の
上
で
も
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

同
じ
後
悔
を
職
員
に
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

育
児
に
伴
う
休
暇
・
休
業
の
取
得
を
勧
奨
し

ま
し
ょ
う
。

後
輩
に

実
り
多
き
経
験
を

イクボスの声から
イクボスとイクメンは
ほどよい距離感を保つ

あの日のイクメンへ… その後悔、
いま役立ちます！

イクボス
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環境省
相澤 和春さん

財務省
益子 直人さん

人事院
松浦 正樹さん

金融庁
井上 健太郎さん

内閣府
遠藤 光泰さん

農林水産省
仙波 武徳さん

内閣官房
川名 大祐さん

経済産業省
山岸 航さん

警察庁
松木 誠司さん

原子力規制委員会
松木 駿太郎さん

うちの子

育児に伴う休暇・休業期間、子どもと一緒にいる時間
が長くなると、今までは気づかなかった表情や行動を
目の当たりする機会が増えます。そんな瞬間の写真は
一生の宝物。2020年に行われた「霞が関のパパたち
写真展」でお披露目された写真をご紹介します。

育休
だから
撮れた！

パシャ！

イ
ク
メ
ン

イ
ク
ボ
ス

み
ん
な
で
読
も
う
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KENTA KITAHARA

21.03.09

パウダー様 イクメン・イクボスあるある４コマ

お
お
！

カ
ワ
イ
イ
！

お
か
げ
で

寝
返
り
の
瞬
間
も

見
ら
れ
た
ん

で
す
よ
〜

皆
が
こ
ん
な
風
に

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
と
れ
る
職
場
に

し
な
い
と
な
！

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
の
で

お
休
み
を
取
り
た
い

の
で
す
が…

そ
う
か
！

全
力
で
応
援
す
る
ぞ
っ
！

今
日
か
ら
職
場
復
帰
、

ま
す
ま
す
頑
張
り
ま
す
！

お
お
！

期
待
し
て
る
ぞ

育
休
終
了
ー

皆
で
サ
ポ
ー
ト
し
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
ね
！

62

イクメン

イクメンとイクボスの「あるある」をご紹介。
様々な立場の職員にとって

働きやすい環境整備を目指します。

4コマ漫画でおくる
イクメン・イクボスあるある

ある

働き方改革で全ての人を働きやすく

イクメンもイクボスも育休でHAPPY！5
aru-aru

イクメン×イクボス

　イ
ク
メ
ン
は
育
休
を
取
得
す
る
こ
と
で
、

家
庭
の
面
で
も
仕
事
の
面
で
も
多
く
の
も
の

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ
ク
ボ
ス
は
、

子
育
て
を
す
る
職
員
だ
け
で
な
く
様
々
な
立

場
に
あ
る
職
員
一
人
一
人
の
働
き
や
す
さ
を

意
識
し
て
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
う
い
っ
た
意
識
が
、
日
本
の
社
会
を
少
し

ず
つ
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
は
ず
で
す
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が

日
本
を
変
え
る
！

ワークライフバランス働き方改革も
全力で！

イクボス
あるイクメ

ン・イクボス

SP校-IKUMEN_62_0319再入校.indd   62 2021/03/22   21:04
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